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本会議（最終日）

　６月定例会の会期日程（予定）をお知らせします。
なお、一般質問などの内容は新聞折込でお知らせします。

６月定例会会期日程（予定）

月　　日 会　議　内　容 時　　間曜日

※日程は変更になる
　場合もあります。

場所 ： 本会議（下呂庁舎３階議場）
　　　委員会（下呂庁舎３階第１会議室）

令和５年４月７日、下呂小学校において、入学式が執り行われました。
新一年生21名が保護者、来賓や教職員の皆さんに見守られる中、下呂小学校児童の仲間入りをしました。
また、今年度は、令和４年度末に閉校した中原小学校の児童を迎え、全校児童２４２名による新生下呂
小学校のスタートとなりました。

　３月になると思い出す言葉があります。
　『忙しくて、忘れた』。高校の卒業式当日、最
後のホームルームで恩師が言われた言葉です。
　「この言葉は社会生活の中で使ってはいけない。
この２つの漢字、両方とも心を亡くすと書きます。
心を亡くしてはいけない。忙しくて忘れる前に行
動を起こしなさい。すぐに行動ができなければメ
モを取るなどして対処しなさい。」と言われました。
果たして私はできているのか改めて考えてみると
なかなかできていません。忘れることはできるけ
ど、忘れる前の行動は…。また来年も桜を見な
がら、この言葉を思い出すのでしょうか。 （T.T）

編 集 後 記
【令和５年度下呂市立下呂小学校入学式】
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　１月31日、令和５年第１回下呂市議会臨時会を開催し、令和４年12月中のふるさと寄附金の急増に伴う返礼品等の必要経費の
不足、および大雪警報が発表されるなど降雪や低温による除排雪 ・凍結防止剤散布経費の増加に対応した増額補正予算に係る専
決処分の承認、また、出産・子育て応援交付金事業や観光客誘致対策事業、旧下呂温泉病院リハビリ棟跡地駐車場整備に係る詳
細設計業務、電気料高騰対策として、小中学校屋内運動場照明のLED化と社会体育施設の電気設備工事を前倒して実施するため
などの補正予算を可決しました。

上程議案と審議結果上程議案と審議結果

１月臨時会の報告１月臨時会の報告

○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

★各上程議案の詳細は、下呂市ホーム
ページをご覧ください。
　（右のＱＲコードを読み取るとホーム
ページが閲覧できます）

　２月24日から３月24日までの29日間において、令和５年第２回下呂市議会定例会を開催しました。初日には、人権擁護委員候
補者の推薦、 教育委員会委員任命の同意、条例改正、コロナ ・ 原油高 ・ 物価高対策としての市民生活 ・ 社会経済活動の回復支
援、および電気料 ・燃料等の高騰に対応した市有施設の管理費、指定管理料の補正予算などを可決しました。
　また、最終日 （３月24日）には、教育委員会教育長任命の同意、指定管理者の指定、財産の譲与、条例制定改廃、令和５年
度の一般会計、特別会計および公営企業会計当初予算、新型コロナウイルスワクチン接種に係る補正予算などについて可決し
ました。

上程議案と審議結果上程議案と審議結果

３月定例会の報告３月定例会の報告

○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

★各上程議案の詳細は、下呂市ホーム
ページをご覧ください。
　（右のＱＲコードを読み取るとホーム
ページが閲覧できます）

専決処分の承認について（令和４年度下呂市一般会計補正予算（第13号）） ―

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

承　認
（全会一致）

令和４年度下呂市一般会計補正予算（第14号） 予算 可　決
（全会一致）

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

下呂市教育委員会委員の任命について

下呂市教育委員会教育長の任命について

令和４年度下呂市一般会計補正予算（第15号）

令和４年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第５号）

令和４年度下呂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

令和４年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第５号）

令和４年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第５号）

令和４年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第５号）

令和４年度下呂市下呂財産区特別会計補正予算（第３号）

令和４年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第２号）

令和４年度下呂市水道事業会計補正予算（第５号）

令和４年度下呂市下水道事業会計補正予算（第３号）

令和４年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第４号）

下呂市行政組織条例の一部を改正する条例について

下呂市基金条例の一部を改正する条例について

財産の譲与について

財産の譲与について

財産の譲与について

下呂市第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市定年前に退職する意思を有する職員の募集等に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市職員の退職管理に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市税条例等の一部を改正する条例について

下呂市有線テレビ施設の設置及び管理に関する条例を廃止する条例について

下呂市金山温泉スタンド条例の一部を改正する条例について

下呂市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

下呂市国民健康保険条例の一部を改正する条例について

下呂市附属機関設置条例の一部を改正する条例について

下呂市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

下呂市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

下呂市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

下呂市放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例について

下呂市文化財保護条例の一部を改正する条例について

下呂市ふれあい広場条例について

令和５年度下呂市水道事業会計への繰出について

令和５年度下呂市下水道事業会計への繰出について

―

―

―

―

―

適　任
（全会一致）

同　意
（全会一致）

可　決
（全会一致）

○全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

―

総務

産経

可　決
（全会一致）
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下呂市第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市定年前に退職する意思を有する職員の募集等に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市職員の退職管理に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市税条例等の一部を改正する条例について

下呂市有線テレビ施設の設置及び管理に関する条例を廃止する条例について

下呂市金山温泉スタンド条例の一部を改正する条例について

下呂市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

下呂市国民健康保険条例の一部を改正する条例について

下呂市附属機関設置条例の一部を改正する条例について

下呂市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

下呂市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

下呂市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

下呂市放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例について

下呂市文化財保護条例の一部を改正する条例について

下呂市ふれあい広場条例について

令和５年度下呂市水道事業会計への繰出について

令和５年度下呂市下水道事業会計への繰出について

―

―

―

―

―

適　任
（全会一致）

同　意
（全会一致）

可　決
（全会一致）

○全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

―

総務

産経

可　決
（全会一致）



2下呂市議会だより3 下呂市議会だより

GERO CITY assemblyGERO CITY assembly

　１月31日、令和５年第１回下呂市議会臨時会を開催し、令和４年12月中のふるさと寄附金の急増に伴う返礼品等の必要経費の
不足、および大雪警報が発表されるなど降雪や低温による除排雪 ・凍結防止剤散布経費の増加に対応した増額補正予算に係る専
決処分の承認、また、出産・子育て応援交付金事業や観光客誘致対策事業、旧下呂温泉病院リハビリ棟跡地駐車場整備に係る詳
細設計業務、電気料高騰対策として、小中学校屋内運動場照明のLED化と社会体育施設の電気設備工事を前倒して実施するため
などの補正予算を可決しました。

上程議案と審議結果上程議案と審議結果

１月臨時会の報告１月臨時会の報告

○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

★各上程議案の詳細は、下呂市ホーム
ページをご覧ください。
　（右のＱＲコードを読み取るとホーム
ページが閲覧できます）

　２月24日から３月24日までの29日間において、令和５年第２回下呂市議会定例会を開催しました。初日には、人権擁護委員候
補者の推薦、 教育委員会委員任命の同意、条例改正、コロナ ・ 原油高 ・ 物価高対策としての市民生活 ・ 社会経済活動の回復支
援、および電気料 ・燃料等の高騰に対応した市有施設の管理費、指定管理料の補正予算などを可決しました。
　また、最終日 （３月24日）には、教育委員会教育長任命の同意、指定管理者の指定、財産の譲与、条例制定改廃、令和５年
度の一般会計、特別会計および公営企業会計当初予算、新型コロナウイルスワクチン接種に係る補正予算などについて可決し
ました。

上程議案と審議結果上程議案と審議結果

３月定例会の報告３月定例会の報告

○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

★各上程議案の詳細は、下呂市ホーム
ページをご覧ください。
　（右のＱＲコードを読み取るとホーム
ページが閲覧できます）

専決処分の承認について（令和４年度下呂市一般会計補正予算（第13号）） ―

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

承　認
（全会一致）

令和４年度下呂市一般会計補正予算（第14号） 予算 可　決
（全会一致）

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

下呂市教育委員会委員の任命について

下呂市教育委員会教育長の任命について

令和４年度下呂市一般会計補正予算（第15号）

令和４年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第５号）

令和４年度下呂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

令和４年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第５号）

令和４年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第５号）

令和４年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第５号）

令和４年度下呂市下呂財産区特別会計補正予算（第３号）

令和４年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第２号）

令和４年度下呂市水道事業会計補正予算（第５号）

令和４年度下呂市下水道事業会計補正予算（第３号）

令和４年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第４号）

下呂市行政組織条例の一部を改正する条例について

下呂市基金条例の一部を改正する条例について

財産の譲与について

財産の譲与について

財産の譲与について

下呂市第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市定年前に退職する意思を有する職員の募集等に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市職員の退職管理に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市税条例等の一部を改正する条例について

下呂市有線テレビ施設の設置及び管理に関する条例を廃止する条例について

下呂市金山温泉スタンド条例の一部を改正する条例について

下呂市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

下呂市国民健康保険条例の一部を改正する条例について

下呂市附属機関設置条例の一部を改正する条例について

下呂市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

下呂市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

下呂市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

下呂市放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例について

下呂市文化財保護条例の一部を改正する条例について

下呂市ふれあい広場条例について

令和５年度下呂市水道事業会計への繰出について

令和５年度下呂市下水道事業会計への繰出について

―

―

―

―

―

適　任
（全会一致）

同　意
（全会一致）

可　決
（全会一致）

○全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

―

総務

産経

可　決
（全会一致）

2下呂市議会だより3 下呂市議会だより

GERO CITY assemblyGERO CITY assembly

　１月31日、令和５年第１回下呂市議会臨時会を開催し、令和４年12月中のふるさと寄附金の急増に伴う返礼品等の必要経費の
不足、および大雪警報が発表されるなど降雪や低温による除排雪 ・凍結防止剤散布経費の増加に対応した増額補正予算に係る専
決処分の承認、また、出産・子育て応援交付金事業や観光客誘致対策事業、旧下呂温泉病院リハビリ棟跡地駐車場整備に係る詳
細設計業務、電気料高騰対策として、小中学校屋内運動場照明のLED化と社会体育施設の電気設備工事を前倒して実施するため
などの補正予算を可決しました。

上程議案と審議結果上程議案と審議結果

１月臨時会の報告１月臨時会の報告

○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

★各上程議案の詳細は、下呂市ホーム
ページをご覧ください。
　（右のＱＲコードを読み取るとホーム
ページが閲覧できます）

　２月24日から３月24日までの29日間において、令和５年第２回下呂市議会定例会を開催しました。初日には、人権擁護委員候
補者の推薦、 教育委員会委員任命の同意、条例改正、コロナ ・ 原油高 ・ 物価高対策としての市民生活 ・ 社会経済活動の回復支
援、および電気料 ・燃料等の高騰に対応した市有施設の管理費、指定管理料の補正予算などを可決しました。
　また、最終日 （３月24日）には、教育委員会教育長任命の同意、指定管理者の指定、財産の譲与、条例制定改廃、令和５年
度の一般会計、特別会計および公営企業会計当初予算、新型コロナウイルスワクチン接種に係る補正予算などについて可決し
ました。

上程議案と審議結果上程議案と審議結果

３月定例会の報告３月定例会の報告

○全会一致で可決した議案【市長提出議案】

★各上程議案の詳細は、下呂市ホーム
ページをご覧ください。
　（右のＱＲコードを読み取るとホーム
ページが閲覧できます）

専決処分の承認について（令和４年度下呂市一般会計補正予算（第13号）） ―

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

承　認
（全会一致）

令和４年度下呂市一般会計補正予算（第14号） 予算 可　決
（全会一致）

議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

下呂市教育委員会委員の任命について

下呂市教育委員会教育長の任命について

令和４年度下呂市一般会計補正予算（第15号）

令和４年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第５号）

令和４年度下呂市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

令和４年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）補正予算（第５号）

令和４年度下呂市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第５号）

令和４年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）補正予算（第５号）

令和４年度下呂市下呂財産区特別会計補正予算（第３号）

令和４年度下呂市学校給食費特別会計補正予算（第２号）

令和４年度下呂市水道事業会計補正予算（第５号）

令和４年度下呂市下水道事業会計補正予算（第３号）

令和４年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計補正予算（第４号）

下呂市行政組織条例の一部を改正する条例について

下呂市基金条例の一部を改正する条例について

財産の譲与について

財産の譲与について

財産の譲与について

下呂市第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市定年前に退職する意思を有する職員の募集等に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市職員の退職管理に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について

下呂市税条例等の一部を改正する条例について

下呂市有線テレビ施設の設置及び管理に関する条例を廃止する条例について

下呂市金山温泉スタンド条例の一部を改正する条例について

下呂市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

下呂市国民健康保険条例の一部を改正する条例について

下呂市附属機関設置条例の一部を改正する条例について

下呂市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

下呂市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

下呂市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

下呂市放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例について

下呂市文化財保護条例の一部を改正する条例について

下呂市ふれあい広場条例について

令和５年度下呂市水道事業会計への繰出について

令和５年度下呂市下水道事業会計への繰出について

―

―

―

―

―

適　任
（全会一致）

同　意
（全会一致）

可　決
（全会一致）

○全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

―

総務

産経

可　決
（全会一致）



３月定例会の議案審議の詳細３月定例会の議案審議の詳細

議案審議の詳細
令和５年３月24日
（定例会最終日）

議案審議の詳細
令和５年２月24日
（定例会初日）

議第３号
森８号線道路改良（２－２）工事請負契約の
締結について
（市長提出議案：委員会付託なし）

【全会一致で可決】

●契約の方法：事後審査型条件付き一般競争入札
●契約金額：221,100,000円
●契約の相手方：下呂市森　曙開発株式会社

議第４６号
令和５年度下呂市一般会計予算
（市長提出議案：予算特別委員会審査付託）

【賛成多数で可決】

主な新規・拡充事業
●建設総務課
　【事業名】飛騨川公園整備事業　★新規事業　
　予算額：44,717千円（前年度比44,717千円増）
　　公園内の施設や設備が老朽化し、更新時期を迎えている
ため、維持管理上必要な修繕を行うと共に、市内拠点公園と
して多世代間の交流が行えるよう再整備する。

　主な整備内容：駐車場整備、グラウンド改修、管理棟改修
　※まちづくり推進部所管予算にて大型複合遊具を設置
●建設課
　【事業名】市道補修事業　★拡充事業　
　予算額：170,000千円（前年度比59,649千円増）
　　市道施設の維持補修工事、市道施設・法定外道路施設の
補修業務委託および原材料支給等に要する経費。

　【事業名】河川・排水路補修事業　★拡充事業　
　予算額：70,000千円（前年度比51,430千円増）
　　普通河川・排水路等の維持補修工事費用、施設維持管理
の補修業務委託および原材料支給等に要する経費
※修繕料と委託料を委託料に集約して、市道・河川・排水路維
持修繕を一括業務として発注することで地区要望等にスピー
ディーに対応する。
※各振興事務所の地域振興事業の関係予算も上記事業に集
約する。
●こども家庭課
　【事業名】地域子育て支援拠点事業臨時　★拡充事業　
　予算額：359,146千円（前年度比358,542千円増）
　新子育て支援施設建設経費
　建設工事費：340,000千円　工事監理業務委託費：7,608千円
　備品購入費：8,000千円　消耗品費：2,500千円　他

議第２号
森８号線道路改良（２－１）工事請負契約の
変更契約の締結について
（市長提出議案：委員会付託なし）

【全会一致で可決】

●契約の方法：事後審査型条件付き一般競争入札
●契約金額：変更前 194,700,000円　変更後 203,380,100円
●契約の相手方：下呂市森　曙開発株式会社

議第２０号
下呂市金山リバーサイドスポーツセンター等の
指定管理者の指定について
（市長提出議案：総務教育民生常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

●施設の名称：下呂市金山リバーサイドスポーツセンター
　　　　　　 下呂市金山リバーサイドスタジアム
　　　　　　 ぬく森の里運動公園
●指定管理者となる団体の名
称：スポーツマックス・三幸共
同事業体
●指定の期間：令和５年４月１
日から令和８年３月31日まで
（３年）

議第３４号　
下呂市道の温泉駅かれん条例の一部を改正
する条例について
（市長提出議案：総務教育民生常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

●施設名称を利用者にとって
分かりやすい名称に変更す
るため、改正を行うもの。

●下呂市道の温泉駅「かれん」
から下呂飛騨金山ぬく森の
里温泉に変更する。

議第２２号　
下呂市飛騨小坂ふれあいの森の指定管理者の
指定について
（市長提出議案：産業経済常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

●施設の名称：下呂市飛騨小坂
ふれあいの森

●指定管理者となる団体の名称
：合同会社 灯りや
●指定の期間：令和５年４月１日か
ら令和８年３月31日まで（３年）

議第２１号
下呂市道の温泉駅「かれん」の指定管理者の
指定について
（市長提出議案：総務教育民生常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

●施設の名称：下呂市道の温泉駅「かれん」
●指定管理者となる団体の名称：株式会社ジェック経営コンサルタント
●指定の期間：令和５年４月１日から令和10年３月31日まで（５年）

下呂市議会委員会条例の一部を改正する条例について ―

○全会一致で可決した議案【議会提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

4下呂市議会だより5 下呂市議会だより

GERO CITY assembly GERO CITY assembly

○賛否が分かれた議案【①市長提出議案／②議会提出議案】　　　　　　　　○…賛成　×…反対
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議　　　員　　　名

審議結果付　託
委員会

総務

―

予算

議　　　案　　　名

可　決
（賛成多数）

可　決
（全会一致）

○全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

下呂市個人情報の保護に関する法律施行条例に
ついて

令和５年度下呂市介護保険特別会計（保険事業
勘定）予算

下呂市個人情報保護審査会条例について

令和５年度下呂市一般会計予算

令和５年度下呂市下水道事業会計予算

下呂市議会の個人情報の保護に関する条例について

令和５年度下呂市後期高齢者医療特別会計予算

②

①

○×○○ ×○○○○○○○ ○

○×○○ ×○○○○○○○ ○

○×○○ ×○○○○○○○ ○

○×○○ ×○○○○○○○ ○

○×○○ ×○○○○○○○ ○

○×○○ ×○○○○○○○ ○

○×○○ ×○○○○○○○ ○

令和５年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算

令和５年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）予算

令和５年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）予算

令和５年度下呂市下呂財産区特別会計予算

令和５年度下呂市学校給食費特別会計予算

令和５年度下呂市水道事業会計予算

令和５年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計予算

令和５年度下呂市立金山病院事業会計予算

令和５年度下呂市一般会計補正予算（第１号）

予算

―

可　決
（全会一致）

議

　
　
　
　
　
　
　長

★ＱＲコードから３月定例会の議案の提案説明から採決までの
　映像を動画共有サービス「Youtube」にて視聴できます。

３月定例会の議案審議の詳細３月定例会の議案審議の詳細

議案審議の詳細
令和５年３月24日
（定例会最終日）

議案審議の詳細
令和５年２月24日
（定例会初日）

議第３号
森８号線道路改良（２－２）工事請負契約の
締結について
（市長提出議案：委員会付託なし）

【全会一致で可決】

●契約の方法：事後審査型条件付き一般競争入札
●契約金額：221,100,000円
●契約の相手方：下呂市森　曙開発株式会社

議第４６号
令和５年度下呂市一般会計予算
（市長提出議案：予算特別委員会審査付託）

【賛成多数で可決】

主な新規・拡充事業
●建設総務課
　【事業名】飛騨川公園整備事業　★新規事業　
　予算額：44,717千円（前年度比44,717千円増）
　　公園内の施設や設備が老朽化し、更新時期を迎えている
ため、維持管理上必要な修繕を行うと共に、市内拠点公園と
して多世代間の交流が行えるよう再整備する。

　主な整備内容：駐車場整備、グラウンド改修、管理棟改修
　※まちづくり推進部所管予算にて大型複合遊具を設置
●建設課
　【事業名】市道補修事業　★拡充事業　
　予算額：170,000千円（前年度比59,649千円増）
　　市道施設の維持補修工事、市道施設・法定外道路施設の
補修業務委託および原材料支給等に要する経費。

　【事業名】河川・排水路補修事業　★拡充事業　
　予算額：70,000千円（前年度比51,430千円増）
　　普通河川・排水路等の維持補修工事費用、施設維持管理
の補修業務委託および原材料支給等に要する経費
※修繕料と委託料を委託料に集約して、市道・河川・排水路維
持修繕を一括業務として発注することで地区要望等にスピー
ディーに対応する。
※各振興事務所の地域振興事業の関係予算も上記事業に集
約する。
●こども家庭課
　【事業名】地域子育て支援拠点事業臨時　★拡充事業　
　予算額：359,146千円（前年度比358,542千円増）
　新子育て支援施設建設経費
　建設工事費：340,000千円　工事監理業務委託費：7,608千円
　備品購入費：8,000千円　消耗品費：2,500千円　他

議第２号
森８号線道路改良（２－１）工事請負契約の
変更契約の締結について
（市長提出議案：委員会付託なし）

【全会一致で可決】

●契約の方法：事後審査型条件付き一般競争入札
●契約金額：変更前 194,700,000円　変更後 203,380,100円
●契約の相手方：下呂市森　曙開発株式会社

議第２０号
下呂市金山リバーサイドスポーツセンター等の
指定管理者の指定について
（市長提出議案：総務教育民生常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

●施設の名称：下呂市金山リバーサイドスポーツセンター
　　　　　　 下呂市金山リバーサイドスタジアム
　　　　　　 ぬく森の里運動公園
●指定管理者となる団体の名
称：スポーツマックス・三幸共
同事業体
●指定の期間：令和５年４月１
日から令和８年３月31日まで
（３年）

議第３４号　
下呂市道の温泉駅かれん条例の一部を改正
する条例について
（市長提出議案：総務教育民生常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

●施設名称を利用者にとって
分かりやすい名称に変更す
るため、改正を行うもの。

●下呂市道の温泉駅「かれん」
から下呂飛騨金山ぬく森の
里温泉に変更する。

議第２２号　
下呂市飛騨小坂ふれあいの森の指定管理者の
指定について
（市長提出議案：産業経済常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

●施設の名称：下呂市飛騨小坂
ふれあいの森

●指定管理者となる団体の名称
：合同会社 灯りや
●指定の期間：令和５年４月１日か
ら令和８年３月31日まで（３年）

議第２１号
下呂市道の温泉駅「かれん」の指定管理者の
指定について
（市長提出議案：総務教育民生常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

●施設の名称：下呂市道の温泉駅「かれん」
●指定管理者となる団体の名称：株式会社ジェック経営コンサルタント
●指定の期間：令和５年４月１日から令和10年３月31日まで（５年）

下呂市議会委員会条例の一部を改正する条例について ―

○全会一致で可決した議案【議会提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

4下呂市議会だより5 下呂市議会だより

GERO CITY assembly GERO CITY assembly

○賛否が分かれた議案【①市長提出議案／②議会提出議案】　　　　　　　　○…賛成　×…反対
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議　　　員　　　名

審議結果付　託
委員会

総務

―

予算

議　　　案　　　名

可　決
（賛成多数）

可　決
（全会一致）

○全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

下呂市個人情報の保護に関する法律施行条例に
ついて

令和５年度下呂市介護保険特別会計（保険事業
勘定）予算

下呂市個人情報保護審査会条例について

令和５年度下呂市一般会計予算

令和５年度下呂市下水道事業会計予算

下呂市議会の個人情報の保護に関する条例について

令和５年度下呂市後期高齢者医療特別会計予算

②

①

○×○○ ×○○○○○○○ ○

○×○○ ×○○○○○○○ ○

○×○○ ×○○○○○○○ ○

○×○○ ×○○○○○○○ ○

○×○○ ×○○○○○○○ ○

○×○○ ×○○○○○○○ ○

○×○○ ×○○○○○○○ ○

令和５年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算

令和５年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）予算

令和５年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）予算

令和５年度下呂市下呂財産区特別会計予算

令和５年度下呂市学校給食費特別会計予算

令和５年度下呂市水道事業会計予算

令和５年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計予算

令和５年度下呂市立金山病院事業会計予算

令和５年度下呂市一般会計補正予算（第１号）

予算

―

可　決
（全会一致）

議

　
　
　
　
　
　
　長

★ＱＲコードから３月定例会の議案の提案説明から採決までの
　映像を動画共有サービス「Youtube」にて視聴できます。



３月定例会の議案審議の詳細３月定例会の議案審議の詳細

議案審議の詳細
令和５年３月24日
（定例会最終日）

議案審議の詳細
令和５年２月24日
（定例会初日）

議第３号
森８号線道路改良（２－２）工事請負契約の
締結について
（市長提出議案：委員会付託なし）

【全会一致で可決】

●契約の方法：事後審査型条件付き一般競争入札
●契約金額：221,100,000円
●契約の相手方：下呂市森　曙開発株式会社

議第４６号
令和５年度下呂市一般会計予算
（市長提出議案：予算特別委員会審査付託）

【賛成多数で可決】

主な新規・拡充事業
●建設総務課
　【事業名】飛騨川公園整備事業　★新規事業　
　予算額：44,717千円（前年度比44,717千円増）
　　公園内の施設や設備が老朽化し、更新時期を迎えている
ため、維持管理上必要な修繕を行うと共に、市内拠点公園と
して多世代間の交流が行えるよう再整備する。

　主な整備内容：駐車場整備、グラウンド改修、管理棟改修
　※まちづくり推進部所管予算にて大型複合遊具を設置
●建設課
　【事業名】市道補修事業　★拡充事業　
　予算額：170,000千円（前年度比59,649千円増）
　　市道施設の維持補修工事、市道施設・法定外道路施設の
補修業務委託および原材料支給等に要する経費。

　【事業名】河川・排水路補修事業　★拡充事業　
　予算額：70,000千円（前年度比51,430千円増）
　　普通河川・排水路等の維持補修工事費用、施設維持管理
の補修業務委託および原材料支給等に要する経費
※修繕料と委託料を委託料に集約して、市道・河川・排水路維
持修繕を一括業務として発注することで地区要望等にスピー
ディーに対応する。
※各振興事務所の地域振興事業の関係予算も上記事業に集
約する。
●こども家庭課
　【事業名】地域子育て支援拠点事業臨時　★拡充事業　
　予算額：359,146千円（前年度比358,542千円増）
　新子育て支援施設建設経費
　建設工事費：340,000千円　工事監理業務委託費：7,608千円
　備品購入費：8,000千円　消耗品費：2,500千円　他

議第２号
森８号線道路改良（２－１）工事請負契約の
変更契約の締結について
（市長提出議案：委員会付託なし）

【全会一致で可決】

●契約の方法：事後審査型条件付き一般競争入札
●契約金額：変更前 194,700,000円　変更後 203,380,100円
●契約の相手方：下呂市森　曙開発株式会社

議第２０号
下呂市金山リバーサイドスポーツセンター等の
指定管理者の指定について
（市長提出議案：総務教育民生常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

●施設の名称：下呂市金山リバーサイドスポーツセンター
　　　　　　 下呂市金山リバーサイドスタジアム
　　　　　　 ぬく森の里運動公園
●指定管理者となる団体の名
称：スポーツマックス・三幸共
同事業体
●指定の期間：令和５年４月１
日から令和８年３月31日まで
（３年）

議第３４号　
下呂市道の温泉駅かれん条例の一部を改正
する条例について
（市長提出議案：総務教育民生常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

●施設名称を利用者にとって
分かりやすい名称に変更す
るため、改正を行うもの。

●下呂市道の温泉駅「かれん」
から下呂飛騨金山ぬく森の
里温泉に変更する。

議第２２号　
下呂市飛騨小坂ふれあいの森の指定管理者の
指定について
（市長提出議案：産業経済常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

●施設の名称：下呂市飛騨小坂
ふれあいの森

●指定管理者となる団体の名称
：合同会社 灯りや
●指定の期間：令和５年４月１日か
ら令和８年３月31日まで（３年）

議第２１号
下呂市道の温泉駅「かれん」の指定管理者の
指定について
（市長提出議案：総務教育民生常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

●施設の名称：下呂市道の温泉駅「かれん」
●指定管理者となる団体の名称：株式会社ジェック経営コンサルタント
●指定の期間：令和５年４月１日から令和10年３月31日まで（５年）

下呂市議会委員会条例の一部を改正する条例について ―

○全会一致で可決した議案【議会提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

4下呂市議会だより5 下呂市議会だより

GERO CITY assembly GERO CITY assembly

○賛否が分かれた議案【①市長提出議案／②議会提出議案】　　　　　　　　○…賛成　×…反対
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　哲
士

飯
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夫

田
口

　琢
弥

鷲
見

　昌
己

議　　　員　　　名

審議結果付　託
委員会

総務

―

予算

議　　　案　　　名

可　決
（賛成多数）

可　決
（全会一致）

○全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

下呂市個人情報の保護に関する法律施行条例に
ついて

令和５年度下呂市介護保険特別会計（保険事業
勘定）予算

下呂市個人情報保護審査会条例について

令和５年度下呂市一般会計予算

令和５年度下呂市下水道事業会計予算

下呂市議会の個人情報の保護に関する条例について

令和５年度下呂市後期高齢者医療特別会計予算

②

①

○×○○ ×○○○○○○○ ○

○×○○ ×○○○○○○○ ○

○×○○ ×○○○○○○○ ○

○×○○ ×○○○○○○○ ○

○×○○ ×○○○○○○○ ○

○×○○ ×○○○○○○○ ○

○×○○ ×○○○○○○○ ○

令和５年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算

令和５年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）予算

令和５年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）予算

令和５年度下呂市下呂財産区特別会計予算

令和５年度下呂市学校給食費特別会計予算

令和５年度下呂市水道事業会計予算

令和５年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計予算

令和５年度下呂市立金山病院事業会計予算

令和５年度下呂市一般会計補正予算（第１号）

予算

―

可　決
（全会一致）

議

　
　
　
　
　
　
　長

★ＱＲコードから３月定例会の議案の提案説明から採決までの
　映像を動画共有サービス「Youtube」にて視聴できます。

３月定例会の議案審議の詳細３月定例会の議案審議の詳細

議案審議の詳細
令和５年３月24日
（定例会最終日）

議案審議の詳細
令和５年２月24日
（定例会初日）

議第３号
森８号線道路改良（２－２）工事請負契約の
締結について
（市長提出議案：委員会付託なし）

【全会一致で可決】

●契約の方法：事後審査型条件付き一般競争入札
●契約金額：221,100,000円
●契約の相手方：下呂市森　曙開発株式会社

議第４６号
令和５年度下呂市一般会計予算
（市長提出議案：予算特別委員会審査付託）

【賛成多数で可決】

主な新規・拡充事業
●建設総務課
　【事業名】飛騨川公園整備事業　★新規事業　
　予算額：44,717千円（前年度比44,717千円増）
　　公園内の施設や設備が老朽化し、更新時期を迎えている
ため、維持管理上必要な修繕を行うと共に、市内拠点公園と
して多世代間の交流が行えるよう再整備する。

　主な整備内容：駐車場整備、グラウンド改修、管理棟改修
　※まちづくり推進部所管予算にて大型複合遊具を設置
●建設課
　【事業名】市道補修事業　★拡充事業　
　予算額：170,000千円（前年度比59,649千円増）
　　市道施設の維持補修工事、市道施設・法定外道路施設の
補修業務委託および原材料支給等に要する経費。

　【事業名】河川・排水路補修事業　★拡充事業　
　予算額：70,000千円（前年度比51,430千円増）
　　普通河川・排水路等の維持補修工事費用、施設維持管理
の補修業務委託および原材料支給等に要する経費
※修繕料と委託料を委託料に集約して、市道・河川・排水路維
持修繕を一括業務として発注することで地区要望等にスピー
ディーに対応する。
※各振興事務所の地域振興事業の関係予算も上記事業に集
約する。
●こども家庭課
　【事業名】地域子育て支援拠点事業臨時　★拡充事業　
　予算額：359,146千円（前年度比358,542千円増）
　新子育て支援施設建設経費
　建設工事費：340,000千円　工事監理業務委託費：7,608千円
　備品購入費：8,000千円　消耗品費：2,500千円　他

議第２号
森８号線道路改良（２－１）工事請負契約の
変更契約の締結について
（市長提出議案：委員会付託なし）

【全会一致で可決】

●契約の方法：事後審査型条件付き一般競争入札
●契約金額：変更前 194,700,000円　変更後 203,380,100円
●契約の相手方：下呂市森　曙開発株式会社

議第２０号
下呂市金山リバーサイドスポーツセンター等の
指定管理者の指定について
（市長提出議案：総務教育民生常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

●施設の名称：下呂市金山リバーサイドスポーツセンター
　　　　　　 下呂市金山リバーサイドスタジアム
　　　　　　 ぬく森の里運動公園
●指定管理者となる団体の名
称：スポーツマックス・三幸共
同事業体
●指定の期間：令和５年４月１
日から令和８年３月31日まで
（３年）

議第３４号　
下呂市道の温泉駅かれん条例の一部を改正
する条例について
（市長提出議案：総務教育民生常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

●施設名称を利用者にとって
分かりやすい名称に変更す
るため、改正を行うもの。

●下呂市道の温泉駅「かれん」
から下呂飛騨金山ぬく森の
里温泉に変更する。

議第２２号　
下呂市飛騨小坂ふれあいの森の指定管理者の
指定について
（市長提出議案：産業経済常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

●施設の名称：下呂市飛騨小坂
ふれあいの森

●指定管理者となる団体の名称
：合同会社 灯りや
●指定の期間：令和５年４月１日か
ら令和８年３月31日まで（３年）

議第２１号
下呂市道の温泉駅「かれん」の指定管理者の
指定について
（市長提出議案：総務教育民生常任委員会審査付託）

【全会一致で可決】

●施設の名称：下呂市道の温泉駅「かれん」
●指定管理者となる団体の名称：株式会社ジェック経営コンサルタント
●指定の期間：令和５年４月１日から令和10年３月31日まで（５年）

下呂市議会委員会条例の一部を改正する条例について ―

○全会一致で可決した議案【議会提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

4下呂市議会だより5 下呂市議会だより

GERO CITY assembly GERO CITY assembly

○賛否が分かれた議案【①市長提出議案／②議会提出議案】　　　　　　　　○…賛成　×…反対
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議　　　員　　　名

審議結果付　託
委員会

総務

―

予算

議　　　案　　　名

可　決
（賛成多数）

可　決
（全会一致）

○全会一致で可決した議案【市長提出議案】
議　　　案　　　名 付託委員会 審議結果

下呂市個人情報の保護に関する法律施行条例に
ついて

令和５年度下呂市介護保険特別会計（保険事業
勘定）予算

下呂市個人情報保護審査会条例について

令和５年度下呂市一般会計予算

令和５年度下呂市下水道事業会計予算

下呂市議会の個人情報の保護に関する条例について

令和５年度下呂市後期高齢者医療特別会計予算

②

①

○×○○ ×○○○○○○○ ○

○×○○ ×○○○○○○○ ○

○×○○ ×○○○○○○○ ○

○×○○ ×○○○○○○○ ○

○×○○ ×○○○○○○○ ○

○×○○ ×○○○○○○○ ○

○×○○ ×○○○○○○○ ○

令和５年度下呂市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算

令和５年度下呂市介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）予算

令和５年度下呂市国民健康保険事業特別会計（診療施設勘定）予算

令和５年度下呂市下呂財産区特別会計予算

令和５年度下呂市学校給食費特別会計予算

令和５年度下呂市水道事業会計予算

令和５年度下呂市下呂温泉合掌村事業会計予算

令和５年度下呂市立金山病院事業会計予算

令和５年度下呂市一般会計補正予算（第１号）

予算

―

可　決
（全会一致）

議

　
　
　
　
　
　
　長

★ＱＲコードから３月定例会の議案の提案説明から採決までの
　映像を動画共有サービス「Youtube」にて視聴できます。



GERO CITY assembly

6下呂市議会だより7 下呂市議会だより

GERO CITY assembly

令和５年度下呂市当初予算（一般会計では合併以降５番目の規模）
◆ 一 般 会 計
　《 福祉や教育、道路整備など幅広い住民サービス 》 （対前年度比  3.4％減）228億9,000万円
◆ 特 別 会 計
　《 国民健康保険、介護保険など特定の事業7会計 》 （対前年度比  0.6％増）83億1,963万円
◆ 企 業 会 計
　《 上下水道、下呂温泉合掌村、金山病院事業会計 》 （対前年度比  0.8％増）68億5,096万6千円

　
３
月
15
日
か
ら
17
日
お
よ
び
20
日
の

４
日
間
、
委
員
会
を
開
催
し
、
令
和
５

年
度
に
お
け
る
一
般
会
計
、
７
特
別
会

計
、
４
公
営
企
業
会
計
の
当
初
予
算
に

つ
い
て
審
査
し
、
全
て
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
会
計
で
は
、
新
子
育
て

支
援
施
設
の
建
設
、
飛
騨
川
公
園
の
再

整
備
、
子
ど
も
の
福
祉
医
療
費
助
成
対

象
の
拡
大
、
地
域
医
療
デ
ジ
タ
ル
連
携

の
推
進
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し

た
森
林
整
備
な
ど
を
含
め
、
合
併
後
過

去
５
番
目
の
規
模
と
な
る
予
算
と
な
り

ま
し
た
。

主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
税
収
の
見
込
み
に
つ
い
て
》

　
　
人
口
減
少
が
予
測
さ
れ
る
中
で
個

人
市
民
税
が
増
額
見
込
み
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
根
拠
は
。

　
　
令
和
４
年
度
の
状
況
を
見
ま
す

と
、
給
与
所
得
者
は
１
０
０
名
以
上
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
所
得
額
は
、
５
億

円
以
上
増
額
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
根

拠
に
予
算
計
上
し
ま
し
た
。
最
低
賃
金

の
引
き
上
げ
や
、
雇
用
の
回
復
基
調
が

要
因
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
推
進
事
業
に
つ
い
て
》

※

デ
ジ
タ
ル
通
知
サ
ー
ビ
ス
の
ア
プ
リ

を
使
用
し
、
市
民
の
利
便
性
向
上
を
図

る
た
め
、
ア
プ
リ
の
普
及
策
と
し
て
、

地
域
通
貨
型
の
電
子
ポ
イ
ン
ト
付
与
事

業
を
実
施
。

　
　
付
与
さ
れ
た
電
子
ポ
イ
ン
ト
の
使

用
方
法
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
商
工
会
等
と
連
携
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
市
内
の
商
工
会
加
盟
店
で
使
え
る

よ
う
な
形
で
普
及
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

《
南
飛
騨
国
際
健
康
保
養
地
啓
発
事
業

に
つ
い
て
》

※

南
飛
騨
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
周
辺
エ

リ
ア
の
活
性
化
に
向
け
て
、
地
域
住
民

と
協
働
し
て 

「
食
と
農
の
健
康
プ
ラ

ン
」
を
策
定
。

　
　「
食
と
農
の
健
康
プ
ラ
ン
」
の
策

定
を
委
託
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
想
定
す
る
委
託
先
は
。
ま
た
、
食

と
農
に
限
定
し
た
プ
ラ
ン
と
な
る
の

か
。

　
　
委
託
先
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル 

（
事

業
提
案
方
式
）
等
で
決
定
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
集
客
に
つ
な
が
る

地
元
で
採
れ
た
食
材
を
使
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
開
発
も
進
め
る
こ
と
か
ら
料
理

研
究
家
等
か
ら
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
食
と
農
を
核
に
し
た
プ
ラ
ン
と

し
ま
す
が
、
豊
富
な
森
林
を
活
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
産
業
も
加
え
、
魅
力
を
外
向

き
に
発
信
し
て
い
け
る
プ
ラ
ン
と
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て
》

※

市
内
図
書
館
に
お
け
る
図
書
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、
新
た
に
専
任

館
長
を
配
置
。

　
　
専
任
館
長
の
配
置
先
と
業
務
内
容

は
。

　
　
館
長
は
、
下
呂
市
民
会
館
内
の
地

域
振
興
課
へ
の
配
置
で
す
が
、
業
務
に

応
じ
て
市
内
各
図
書
館
を
巡
回
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。主
な
業
務
と
し
て
は
、

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め

の
運
営
方
針
と
施
設
整
備
計
画
の
立

案
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
、
職
員

の
人
事
労
務
管
理
、
要
望
、
苦
情
等
へ

の
対
応
な
ど
を
担
い
ま
す
。

《
県
立
下
呂
温
泉
病
院
と
市
立
金
山
病

院
の
連
携
に
つ
い
て
》

　
　
金
山
病
院
の
経
営
改
革
が
求
め
ら

れ
て
い
る
中
で
の
下
呂
温
泉
病
院
と
の

連
携
の
あ
り
方
は
。

　
　
岐
阜
県
と
下
呂
市
、
そ
し
て
下
呂

温
泉
病
院
と
金
山
病
院
の
４
者
協
議
の

場
が
今
よ
う
や
く
立
ち
上
が
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
、
下
呂
温
泉
病
院
と
金

山
病
院
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
そ

の
役
割
の
中
で
市
民
の
皆
さ
ま
が
有
効

に
活
用
で
き
る
、
そ
ん
な
連
携
の
あ
り

方
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

《
こ
ど
も
園
へ
の
通
園
バ
ス
に
つ
い
て
》

※

通
園
バ
ス
に
置
き
去
り
防
止
の
た
め

の
安
全
装
置
を
新
た
に
設
置
。

　
　
通
園
バ
ス
運
行
の
受
託
者
が
所
有

す
る
バ
ス
に
も
安
全
装
置
は
設
置
さ
れ

る
の
か
。
ま
た
、
保
育
士
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
通
園
バ
ス
へ
の
添
乗
業
務
を

委
託
す
る
考
え
は
。

　
　
通
園
に
使
用
し
て
い
る
市
所
有
バ

ス
に
加
え
、
受
託
者
所
有
バ
ス
に
つ
い

QA

Q

QQQ
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A

予
算
特
別
委
員
会

て
も
安
全
装
置
を
設
置
し
ま
す
。ま
た
、

地
域
か
ら
の
要
望
に
よ
り
通
園
バ
ス
に

保
育
士
が
添
乗
し
て
い
る
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
今
後
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

《
も
え
る
ご
み
の
収
集
方
法
の
変
更
に

つ
い
て
》

　
　
家
庭
等
の
ご
み
の
出
し
方
の
変
更

に
よ
る
ご
み
の
処
理
財
源
へ
の
影
響

は
。

　
　
も
え
る
ご
み
専
用
袋
の
販
売
収
入

が
年
間
約
３
７
０
０
万
円
あ
り
ま
し
た

が
、
変
更
後
の
収
入
は
、
無
料
も
え
る

ご
み
処
理
券
を
使
い
切
っ
た
段
階
で
購

入
い
た
だ
く
有
料
処
理
券
の
販
売
収
入

の
み
の
た
め
、
約
３
０
０
０
万
円
か
ら

４
０
０
０
万
円
が
収
入
減
と
な
る
見
込

み
で
す
。
今
回
の
変
更
は
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
に
併
せ
、

ご
み
の
総
排
出
量
の
抑
制
を
目
的
と
し

て
お
り
、
そ
れ
が
次
代
の
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
建
設
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
し
っ
か
り
と

周
知
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

《
森
林
環
境
譲
与
税
の
有
効
活
用
に
つ

い
て
》

　
　
森
林
の
機
能
を
十
分
発
揮
す
る
た

め
に
今
何
を
す
べ
き
か
優
先
順
位
を
付

け
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
有
効
活
用
し

た
計
画
的
か
つ
効
果
的
な
事
業
展
開
が

求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
考
え
は
。

　
　
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
時
限
立
法

的
な
制
度
で
あ
る
の
で
、
山
間
部
の
自

治
体
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
森
林
環
境

譲
与
税
を
活
用
し
、成
果
を
生
み
出
し
、

制
度
が
永
遠
に
続
く
よ
う
に
要
請
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

《
市
全
域
の
魅
力
を
引
き
出
す
観
光
地

づ
く
り
に
つ
い
て
》

　
　
下
呂
温
泉
だ
け
に
頼
ら
ず
、
各
地

域
の
温
泉
や
食
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅

力
的
資
源
を
総
合
的
に
発
信
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
れ
る
が
、
そ
の
考
え
は
。

　
　
下
呂
温
泉
だ
け
で
な
く
、
各
地
域

の
観
光
資
源
を
周
遊
し
て
い
た
だ
け
る

裾
野
の
広
い
観
光
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
下
呂
温
泉
へ
の
観
光
客

に
各
地
域
へ
回
っ
て
も
ら
う
に
は
、
受

け
皿
が
弱
い
部
分
も
あ
り
、
そ
れ
を
ど

う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
か
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
各
地
域
に
と
っ
て
は
、

観
光
客
を
呼
び
込
む
チ
ャ
ン
ス
が
非
常

に
大
き
く
、
各
地
域
の
方
々
と
、
ど
う

し
た
ら
観
光
客
を
つ
な
ぎ
と
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
、
地
域
が
元
気
に
な
る

た
め
の
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

《
観
光
客
の
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
に

つ
い
て
》

　
　
観
光
客
に
快
適
な
環
境
を
提
供
す

る
た
め
、
喫
煙
者
へ
の
配
慮
と
、
受
動

喫
煙
防
止
の
観
点
か
ら
、
喫
煙
所
の
設

置
の
考
え
は
。

　
　
温
泉
街
の
喫
煙
所
に
つ
い
て
は
、

過
去
に
も
検
討
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す

が
、
適
所
が
な
く
設
置
に
至
っ
て
い
な

い
の
が
状
況
で
す
。
こ
の
た
め
、
旧
下

呂
温
泉
病
院
リ
ハ
ビ
リ
棟
跡
地
に
整
備

す
る
駐
車
場
の
設
計
の
中
で
、
設
置
が

で
き
な
い
か
検
討
い
た
し
ま
す
。

《
飛
騨
川
公
園
の
再
整
備
に
つ
い
て
》

※

公
園
内
の
施
設
や
設
備
は
老
朽
化

し
、
更
新
時
期
を
迎
え
て
い
る
た
め
維

持
管
理
上
必
要
な
修
繕
を
行
う
と
共

に
、
市
内
拠
点
公
園
と
し
て
多
世
代
間

の
交
流
が
行
え
る
よ
う
再
整
備
。

　
　
飛
騨
川
公
園
は
、
南
北
に
距
離
が

あ
り
、
南
側
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

近
く
に
ト
イ
レ
が
な
い
こ
と
か
ら
、
利

用
者
か
ら
設
置
を
望
む
要
望
が
あ
る

が
、
ト
イ
レ
整
備
計
画
は
。

　
　
ト
イ
レ
整
備
に
つ
い
て
は
、
要
望

を
受
け
て
お
り
、
令
和
５
年
度
に
設
計

業
務
に
取
り
組
む
計
画
で
す
。
河
川
敷

と
し
て
の
制
約
や
、
既
設
下
水
道
と
の

つ
な
ぎ
込
み
等
、
技
術
的
な
課
題
も
あ

り
ま
す
の
で
、
配
置
場
所
は
、
十
分
な

検
討
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

《
消
防
団
の
団
員
不
足
対
策
に
つ
い
て
》

　
　
地
域
の
安
心
安
全
を
担
う
消
防
団

員
の
現
状
と
確
保
対
策
は
。

　
　
消
防
団
幹
部
か
ら
、
各
自
治
会
を

通
じ
て
入
団
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す

が
、
社
会
事
情
の
変
化
や
、
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
等
に
よ
り
、
入
団
数
が
確

実
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
機

能
別
消
防
団
員 

（
能
力
や
事
情
に
応
じ

て
特
定
の
活
動
に
の
み
参
加
す
る
消
防

団
員
）
を
充
足
さ
せ
て
い
く
な
ど
、
消

防
団
の
組
織
改
編
計
画
に
合
わ
せ
て
、

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

《
地
域
の
文
化
財
公
開
活
用
事
業
に
つ

い
て
》

※

市
内
各
地
域
の
文
化
財
に
再
度
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
、
そ
の
価
値
を
積
極
的
に

公
開
。
ま
た
、
収
蔵
資
料
の
整
理
と
新

た
な
文
化
財
の
掘
り
起
こ
し
を
担
う
調

査
員 （
学
芸
員
有
資
格
者
）
を
配
置
。

　
　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
業
を
計

画
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
新
た
に
配

置
す
る
学
芸
員
資
格
を
持
つ
調
査
員
の

専
門
分
野
は
。

　
　
令
和
４
年
度
に
主
任
学
芸
員
を
迎

え
、
地
域
や
学
校
の
歴
史
的
資
料
の
収

集
、
整
理
、
研
究
に
着
手
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
そ
れ
を
し
っ
か
り
保
存
し
、

ふ
る
さ
と
歴
史
記
念
館
を
活
用
し
て
公

開
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
歴
史
学
習
の
た
め

の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。な
お
、

新
た
に
配
置
す
る
調
査
員
は
、
近
世
歴

史
分
野
に
造
詣
が
深
い
方
に
な
り
ま

す
。

《
学
校
給
食
地
産
地
消
推
進
事
業
に
つ

い
て
》

　
　
地
産
地
消
を
推
進
す
る
た
め
、
学

校
給
食
に
郷
土
料
理
や
地
元
食
材
を
取

り
入
れ
て
い
る
が
、
現
状
で
の
具
体
的

品
目
は
。

　
　
下
呂
市
産
の
お
米
の
ほ
か
、
牛
丼

に
使
用
す
る
飛
騨
牛
肉
、
デ
ザ
ー
ト
に

春
の
郷
土
食
で
あ
る 

「
あ
ね
か
え
し
」

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
慣
行
栽

培
で
な
く
、
有
機
栽
培
で
作
ら
れ
た
ト

マ
ト
を
使
用
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま

す
。
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総額 （対前年度比  1.8％減）380億6,059万6千円

GERO CITY assembly

6下呂市議会だより7 下呂市議会だより

GERO CITY assembly

令和５年度下呂市当初予算（一般会計では合併以降５番目の規模）
◆ 一 般 会 計
　《 福祉や教育、道路整備など幅広い住民サービス 》 （対前年度比  3.4％減）228億9,000万円
◆ 特 別 会 計
　《 国民健康保険、介護保険など特定の事業7会計 》 （対前年度比  0.6％増）83億1,963万円
◆ 企 業 会 計
　《 上下水道、下呂温泉合掌村、金山病院事業会計 》 （対前年度比  0.8％増）68億5,096万6千円

　
３
月
15
日
か
ら
17
日
お
よ
び
20
日
の

４
日
間
、
委
員
会
を
開
催
し
、
令
和
５

年
度
に
お
け
る
一
般
会
計
、
７
特
別
会

計
、
４
公
営
企
業
会
計
の
当
初
予
算
に

つ
い
て
審
査
し
、
全
て
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
会
計
で
は
、
新
子
育
て

支
援
施
設
の
建
設
、
飛
騨
川
公
園
の
再

整
備
、
子
ど
も
の
福
祉
医
療
費
助
成
対

象
の
拡
大
、
地
域
医
療
デ
ジ
タ
ル
連
携

の
推
進
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し

た
森
林
整
備
な
ど
を
含
め
、
合
併
後
過

去
５
番
目
の
規
模
と
な
る
予
算
と
な
り

ま
し
た
。

主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
税
収
の
見
込
み
に
つ
い
て
》

　
　
人
口
減
少
が
予
測
さ
れ
る
中
で
個

人
市
民
税
が
増
額
見
込
み
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
根
拠
は
。

　
　
令
和
４
年
度
の
状
況
を
見
ま
す

と
、
給
与
所
得
者
は
１
０
０
名
以
上
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
所
得
額
は
、
５
億

円
以
上
増
額
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
根

拠
に
予
算
計
上
し
ま
し
た
。
最
低
賃
金

の
引
き
上
げ
や
、
雇
用
の
回
復
基
調
が

要
因
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
推
進
事
業
に
つ
い
て
》

※

デ
ジ
タ
ル
通
知
サ
ー
ビ
ス
の
ア
プ
リ

を
使
用
し
、
市
民
の
利
便
性
向
上
を
図

る
た
め
、
ア
プ
リ
の
普
及
策
と
し
て
、

地
域
通
貨
型
の
電
子
ポ
イ
ン
ト
付
与
事

業
を
実
施
。

　
　
付
与
さ
れ
た
電
子
ポ
イ
ン
ト
の
使

用
方
法
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
商
工
会
等
と
連
携
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
市
内
の
商
工
会
加
盟
店
で
使
え
る

よ
う
な
形
で
普
及
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

《
南
飛
騨
国
際
健
康
保
養
地
啓
発
事
業

に
つ
い
て
》

※
南
飛
騨
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
周
辺
エ

リ
ア
の
活
性
化
に
向
け
て
、
地
域
住
民

と
協
働
し
て 
「
食
と
農
の
健
康
プ
ラ

ン
」
を
策
定
。

　
　「
食
と
農
の
健
康
プ
ラ
ン
」
の
策

定
を
委
託
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
想
定
す
る
委
託
先
は
。
ま
た
、
食

と
農
に
限
定
し
た
プ
ラ
ン
と
な
る
の

か
。

　
　
委
託
先
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル 
（
事

業
提
案
方
式
）
等
で
決
定
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
集
客
に
つ
な
が
る

地
元
で
採
れ
た
食
材
を
使
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
開
発
も
進
め
る
こ
と
か
ら
料
理

研
究
家
等
か
ら
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
食
と
農
を
核
に
し
た
プ
ラ
ン
と

し
ま
す
が
、
豊
富
な
森
林
を
活
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
産
業
も
加
え
、
魅
力
を
外
向

き
に
発
信
し
て
い
け
る
プ
ラ
ン
と
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て
》

※

市
内
図
書
館
に
お
け
る
図
書
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、
新
た
に
専
任

館
長
を
配
置
。

　
　
専
任
館
長
の
配
置
先
と
業
務
内
容

は
。

　
　
館
長
は
、
下
呂
市
民
会
館
内
の
地

域
振
興
課
へ
の
配
置
で
す
が
、
業
務
に

応
じ
て
市
内
各
図
書
館
を
巡
回
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。主
な
業
務
と
し
て
は
、

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め

の
運
営
方
針
と
施
設
整
備
計
画
の
立

案
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
、
職
員

の
人
事
労
務
管
理
、
要
望
、
苦
情
等
へ

の
対
応
な
ど
を
担
い
ま
す
。

《
県
立
下
呂
温
泉
病
院
と
市
立
金
山
病

院
の
連
携
に
つ
い
て
》

　
　
金
山
病
院
の
経
営
改
革
が
求
め
ら

れ
て
い
る
中
で
の
下
呂
温
泉
病
院
と
の

連
携
の
あ
り
方
は
。

　
　
岐
阜
県
と
下
呂
市
、
そ
し
て
下
呂

温
泉
病
院
と
金
山
病
院
の
４
者
協
議
の

場
が
今
よ
う
や
く
立
ち
上
が
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
、
下
呂
温
泉
病
院
と
金

山
病
院
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
そ

の
役
割
の
中
で
市
民
の
皆
さ
ま
が
有
効

に
活
用
で
き
る
、
そ
ん
な
連
携
の
あ
り

方
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

《
こ
ど
も
園
へ
の
通
園
バ
ス
に
つ
い
て
》

※

通
園
バ
ス
に
置
き
去
り
防
止
の
た
め

の
安
全
装
置
を
新
た
に
設
置
。

　
　
通
園
バ
ス
運
行
の
受
託
者
が
所
有

す
る
バ
ス
に
も
安
全
装
置
は
設
置
さ
れ

る
の
か
。
ま
た
、
保
育
士
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
通
園
バ
ス
へ
の
添
乗
業
務
を

委
託
す
る
考
え
は
。

　
　
通
園
に
使
用
し
て
い
る
市
所
有
バ

ス
に
加
え
、
受
託
者
所
有
バ
ス
に
つ
い

QA

Q

QQQ

Q A

AAA

A

予
算
特
別
委
員
会

て
も
安
全
装
置
を
設
置
し
ま
す
。ま
た
、

地
域
か
ら
の
要
望
に
よ
り
通
園
バ
ス
に

保
育
士
が
添
乗
し
て
い
る
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
今
後
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

《
も
え
る
ご
み
の
収
集
方
法
の
変
更
に

つ
い
て
》

　
　
家
庭
等
の
ご
み
の
出
し
方
の
変
更

に
よ
る
ご
み
の
処
理
財
源
へ
の
影
響

は
。

　
　
も
え
る
ご
み
専
用
袋
の
販
売
収
入

が
年
間
約
３
７
０
０
万
円
あ
り
ま
し
た

が
、
変
更
後
の
収
入
は
、
無
料
も
え
る

ご
み
処
理
券
を
使
い
切
っ
た
段
階
で
購

入
い
た
だ
く
有
料
処
理
券
の
販
売
収
入

の
み
の
た
め
、
約
３
０
０
０
万
円
か
ら

４
０
０
０
万
円
が
収
入
減
と
な
る
見
込

み
で
す
。
今
回
の
変
更
は
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
に
併
せ
、

ご
み
の
総
排
出
量
の
抑
制
を
目
的
と
し

て
お
り
、
そ
れ
が
次
代
の
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
建
設
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
し
っ
か
り
と

周
知
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

《
森
林
環
境
譲
与
税
の
有
効
活
用
に
つ

い
て
》

　
　
森
林
の
機
能
を
十
分
発
揮
す
る
た

め
に
今
何
を
す
べ
き
か
優
先
順
位
を
付

け
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
有
効
活
用
し

た
計
画
的
か
つ
効
果
的
な
事
業
展
開
が

求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
考
え
は
。

　
　
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
時
限
立
法

的
な
制
度
で
あ
る
の
で
、
山
間
部
の
自

治
体
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
森
林
環
境

譲
与
税
を
活
用
し
、成
果
を
生
み
出
し
、

制
度
が
永
遠
に
続
く
よ
う
に
要
請
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

《
市
全
域
の
魅
力
を
引
き
出
す
観
光
地

づ
く
り
に
つ
い
て
》

　
　
下
呂
温
泉
だ
け
に
頼
ら
ず
、
各
地

域
の
温
泉
や
食
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅

力
的
資
源
を
総
合
的
に
発
信
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
れ
る
が
、
そ
の
考
え
は
。

　
　
下
呂
温
泉
だ
け
で
な
く
、
各
地
域

の
観
光
資
源
を
周
遊
し
て
い
た
だ
け
る

裾
野
の
広
い
観
光
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
下
呂
温
泉
へ
の
観
光
客

に
各
地
域
へ
回
っ
て
も
ら
う
に
は
、
受

け
皿
が
弱
い
部
分
も
あ
り
、
そ
れ
を
ど

う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
か
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
各
地
域
に
と
っ
て
は
、

観
光
客
を
呼
び
込
む
チ
ャ
ン
ス
が
非
常

に
大
き
く
、
各
地
域
の
方
々
と
、
ど
う

し
た
ら
観
光
客
を
つ
な
ぎ
と
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
、
地
域
が
元
気
に
な
る

た
め
の
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

《
観
光
客
の
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
に

つ
い
て
》

　
　
観
光
客
に
快
適
な
環
境
を
提
供
す

る
た
め
、
喫
煙
者
へ
の
配
慮
と
、
受
動

喫
煙
防
止
の
観
点
か
ら
、
喫
煙
所
の
設

置
の
考
え
は
。

　
　
温
泉
街
の
喫
煙
所
に
つ
い
て
は
、

過
去
に
も
検
討
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す

が
、
適
所
が
な
く
設
置
に
至
っ
て
い
な

い
の
が
状
況
で
す
。
こ
の
た
め
、
旧
下

呂
温
泉
病
院
リ
ハ
ビ
リ
棟
跡
地
に
整
備

す
る
駐
車
場
の
設
計
の
中
で
、
設
置
が

で
き
な
い
か
検
討
い
た
し
ま
す
。

《
飛
騨
川
公
園
の
再
整
備
に
つ
い
て
》

※

公
園
内
の
施
設
や
設
備
は
老
朽
化

し
、
更
新
時
期
を
迎
え
て
い
る
た
め
維

持
管
理
上
必
要
な
修
繕
を
行
う
と
共

に
、
市
内
拠
点
公
園
と
し
て
多
世
代
間

の
交
流
が
行
え
る
よ
う
再
整
備
。

　
　
飛
騨
川
公
園
は
、
南
北
に
距
離
が

あ
り
、
南
側
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

近
く
に
ト
イ
レ
が
な
い
こ
と
か
ら
、
利

用
者
か
ら
設
置
を
望
む
要
望
が
あ
る

が
、
ト
イ
レ
整
備
計
画
は
。

　
　
ト
イ
レ
整
備
に
つ
い
て
は
、
要
望

を
受
け
て
お
り
、
令
和
５
年
度
に
設
計

業
務
に
取
り
組
む
計
画
で
す
。
河
川
敷

と
し
て
の
制
約
や
、
既
設
下
水
道
と
の

つ
な
ぎ
込
み
等
、
技
術
的
な
課
題
も
あ

り
ま
す
の
で
、
配
置
場
所
は
、
十
分
な

検
討
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

《
消
防
団
の
団
員
不
足
対
策
に
つ
い
て
》

　
　
地
域
の
安
心
安
全
を
担
う
消
防
団

員
の
現
状
と
確
保
対
策
は
。

　
　
消
防
団
幹
部
か
ら
、
各
自
治
会
を

通
じ
て
入
団
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す

が
、
社
会
事
情
の
変
化
や
、
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
等
に
よ
り
、
入
団
数
が
確

実
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
機

能
別
消
防
団
員 

（
能
力
や
事
情
に
応
じ

て
特
定
の
活
動
に
の
み
参
加
す
る
消
防

団
員
）
を
充
足
さ
せ
て
い
く
な
ど
、
消

防
団
の
組
織
改
編
計
画
に
合
わ
せ
て
、

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

《
地
域
の
文
化
財
公
開
活
用
事
業
に
つ

い
て
》

※

市
内
各
地
域
の
文
化
財
に
再
度
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
、
そ
の
価
値
を
積
極
的
に

公
開
。
ま
た
、
収
蔵
資
料
の
整
理
と
新

た
な
文
化
財
の
掘
り
起
こ
し
を
担
う
調

査
員 （
学
芸
員
有
資
格
者
）
を
配
置
。

　
　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
業
を
計

画
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
新
た
に
配

置
す
る
学
芸
員
資
格
を
持
つ
調
査
員
の

専
門
分
野
は
。

　
　
令
和
４
年
度
に
主
任
学
芸
員
を
迎

え
、
地
域
や
学
校
の
歴
史
的
資
料
の
収

集
、
整
理
、
研
究
に
着
手
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
そ
れ
を
し
っ
か
り
保
存
し
、

ふ
る
さ
と
歴
史
記
念
館
を
活
用
し
て
公

開
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
歴
史
学
習
の
た
め

の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。な
お
、

新
た
に
配
置
す
る
調
査
員
は
、
近
世
歴

史
分
野
に
造
詣
が
深
い
方
に
な
り
ま

す
。

《
学
校
給
食
地
産
地
消
推
進
事
業
に
つ

い
て
》

　
　
地
産
地
消
を
推
進
す
る
た
め
、
学

校
給
食
に
郷
土
料
理
や
地
元
食
材
を
取

り
入
れ
て
い
る
が
、
現
状
で
の
具
体
的

品
目
は
。

　
　
下
呂
市
産
の
お
米
の
ほ
か
、
牛
丼

に
使
用
す
る
飛
騨
牛
肉
、
デ
ザ
ー
ト
に

春
の
郷
土
食
で
あ
る 

「
あ
ね
か
え
し
」

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
慣
行
栽

培
で
な
く
、
有
機
栽
培
で
作
ら
れ
た
ト

マ
ト
を
使
用
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま

す
。
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総額 （対前年度比  1.8％減）380億6,059万6千円
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GERO CITY assembly

令和５年度下呂市当初予算（一般会計では合併以降５番目の規模）
◆ 一 般 会 計
　《 福祉や教育、道路整備など幅広い住民サービス 》 （対前年度比  3.4％減）228億9,000万円
◆ 特 別 会 計
　《 国民健康保険、介護保険など特定の事業7会計 》 （対前年度比  0.6％増）83億1,963万円
◆ 企 業 会 計
　《 上下水道、下呂温泉合掌村、金山病院事業会計 》 （対前年度比  0.8％増）68億5,096万6千円

　
３
月
15
日
か
ら
17
日
お
よ
び
20
日
の

４
日
間
、
委
員
会
を
開
催
し
、
令
和
５

年
度
に
お
け
る
一
般
会
計
、
７
特
別
会

計
、
４
公
営
企
業
会
計
の
当
初
予
算
に

つ
い
て
審
査
し
、
全
て
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
会
計
で
は
、
新
子
育
て

支
援
施
設
の
建
設
、
飛
騨
川
公
園
の
再

整
備
、
子
ど
も
の
福
祉
医
療
費
助
成
対

象
の
拡
大
、
地
域
医
療
デ
ジ
タ
ル
連
携

の
推
進
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し

た
森
林
整
備
な
ど
を
含
め
、
合
併
後
過

去
５
番
目
の
規
模
と
な
る
予
算
と
な
り

ま
し
た
。

主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
税
収
の
見
込
み
に
つ
い
て
》

　
　
人
口
減
少
が
予
測
さ
れ
る
中
で
個

人
市
民
税
が
増
額
見
込
み
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
根
拠
は
。

　
　
令
和
４
年
度
の
状
況
を
見
ま
す

と
、
給
与
所
得
者
は
１
０
０
名
以
上
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
所
得
額
は
、
５
億

円
以
上
増
額
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
根

拠
に
予
算
計
上
し
ま
し
た
。
最
低
賃
金

の
引
き
上
げ
や
、
雇
用
の
回
復
基
調
が

要
因
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
推
進
事
業
に
つ
い
て
》

※

デ
ジ
タ
ル
通
知
サ
ー
ビ
ス
の
ア
プ
リ

を
使
用
し
、
市
民
の
利
便
性
向
上
を
図

る
た
め
、
ア
プ
リ
の
普
及
策
と
し
て
、

地
域
通
貨
型
の
電
子
ポ
イ
ン
ト
付
与
事

業
を
実
施
。

　
　
付
与
さ
れ
た
電
子
ポ
イ
ン
ト
の
使

用
方
法
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
商
工
会
等
と
連
携
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
市
内
の
商
工
会
加
盟
店
で
使
え
る

よ
う
な
形
で
普
及
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

《
南
飛
騨
国
際
健
康
保
養
地
啓
発
事
業

に
つ
い
て
》

※

南
飛
騨
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
周
辺
エ

リ
ア
の
活
性
化
に
向
け
て
、
地
域
住
民

と
協
働
し
て 

「
食
と
農
の
健
康
プ
ラ

ン
」
を
策
定
。

　
　「
食
と
農
の
健
康
プ
ラ
ン
」
の
策

定
を
委
託
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
想
定
す
る
委
託
先
は
。
ま
た
、
食

と
農
に
限
定
し
た
プ
ラ
ン
と
な
る
の

か
。

　
　
委
託
先
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル 

（
事

業
提
案
方
式
）
等
で
決
定
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
集
客
に
つ
な
が
る

地
元
で
採
れ
た
食
材
を
使
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
開
発
も
進
め
る
こ
と
か
ら
料
理

研
究
家
等
か
ら
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
食
と
農
を
核
に
し
た
プ
ラ
ン
と

し
ま
す
が
、
豊
富
な
森
林
を
活
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
産
業
も
加
え
、
魅
力
を
外
向

き
に
発
信
し
て
い
け
る
プ
ラ
ン
と
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て
》

※

市
内
図
書
館
に
お
け
る
図
書
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、
新
た
に
専
任

館
長
を
配
置
。

　
　
専
任
館
長
の
配
置
先
と
業
務
内
容

は
。

　
　
館
長
は
、
下
呂
市
民
会
館
内
の
地

域
振
興
課
へ
の
配
置
で
す
が
、
業
務
に

応
じ
て
市
内
各
図
書
館
を
巡
回
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。主
な
業
務
と
し
て
は
、

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め

の
運
営
方
針
と
施
設
整
備
計
画
の
立

案
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
、
職
員

の
人
事
労
務
管
理
、
要
望
、
苦
情
等
へ

の
対
応
な
ど
を
担
い
ま
す
。

《
県
立
下
呂
温
泉
病
院
と
市
立
金
山
病

院
の
連
携
に
つ
い
て
》

　
　
金
山
病
院
の
経
営
改
革
が
求
め
ら

れ
て
い
る
中
で
の
下
呂
温
泉
病
院
と
の

連
携
の
あ
り
方
は
。

　
　
岐
阜
県
と
下
呂
市
、
そ
し
て
下
呂

温
泉
病
院
と
金
山
病
院
の
４
者
協
議
の

場
が
今
よ
う
や
く
立
ち
上
が
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
、
下
呂
温
泉
病
院
と
金

山
病
院
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
そ

の
役
割
の
中
で
市
民
の
皆
さ
ま
が
有
効

に
活
用
で
き
る
、
そ
ん
な
連
携
の
あ
り

方
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

《
こ
ど
も
園
へ
の
通
園
バ
ス
に
つ
い
て
》

※

通
園
バ
ス
に
置
き
去
り
防
止
の
た
め

の
安
全
装
置
を
新
た
に
設
置
。

　
　
通
園
バ
ス
運
行
の
受
託
者
が
所
有

す
る
バ
ス
に
も
安
全
装
置
は
設
置
さ
れ

る
の
か
。
ま
た
、
保
育
士
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
通
園
バ
ス
へ
の
添
乗
業
務
を

委
託
す
る
考
え
は
。

　
　
通
園
に
使
用
し
て
い
る
市
所
有
バ

ス
に
加
え
、
受
託
者
所
有
バ
ス
に
つ
い

QA

Q

QQQ
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AAA

A

予
算
特
別
委
員
会

て
も
安
全
装
置
を
設
置
し
ま
す
。ま
た
、

地
域
か
ら
の
要
望
に
よ
り
通
園
バ
ス
に

保
育
士
が
添
乗
し
て
い
る
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
今
後
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

《
も
え
る
ご
み
の
収
集
方
法
の
変
更
に

つ
い
て
》

　
　
家
庭
等
の
ご
み
の
出
し
方
の
変
更

に
よ
る
ご
み
の
処
理
財
源
へ
の
影
響

は
。

　
　
も
え
る
ご
み
専
用
袋
の
販
売
収
入

が
年
間
約
３
７
０
０
万
円
あ
り
ま
し
た

が
、
変
更
後
の
収
入
は
、
無
料
も
え
る

ご
み
処
理
券
を
使
い
切
っ
た
段
階
で
購

入
い
た
だ
く
有
料
処
理
券
の
販
売
収
入

の
み
の
た
め
、
約
３
０
０
０
万
円
か
ら

４
０
０
０
万
円
が
収
入
減
と
な
る
見
込

み
で
す
。
今
回
の
変
更
は
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
に
併
せ
、

ご
み
の
総
排
出
量
の
抑
制
を
目
的
と
し

て
お
り
、
そ
れ
が
次
代
の
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
建
設
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
し
っ
か
り
と

周
知
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

《
森
林
環
境
譲
与
税
の
有
効
活
用
に
つ

い
て
》

　
　
森
林
の
機
能
を
十
分
発
揮
す
る
た

め
に
今
何
を
す
べ
き
か
優
先
順
位
を
付

け
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
有
効
活
用
し

た
計
画
的
か
つ
効
果
的
な
事
業
展
開
が

求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
考
え
は
。

　
　
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
時
限
立
法

的
な
制
度
で
あ
る
の
で
、
山
間
部
の
自

治
体
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
森
林
環
境

譲
与
税
を
活
用
し
、成
果
を
生
み
出
し
、

制
度
が
永
遠
に
続
く
よ
う
に
要
請
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

《
市
全
域
の
魅
力
を
引
き
出
す
観
光
地

づ
く
り
に
つ
い
て
》

　
　
下
呂
温
泉
だ
け
に
頼
ら
ず
、
各
地

域
の
温
泉
や
食
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅

力
的
資
源
を
総
合
的
に
発
信
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
れ
る
が
、
そ
の
考
え
は
。

　
　
下
呂
温
泉
だ
け
で
な
く
、
各
地
域

の
観
光
資
源
を
周
遊
し
て
い
た
だ
け
る

裾
野
の
広
い
観
光
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
下
呂
温
泉
へ
の
観
光
客

に
各
地
域
へ
回
っ
て
も
ら
う
に
は
、
受

け
皿
が
弱
い
部
分
も
あ
り
、
そ
れ
を
ど

う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
か
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
各
地
域
に
と
っ
て
は
、

観
光
客
を
呼
び
込
む
チ
ャ
ン
ス
が
非
常

に
大
き
く
、
各
地
域
の
方
々
と
、
ど
う

し
た
ら
観
光
客
を
つ
な
ぎ
と
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
、
地
域
が
元
気
に
な
る

た
め
の
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

《
観
光
客
の
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
に

つ
い
て
》

　
　
観
光
客
に
快
適
な
環
境
を
提
供
す

る
た
め
、
喫
煙
者
へ
の
配
慮
と
、
受
動

喫
煙
防
止
の
観
点
か
ら
、
喫
煙
所
の
設

置
の
考
え
は
。

　
　
温
泉
街
の
喫
煙
所
に
つ
い
て
は
、

過
去
に
も
検
討
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す

が
、
適
所
が
な
く
設
置
に
至
っ
て
い
な

い
の
が
状
況
で
す
。
こ
の
た
め
、
旧
下

呂
温
泉
病
院
リ
ハ
ビ
リ
棟
跡
地
に
整
備

す
る
駐
車
場
の
設
計
の
中
で
、
設
置
が

で
き
な
い
か
検
討
い
た
し
ま
す
。

《
飛
騨
川
公
園
の
再
整
備
に
つ
い
て
》

※

公
園
内
の
施
設
や
設
備
は
老
朽
化

し
、
更
新
時
期
を
迎
え
て
い
る
た
め
維

持
管
理
上
必
要
な
修
繕
を
行
う
と
共

に
、
市
内
拠
点
公
園
と
し
て
多
世
代
間

の
交
流
が
行
え
る
よ
う
再
整
備
。

　
　
飛
騨
川
公
園
は
、
南
北
に
距
離
が

あ
り
、
南
側
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

近
く
に
ト
イ
レ
が
な
い
こ
と
か
ら
、
利

用
者
か
ら
設
置
を
望
む
要
望
が
あ
る

が
、
ト
イ
レ
整
備
計
画
は
。

　
　
ト
イ
レ
整
備
に
つ
い
て
は
、
要
望

を
受
け
て
お
り
、
令
和
５
年
度
に
設
計

業
務
に
取
り
組
む
計
画
で
す
。
河
川
敷

と
し
て
の
制
約
や
、
既
設
下
水
道
と
の

つ
な
ぎ
込
み
等
、
技
術
的
な
課
題
も
あ

り
ま
す
の
で
、
配
置
場
所
は
、
十
分
な

検
討
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

《
消
防
団
の
団
員
不
足
対
策
に
つ
い
て
》

　
　
地
域
の
安
心
安
全
を
担
う
消
防
団

員
の
現
状
と
確
保
対
策
は
。

　
　
消
防
団
幹
部
か
ら
、
各
自
治
会
を

通
じ
て
入
団
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す

が
、
社
会
事
情
の
変
化
や
、
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
等
に
よ
り
、
入
団
数
が
確

実
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
機

能
別
消
防
団
員 

（
能
力
や
事
情
に
応
じ

て
特
定
の
活
動
に
の
み
参
加
す
る
消
防

団
員
）
を
充
足
さ
せ
て
い
く
な
ど
、
消

防
団
の
組
織
改
編
計
画
に
合
わ
せ
て
、

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

《
地
域
の
文
化
財
公
開
活
用
事
業
に
つ

い
て
》

※

市
内
各
地
域
の
文
化
財
に
再
度
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
、
そ
の
価
値
を
積
極
的
に

公
開
。
ま
た
、
収
蔵
資
料
の
整
理
と
新

た
な
文
化
財
の
掘
り
起
こ
し
を
担
う
調

査
員 （
学
芸
員
有
資
格
者
）
を
配
置
。

　
　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
業
を
計

画
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
新
た
に
配

置
す
る
学
芸
員
資
格
を
持
つ
調
査
員
の

専
門
分
野
は
。

　
　
令
和
４
年
度
に
主
任
学
芸
員
を
迎

え
、
地
域
や
学
校
の
歴
史
的
資
料
の
収

集
、
整
理
、
研
究
に
着
手
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
そ
れ
を
し
っ
か
り
保
存
し
、

ふ
る
さ
と
歴
史
記
念
館
を
活
用
し
て
公

開
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
歴
史
学
習
の
た
め

の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。な
お
、

新
た
に
配
置
す
る
調
査
員
は
、
近
世
歴

史
分
野
に
造
詣
が
深
い
方
に
な
り
ま

す
。

《
学
校
給
食
地
産
地
消
推
進
事
業
に
つ

い
て
》

　
　
地
産
地
消
を
推
進
す
る
た
め
、
学

校
給
食
に
郷
土
料
理
や
地
元
食
材
を
取

り
入
れ
て
い
る
が
、
現
状
で
の
具
体
的

品
目
は
。

　
　
下
呂
市
産
の
お
米
の
ほ
か
、
牛
丼

に
使
用
す
る
飛
騨
牛
肉
、
デ
ザ
ー
ト
に

春
の
郷
土
食
で
あ
る 

「
あ
ね
か
え
し
」

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
慣
行
栽

培
で
な
く
、
有
機
栽
培
で
作
ら
れ
た
ト

マ
ト
を
使
用
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま

す
。
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総額 （対前年度比  1.8％減）380億6,059万6千円

GERO CITY assembly

6下呂市議会だより7 下呂市議会だより

GERO CITY assembly

令和５年度下呂市当初予算（一般会計では合併以降５番目の規模）
◆ 一 般 会 計
　《 福祉や教育、道路整備など幅広い住民サービス 》 （対前年度比  3.4％減）228億9,000万円
◆ 特 別 会 計
　《 国民健康保険、介護保険など特定の事業7会計 》 （対前年度比  0.6％増）83億1,963万円
◆ 企 業 会 計
　《 上下水道、下呂温泉合掌村、金山病院事業会計 》 （対前年度比  0.8％増）68億5,096万6千円

　
３
月
15
日
か
ら
17
日
お
よ
び
20
日
の

４
日
間
、
委
員
会
を
開
催
し
、
令
和
５

年
度
に
お
け
る
一
般
会
計
、
７
特
別
会

計
、
４
公
営
企
業
会
計
の
当
初
予
算
に

つ
い
て
審
査
し
、
全
て
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
会
計
で
は
、
新
子
育
て

支
援
施
設
の
建
設
、
飛
騨
川
公
園
の
再

整
備
、
子
ど
も
の
福
祉
医
療
費
助
成
対

象
の
拡
大
、
地
域
医
療
デ
ジ
タ
ル
連
携

の
推
進
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し

た
森
林
整
備
な
ど
を
含
め
、
合
併
後
過

去
５
番
目
の
規
模
と
な
る
予
算
と
な
り

ま
し
た
。

主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
税
収
の
見
込
み
に
つ
い
て
》

　
　
人
口
減
少
が
予
測
さ
れ
る
中
で
個

人
市
民
税
が
増
額
見
込
み
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
根
拠
は
。

　
　
令
和
４
年
度
の
状
況
を
見
ま
す

と
、
給
与
所
得
者
は
１
０
０
名
以
上
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
所
得
額
は
、
５
億

円
以
上
増
額
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
根

拠
に
予
算
計
上
し
ま
し
た
。
最
低
賃
金

の
引
き
上
げ
や
、
雇
用
の
回
復
基
調
が

要
因
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
推
進
事
業
に
つ
い
て
》

※

デ
ジ
タ
ル
通
知
サ
ー
ビ
ス
の
ア
プ
リ

を
使
用
し
、
市
民
の
利
便
性
向
上
を
図

る
た
め
、
ア
プ
リ
の
普
及
策
と
し
て
、

地
域
通
貨
型
の
電
子
ポ
イ
ン
ト
付
与
事

業
を
実
施
。

　
　
付
与
さ
れ
た
電
子
ポ
イ
ン
ト
の
使

用
方
法
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
商
工
会
等
と
連
携
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
市
内
の
商
工
会
加
盟
店
で
使
え
る

よ
う
な
形
で
普
及
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

《
南
飛
騨
国
際
健
康
保
養
地
啓
発
事
業

に
つ
い
て
》

※

南
飛
騨
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
周
辺
エ

リ
ア
の
活
性
化
に
向
け
て
、
地
域
住
民

と
協
働
し
て 

「
食
と
農
の
健
康
プ
ラ

ン
」
を
策
定
。

　
　「
食
と
農
の
健
康
プ
ラ
ン
」
の
策

定
を
委
託
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
想
定
す
る
委
託
先
は
。
ま
た
、
食

と
農
に
限
定
し
た
プ
ラ
ン
と
な
る
の

か
。

　
　
委
託
先
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル 

（
事

業
提
案
方
式
）
等
で
決
定
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
集
客
に
つ
な
が
る

地
元
で
採
れ
た
食
材
を
使
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
開
発
も
進
め
る
こ
と
か
ら
料
理

研
究
家
等
か
ら
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
食
と
農
を
核
に
し
た
プ
ラ
ン
と

し
ま
す
が
、
豊
富
な
森
林
を
活
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
産
業
も
加
え
、
魅
力
を
外
向

き
に
発
信
し
て
い
け
る
プ
ラ
ン
と
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て
》

※

市
内
図
書
館
に
お
け
る
図
書
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、
新
た
に
専
任

館
長
を
配
置
。

　
　
専
任
館
長
の
配
置
先
と
業
務
内
容

は
。

　
　
館
長
は
、
下
呂
市
民
会
館
内
の
地

域
振
興
課
へ
の
配
置
で
す
が
、
業
務
に

応
じ
て
市
内
各
図
書
館
を
巡
回
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。主
な
業
務
と
し
て
は
、

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め

の
運
営
方
針
と
施
設
整
備
計
画
の
立

案
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
、
職
員

の
人
事
労
務
管
理
、
要
望
、
苦
情
等
へ

の
対
応
な
ど
を
担
い
ま
す
。

《
県
立
下
呂
温
泉
病
院
と
市
立
金
山
病

院
の
連
携
に
つ
い
て
》

　
　
金
山
病
院
の
経
営
改
革
が
求
め
ら

れ
て
い
る
中
で
の
下
呂
温
泉
病
院
と
の

連
携
の
あ
り
方
は
。

　
　
岐
阜
県
と
下
呂
市
、
そ
し
て
下
呂

温
泉
病
院
と
金
山
病
院
の
４
者
協
議
の

場
が
今
よ
う
や
く
立
ち
上
が
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
、
下
呂
温
泉
病
院
と
金

山
病
院
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
そ

の
役
割
の
中
で
市
民
の
皆
さ
ま
が
有
効

に
活
用
で
き
る
、
そ
ん
な
連
携
の
あ
り

方
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

《
こ
ど
も
園
へ
の
通
園
バ
ス
に
つ
い
て
》

※

通
園
バ
ス
に
置
き
去
り
防
止
の
た
め

の
安
全
装
置
を
新
た
に
設
置
。

　
　
通
園
バ
ス
運
行
の
受
託
者
が
所
有

す
る
バ
ス
に
も
安
全
装
置
は
設
置
さ
れ

る
の
か
。
ま
た
、
保
育
士
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
通
園
バ
ス
へ
の
添
乗
業
務
を

委
託
す
る
考
え
は
。

　
　
通
園
に
使
用
し
て
い
る
市
所
有
バ

ス
に
加
え
、
受
託
者
所
有
バ
ス
に
つ
い

QA

Q

QQQ

Q A

AAA

A

予
算
特
別
委
員
会

て
も
安
全
装
置
を
設
置
し
ま
す
。ま
た
、

地
域
か
ら
の
要
望
に
よ
り
通
園
バ
ス
に

保
育
士
が
添
乗
し
て
い
る
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
今
後
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

《
も
え
る
ご
み
の
収
集
方
法
の
変
更
に

つ
い
て
》

　
　
家
庭
等
の
ご
み
の
出
し
方
の
変
更

に
よ
る
ご
み
の
処
理
財
源
へ
の
影
響

は
。

　
　
も
え
る
ご
み
専
用
袋
の
販
売
収
入

が
年
間
約
３
７
０
０
万
円
あ
り
ま
し
た

が
、
変
更
後
の
収
入
は
、
無
料
も
え
る

ご
み
処
理
券
を
使
い
切
っ
た
段
階
で
購

入
い
た
だ
く
有
料
処
理
券
の
販
売
収
入

の
み
の
た
め
、
約
３
０
０
０
万
円
か
ら

４
０
０
０
万
円
が
収
入
減
と
な
る
見
込

み
で
す
。
今
回
の
変
更
は
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
に
併
せ
、

ご
み
の
総
排
出
量
の
抑
制
を
目
的
と
し

て
お
り
、
そ
れ
が
次
代
の
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
建
設
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
し
っ
か
り
と

周
知
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

《
森
林
環
境
譲
与
税
の
有
効
活
用
に
つ

い
て
》

　
　
森
林
の
機
能
を
十
分
発
揮
す
る
た

め
に
今
何
を
す
べ
き
か
優
先
順
位
を
付

け
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
有
効
活
用
し

た
計
画
的
か
つ
効
果
的
な
事
業
展
開
が

求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
考
え
は
。

　
　
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
時
限
立
法

的
な
制
度
で
あ
る
の
で
、
山
間
部
の
自

治
体
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
森
林
環
境

譲
与
税
を
活
用
し
、成
果
を
生
み
出
し
、

制
度
が
永
遠
に
続
く
よ
う
に
要
請
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

《
市
全
域
の
魅
力
を
引
き
出
す
観
光
地

づ
く
り
に
つ
い
て
》

　
　
下
呂
温
泉
だ
け
に
頼
ら
ず
、
各
地

域
の
温
泉
や
食
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅

力
的
資
源
を
総
合
的
に
発
信
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
れ
る
が
、
そ
の
考
え
は
。

　
　
下
呂
温
泉
だ
け
で
な
く
、
各
地
域

の
観
光
資
源
を
周
遊
し
て
い
た
だ
け
る

裾
野
の
広
い
観
光
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
下
呂
温
泉
へ
の
観
光
客

に
各
地
域
へ
回
っ
て
も
ら
う
に
は
、
受

け
皿
が
弱
い
部
分
も
あ
り
、
そ
れ
を
ど

う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
か
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
各
地
域
に
と
っ
て
は
、

観
光
客
を
呼
び
込
む
チ
ャ
ン
ス
が
非
常

に
大
き
く
、
各
地
域
の
方
々
と
、
ど
う

し
た
ら
観
光
客
を
つ
な
ぎ
と
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
、
地
域
が
元
気
に
な
る

た
め
の
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

《
観
光
客
の
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
に

つ
い
て
》

　
　
観
光
客
に
快
適
な
環
境
を
提
供
す

る
た
め
、
喫
煙
者
へ
の
配
慮
と
、
受
動

喫
煙
防
止
の
観
点
か
ら
、
喫
煙
所
の
設

置
の
考
え
は
。

　
　
温
泉
街
の
喫
煙
所
に
つ
い
て
は
、

過
去
に
も
検
討
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す

が
、
適
所
が
な
く
設
置
に
至
っ
て
い
な

い
の
が
状
況
で
す
。
こ
の
た
め
、
旧
下

呂
温
泉
病
院
リ
ハ
ビ
リ
棟
跡
地
に
整
備

す
る
駐
車
場
の
設
計
の
中
で
、
設
置
が

で
き
な
い
か
検
討
い
た
し
ま
す
。

《
飛
騨
川
公
園
の
再
整
備
に
つ
い
て
》

※

公
園
内
の
施
設
や
設
備
は
老
朽
化

し
、
更
新
時
期
を
迎
え
て
い
る
た
め
維

持
管
理
上
必
要
な
修
繕
を
行
う
と
共

に
、
市
内
拠
点
公
園
と
し
て
多
世
代
間

の
交
流
が
行
え
る
よ
う
再
整
備
。

　
　
飛
騨
川
公
園
は
、
南
北
に
距
離
が

あ
り
、
南
側
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

近
く
に
ト
イ
レ
が
な
い
こ
と
か
ら
、
利

用
者
か
ら
設
置
を
望
む
要
望
が
あ
る

が
、
ト
イ
レ
整
備
計
画
は
。

　
　
ト
イ
レ
整
備
に
つ
い
て
は
、
要
望

を
受
け
て
お
り
、
令
和
５
年
度
に
設
計

業
務
に
取
り
組
む
計
画
で
す
。
河
川
敷

と
し
て
の
制
約
や
、
既
設
下
水
道
と
の

つ
な
ぎ
込
み
等
、
技
術
的
な
課
題
も
あ

り
ま
す
の
で
、
配
置
場
所
は
、
十
分
な

検
討
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

《
消
防
団
の
団
員
不
足
対
策
に
つ
い
て
》

　
　
地
域
の
安
心
安
全
を
担
う
消
防
団

員
の
現
状
と
確
保
対
策
は
。

　
　
消
防
団
幹
部
か
ら
、
各
自
治
会
を

通
じ
て
入
団
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す

が
、
社
会
事
情
の
変
化
や
、
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
等
に
よ
り
、
入
団
数
が
確

実
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
機

能
別
消
防
団
員 

（
能
力
や
事
情
に
応
じ

て
特
定
の
活
動
に
の
み
参
加
す
る
消
防

団
員
）
を
充
足
さ
せ
て
い
く
な
ど
、
消

防
団
の
組
織
改
編
計
画
に
合
わ
せ
て
、

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

《
地
域
の
文
化
財
公
開
活
用
事
業
に
つ

い
て
》

※

市
内
各
地
域
の
文
化
財
に
再
度
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
、
そ
の
価
値
を
積
極
的
に

公
開
。
ま
た
、
収
蔵
資
料
の
整
理
と
新

た
な
文
化
財
の
掘
り
起
こ
し
を
担
う
調

査
員 （
学
芸
員
有
資
格
者
）
を
配
置
。

　
　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
業
を
計

画
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
新
た
に
配

置
す
る
学
芸
員
資
格
を
持
つ
調
査
員
の

専
門
分
野
は
。

　
　
令
和
４
年
度
に
主
任
学
芸
員
を
迎

え
、
地
域
や
学
校
の
歴
史
的
資
料
の
収

集
、
整
理
、
研
究
に
着
手
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
そ
れ
を
し
っ
か
り
保
存
し
、

ふ
る
さ
と
歴
史
記
念
館
を
活
用
し
て
公

開
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
歴
史
学
習
の
た
め

の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。な
お
、

新
た
に
配
置
す
る
調
査
員
は
、
近
世
歴

史
分
野
に
造
詣
が
深
い
方
に
な
り
ま

す
。

《
学
校
給
食
地
産
地
消
推
進
事
業
に
つ

い
て
》

　
　
地
産
地
消
を
推
進
す
る
た
め
、
学

校
給
食
に
郷
土
料
理
や
地
元
食
材
を
取

り
入
れ
て
い
る
が
、
現
状
で
の
具
体
的

品
目
は
。

　
　
下
呂
市
産
の
お
米
の
ほ
か
、
牛
丼

に
使
用
す
る
飛
騨
牛
肉
、
デ
ザ
ー
ト
に

春
の
郷
土
食
で
あ
る 

「
あ
ね
か
え
し
」

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
慣
行
栽

培
で
な
く
、
有
機
栽
培
で
作
ら
れ
た
ト

マ
ト
を
使
用
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま

す
。
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総額 （対前年度比  1.8％減）380億6,059万6千円
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GERO CITY assembly代表質問　会派  「政策研究会 皐」  が市政を問う
議員名下のQRコードから代表質問の映像を動画共有サービス「Youtube」にて視聴できます。

さつき

政
策
研
究
会「
皐
」
が
提
出
し
た
政
策

提
言
事
項
の
令
和
５
年
度
予
算
へ
の
反

映
と
取
組
状
況
に
つ
い
て

①「
下
呂
市
若
年
者
地
元
就
職
支
援
金

交
付
事
業
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
制
度
の
活
用
実
績
は
、
昨
年
度
４
社

５
名
、
う
ち
25
歳
未
満
４
名
、
30
歳
未

満
１
名
。
今
年
度
は
５
社
６
名
で
全
員

25
歳
未
満
の
見
込
み
。
制
度
の
周
知
に

努
め
て
い
る
が
、
実
績
は
伸
び
悩
ん
で

い
る
。
求
人
事
業
者
か
ら
の
意
見
も
踏

ま
え
、
年
齢
要
件
を
見
直
し
、
令
和
６

年
度
か
ら
適
用
す
る
予
定
で
あ
る
。
支

援
金
額
の
見
直
し
や
周
知
な
ど
、
求
人

事
業
者
と
協
議
を
行
い
、
効
果
が
上
が

る
制
度
と
な
る
よ
う
今
後
も
前
向
き
に

検
討
し
て
い
く
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
新
規
事
業
化
に
つ
い
て
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
財
政
負
担
の
軽
減
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
魅
力
発
信
と
い
う
観
点
か
ら
も
有

効
な
手
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
共
感
を

得
や
す
い
事
業
の
実
施
に
お
い
て
は
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
積
極
的

に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
度
末
か
ら
取
り
組
み
の

強
化
を
進
め
て
お
り
、
令
和
５
年
２
月

に
下
呂
市
の
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
に

登
録
さ
れ
た
事
業
者
の
う
ち
市
外
に
本

店
を
有
す
る
事
業
者
３
２
８
社
に
、
寄

附
の
募
集
に
関
す
る
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
を
送
付
し
た
。さ
ら
に
、民
間
の
サ
ー

ビ
ス
を
活
用
し
た
寄
附
の
募
集
に
も
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
在
２
社

と
の
間
で
契
約
の
準
備
を
進
め
て
い

る
。

③
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
の
公
園
の

再
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
令
和
４
年
度
に
設
置
し
た
公
園
緑
地

整
備
検
討
協
議
会
で
は
、
子
育
て
世
代

を
中
心
に
こ
れ
ま
で
３
回
の
会
議
を
開

催
し
、
整
備
方
針
や
保
護
者
か
ら
の
ア

ン
ケ
ー
ト
、
遊
具
の
整
備
を
行
う
公
園

の
選
定
、
整
備
の
期
間
な
ど
に
つ
い
て

協
議
を
進
め
て
き
た
。
整
備
方
針
と
し

て
は
、「
持
続
可
能
」
な
公
園
整
備
、

子
育
て
世
代
の
た
め
の
遊
び
場
の
充

実
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
の
確
保
、
地
域
の

小
規
模
な
公
園
の
整
備
の
方
向
性
を
明

確
に
し
、
遊
具
整
備
の
計
画
期
間
は
、

令
和
５
年
度
か
ら
７
年
度
を
予
定
し
て

い
る
。
令
和
５
年
度
に
飛
騨
川
公
園
の

遊
具
整
備
を
実
施
し
、
令
和
６
年
度
以

降
か
ら
の
順
次
各
地
で
の
整
備
を
検
討

し
て
い
る
。

市
長
が
目
指
す
下
呂
市
の
将
来
像
と
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
令
和
５
年
度
以
降

の
重
点
施
策
に
つ
い
て

①
令
和
５
年
度
の
施
策
方
針
に
お
け
る

市
長
が
目
指
す
下
呂
市
の
将
来
像
に
つ

い
て
。

②
市
長
の
公
約
で
あ
る 

「
下
呂
市
が

持
っ
て
い
る
多
く
の
可
能
性
に
挑
戦

し
、
活
力
と
魅
力
あ
る
、
わ
く
わ
く
す

る
ま
ち
づ
く
り
」を
実
現
す
る
た
め
の
、

将
来
を
見
据
え
た 

「
人
口
減
少
対
策
」

と 

「
地
域
間
バ
ラ
ン
ス
」
に
係
る
今
後

の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

◆
市
長

　
人
口
減
少
対
策
と
ま
ち
づ
く
り
は
、

今
後
取
り
組
む
べ
き
重
要
課
題
だ
と

思
っ
て
い
る
。

　
住
ん
で
い
る
住
民
が
本
当
に
幸
福
で

豊
か
だ
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
。

自
然
豊
か
で
安
全
安
心
で
魅
力
を
感
じ

る
ま
ち
。
こ
れ
を
磨
き
上
げ
て
い
き
た

い
。

　
１
点
目
の
幸
福
度
が
高
い
ま
ち
づ
く

り
。
特
に
取
り
組
み
た
い
の
は
子
育
て

支
援
と
高
齢
者
も
含
め
た
健
康
福
祉
。

具
体
的
に
は
公
園
、
遊
具
の
整
備
、
18

歳
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
の
拡
充
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
学
校
教

育
環
境
の
充
実
を
し
っ
か
り
と
進
め
て

い
き
た
い
。
あ
と
は
学
校
給
食
の
地
産

地
消
、
高
齢
者
福
祉
施
設
建
設
の
準
備

と
し
て
、
施
設
の
今
後
の
あ
り
方
の
検

討
を
今
か
ら
始
め
て
い
き
た
い
。
そ
の

他
、地
域
医
療
の
充
実
を
ど
う
す
る
か
。

市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
２
点
目
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
。

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
CO2
の
削

減
を
進
め
、
地
球
温
暖
化
に
対
し
て
ど

れ
だ
け
市
が
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る

か
が
重
要
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
ご
み

の
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
資
源

の
リ
サ
イ
ク
ル
化
、
美
し
い
里
山
、
森

林
整
備
、
農
地
整
備
、
道
路
整
備
、
濃

飛
横
断
自
動
車
道
の
早
期
完
成
、
生
活

基
盤
整
備
。あ
と
は
温
泉
街
や
下
呂
駅
、

旧
下
呂
温
泉
病
院
の
跡
地
も
含
め
た
ま

ち
づ
く
り
を
し
っ
か
り
と
進
め
、
プ
ラ

ス
萩
原 

・
金
山 

・
小
坂 

・
馬
瀬
の
観

光
資
源
の
発
掘
と
整
備
を
温
泉
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
。
各
地

域
が
そ
れ
ぞ
れ
魅
力
を
発
信
で
き
る
よ

う
な
地
域
整
備
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い

き
た
い
。

　
将
来
的
に
５
年
、
10
年
、
20
年
か
け

て
行
っ
て
い
く
こ
と
を
こ
の
令
和
５
年

度
か
ら
一
歩
ず
つ
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

政策研究会
皐（さつき）

田中　喜登

鷲見　昌己

森　　哲士

中島ゆき子

　
３
月
13
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ

れ
た
25
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結

果
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

《
下
呂
市
金
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
等
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
》

※

下
呂
市
金
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー 

・
下
呂
市
リ
バ
ー
サ
イ
ド

ス
タ
ジ
ア
ム 

・
ぬ
く
森
の
里
運
動
公
園

の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

マ
ッ
ク
ス 

・
三
幸
共
同
事
業
体
を
指
定

す
る
も
の

　
　
施
設
利
用
者
の
現
状
、
お
よ
び
ト

イ
レ
の
温
水
便
座
化
の
計
画
は
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
人
口
が
減

少
し
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
施
設
利
用
状

況
に
戻
る
に
は
、
し
ば
ら
く
時
間
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、
下
呂
市
と
指
定
管
理

者
が
一
体
と
な
っ
て
、
施
設
の
利
用
促

進
、
さ
ら
に
は
経
費
削
減
と
収
入
増
加

を
図
る
取
り
組
み
を
強
化
し
、
施
設
の

継
続
的
な
運
営
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。ま
た
、当
該
施
設
に
限
ら
ず
ス
ポ
ー

ツ
施
設
等
公
共
施
設
の
温
水
便
座
化
に

つ
い
て
は
、
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

《
下
呂
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

※

令
和
５
年
度
分
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
お
よ
び
税
額
を
改
め
る
た
め
、
改

正
す
る
も
の

　
　
今
回
の
税
率
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

は
。

　
　
被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
税
額
を

前
年
度
よ
り
年
平
均
１
５
０
０
円
程
度

減
額
と
す
る
改
正
を
行
い
ま
す
。
区
分

ご
と
の
内
訳
で
は
、
医
療
給
付
費
分
は

資
産
割
を
廃
止
し
、
均
等
割
お
よ
び
平

等
割
は
前
年
度
か
ら
の
減
額
状
態
を
維

持
し
ま
す
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
支
援

分
、
介
護
給
付
分
は
据
え
置
き
と
し
ま

す
。
た
だ
し
、
法
改
正
に
伴
い
賦
課
限

度
額
を
２
万
円
引
き
上
げ
ま
す
。

　
団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
、
後
期

高
齢
者
医
療
へ
加
入
し
始
め
た
こ
と

や
、
人
口
減
少
等
か
ら
、
国
保
加
入
者

が
減
少
し
て
い
る
一
方
で
、
一
人
当
た

り
の
医
療
費
は
増
加
傾
向
に
あ
る
た

め
、
国
保
財
政
は
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
来

で
あ
れ
ば
税
率
を
引
き
上
げ
て
財
源
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
経
済
的
支
援
の
縮
小
、
さ
ら
に
昨

今
の
急
激
な
物
価
高
騰
に
よ
る
家
計
へ

の
影
響
を
考
慮
し
、
被
保
険
者
の
負
担

軽
減
を
行
う
も
の
で
す
。

　
な
お
、
平
成
30
年
度
以
降
令
和
２
年

度
ま
で
は
、
一
人
当
た
り
の
税
額
を
毎

年
引
き
上
げ
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
度

は
１
万
３
千
円
減
額
、
令
和
４
年
度
は

１
６
０
０
円
引
き
下
げ
て
き
て
お
り
、

下
呂
市
の
一
人
当
た
り
の
税
額
は
県
内

21
市
で
低
い
方
か
ら
６
番
目
と
な
っ
て

い
ま
す
。

《
下
呂
市
文
化
財
保
護
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

※

下
呂
市
の
登
録
文
化
財
に
つ
い
て
新

た
に
規
定
す
る
た
め
、
改
正
す
る
も
の

　
　
登
録
文
化
財
の
登
録
方
法
は
。

　
　
現
在
の
登
録
文
化
財
は
、
国
の
指

定
で
あ
る
建
築
物
の
み
で
あ
る
が
、
建

築
物
以
外
の
登
録
を
可
能
と
す
る
た
め

の
条
件
整
備
を
行
う
た
め
、
条
例
の
改

正
を
行
い
対
応
す
る
も
の
で
す
。
条
例

改
正
後
に
内
容
を
協
議
し
な
が
ら
、
登

録
方
法
等
に
つ
い
て
細
か
く
決
め
て
い

き
ま
す
。

　
３
月
14
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ

れ
た
４
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結

果
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

《
下
呂
市
飛
騨
小
坂
ふ
れ
あ
い
の
森
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
》

※

下
呂
市
飛
騨
小
坂
ふ
れ
あ
い
の
森
の

指
定
管
理
者
と
し
て
、
合
同
会
社
灯
り

や
を
指
定
す
る
も
の

《
下
呂
市
ふ
れ
あ
い
広
場
条
例
に
つ
い
て
》

※

か
ね
て
よ
り
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た「（
仮
称
）
イ
ベ
ン
ト
広
場
」
が

完
成
し
、
名
称
を「
ふ
れ
あ
い
広
場
」

と
し
て
、
施
設
の
目
的
、
使
用
等
に
関

し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
条

例
を
制
定
す
る
も
の

【
設
置
目
的
】

　
市
民
と
観
光

客
と
の
憩
い
の

場
を
提
供
し
、

市
民
相
互
ま
た

は
市
民
と
観
光

客
と
の
交
流
を

促
進
す
る
と
と

も
に
、
地
域
産

業
の
振
興
に
資
す
る
た
め
。

総
務
教
育
民
生

常
任
委
員
会

産
業
経
済
常
任
委
員
会

★委員会付託案
件の審査内容
を動 画 共 有
サービスYou 
tubeにて視聴
できます。

★委員会付託案件の審
査内容を動画共有
サービスYoutubeに
て視聴できます。

Q

Q

A

A

QA

下呂市ふれあい広場

４　番
森　哲士議員

金山リバーサイドスポーツセンター

▲

午
前

▲

午
後

8下呂市議会だより9 下呂市議会だより

GERO CITY assembly代表質問　会派  「政策研究会 皐」  が市政を問う
議員名下のQRコードから代表質問の映像を動画共有サービス「Youtube」にて視聴できます。

さつき

政
策
研
究
会「
皐
」
が
提
出
し
た
政
策

提
言
事
項
の
令
和
５
年
度
予
算
へ
の
反

映
と
取
組
状
況
に
つ
い
て

①「
下
呂
市
若
年
者
地
元
就
職
支
援
金

交
付
事
業
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
制
度
の
活
用
実
績
は
、
昨
年
度
４
社

５
名
、
う
ち
25
歳
未
満
４
名
、
30
歳
未

満
１
名
。
今
年
度
は
５
社
６
名
で
全
員

25
歳
未
満
の
見
込
み
。
制
度
の
周
知
に

努
め
て
い
る
が
、
実
績
は
伸
び
悩
ん
で

い
る
。
求
人
事
業
者
か
ら
の
意
見
も
踏

ま
え
、
年
齢
要
件
を
見
直
し
、
令
和
６

年
度
か
ら
適
用
す
る
予
定
で
あ
る
。
支

援
金
額
の
見
直
し
や
周
知
な
ど
、
求
人

事
業
者
と
協
議
を
行
い
、
効
果
が
上
が

る
制
度
と
な
る
よ
う
今
後
も
前
向
き
に

検
討
し
て
い
く
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
新
規
事
業
化
に
つ
い
て
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
財
政
負
担
の
軽
減
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
魅
力
発
信
と
い
う
観
点
か
ら
も
有

効
な
手
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
共
感
を

得
や
す
い
事
業
の
実
施
に
お
い
て
は
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
積
極
的

に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
度
末
か
ら
取
り
組
み
の

強
化
を
進
め
て
お
り
、
令
和
５
年
２
月

に
下
呂
市
の
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
に

登
録
さ
れ
た
事
業
者
の
う
ち
市
外
に
本

店
を
有
す
る
事
業
者
３
２
８
社
に
、
寄

附
の
募
集
に
関
す
る
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
を
送
付
し
た
。さ
ら
に
、民
間
の
サ
ー

ビ
ス
を
活
用
し
た
寄
附
の
募
集
に
も
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
在
２
社

と
の
間
で
契
約
の
準
備
を
進
め
て
い

る
。

③
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
の
公
園
の

再
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
令
和
４
年
度
に
設
置
し
た
公
園
緑
地

整
備
検
討
協
議
会
で
は
、
子
育
て
世
代

を
中
心
に
こ
れ
ま
で
３
回
の
会
議
を
開

催
し
、
整
備
方
針
や
保
護
者
か
ら
の
ア

ン
ケ
ー
ト
、
遊
具
の
整
備
を
行
う
公
園

の
選
定
、
整
備
の
期
間
な
ど
に
つ
い
て

協
議
を
進
め
て
き
た
。
整
備
方
針
と
し

て
は
、「
持
続
可
能
」
な
公
園
整
備
、

子
育
て
世
代
の
た
め
の
遊
び
場
の
充

実
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
の
確
保
、
地
域
の

小
規
模
な
公
園
の
整
備
の
方
向
性
を
明

確
に
し
、
遊
具
整
備
の
計
画
期
間
は
、

令
和
５
年
度
か
ら
７
年
度
を
予
定
し
て

い
る
。
令
和
５
年
度
に
飛
騨
川
公
園
の

遊
具
整
備
を
実
施
し
、
令
和
６
年
度
以

降
か
ら
の
順
次
各
地
で
の
整
備
を
検
討

し
て
い
る
。

市
長
が
目
指
す
下
呂
市
の
将
来
像
と
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
令
和
５
年
度
以
降

の
重
点
施
策
に
つ
い
て

①
令
和
５
年
度
の
施
策
方
針
に
お
け
る

市
長
が
目
指
す
下
呂
市
の
将
来
像
に
つ

い
て
。

②
市
長
の
公
約
で
あ
る 

「
下
呂
市
が

持
っ
て
い
る
多
く
の
可
能
性
に
挑
戦

し
、
活
力
と
魅
力
あ
る
、
わ
く
わ
く
す

る
ま
ち
づ
く
り
」を
実
現
す
る
た
め
の
、

将
来
を
見
据
え
た 

「
人
口
減
少
対
策
」

と 

「
地
域
間
バ
ラ
ン
ス
」
に
係
る
今
後

の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

◆
市
長

　
人
口
減
少
対
策
と
ま
ち
づ
く
り
は
、

今
後
取
り
組
む
べ
き
重
要
課
題
だ
と

思
っ
て
い
る
。

　
住
ん
で
い
る
住
民
が
本
当
に
幸
福
で

豊
か
だ
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
。

自
然
豊
か
で
安
全
安
心
で
魅
力
を
感
じ

る
ま
ち
。
こ
れ
を
磨
き
上
げ
て
い
き
た

い
。

　
１
点
目
の
幸
福
度
が
高
い
ま
ち
づ
く

り
。
特
に
取
り
組
み
た
い
の
は
子
育
て

支
援
と
高
齢
者
も
含
め
た
健
康
福
祉
。

具
体
的
に
は
公
園
、
遊
具
の
整
備
、
18

歳
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
の
拡
充
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
学
校
教

育
環
境
の
充
実
を
し
っ
か
り
と
進
め
て

い
き
た
い
。
あ
と
は
学
校
給
食
の
地
産

地
消
、
高
齢
者
福
祉
施
設
建
設
の
準
備

と
し
て
、
施
設
の
今
後
の
あ
り
方
の
検

討
を
今
か
ら
始
め
て
い
き
た
い
。
そ
の

他
、地
域
医
療
の
充
実
を
ど
う
す
る
か
。

市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
２
点
目
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
。

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
CO2
の
削

減
を
進
め
、
地
球
温
暖
化
に
対
し
て
ど

れ
だ
け
市
が
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る

か
が
重
要
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
ご
み

の
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
資
源

の
リ
サ
イ
ク
ル
化
、
美
し
い
里
山
、
森

林
整
備
、
農
地
整
備
、
道
路
整
備
、
濃

飛
横
断
自
動
車
道
の
早
期
完
成
、
生
活

基
盤
整
備
。あ
と
は
温
泉
街
や
下
呂
駅
、

旧
下
呂
温
泉
病
院
の
跡
地
も
含
め
た
ま

ち
づ
く
り
を
し
っ
か
り
と
進
め
、
プ
ラ

ス
萩
原 

・
金
山 

・
小
坂 

・
馬
瀬
の
観

光
資
源
の
発
掘
と
整
備
を
温
泉
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
。
各
地

域
が
そ
れ
ぞ
れ
魅
力
を
発
信
で
き
る
よ

う
な
地
域
整
備
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い

き
た
い
。

　
将
来
的
に
５
年
、
10
年
、
20
年
か
け

て
行
っ
て
い
く
こ
と
を
こ
の
令
和
５
年

度
か
ら
一
歩
ず
つ
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

政策研究会
皐（さつき）

田中　喜登

鷲見　昌己

森　　哲士

中島ゆき子

　
３
月
13
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ

れ
た
25
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結

果
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

《
下
呂
市
金
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
等
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
》

※

下
呂
市
金
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー 

・
下
呂
市
リ
バ
ー
サ
イ
ド

ス
タ
ジ
ア
ム 

・
ぬ
く
森
の
里
運
動
公
園

の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

マ
ッ
ク
ス 

・
三
幸
共
同
事
業
体
を
指
定

す
る
も
の

　
　
施
設
利
用
者
の
現
状
、
お
よ
び
ト

イ
レ
の
温
水
便
座
化
の
計
画
は
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
人
口
が
減

少
し
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
施
設
利
用
状

況
に
戻
る
に
は
、
し
ば
ら
く
時
間
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、
下
呂
市
と
指
定
管
理

者
が
一
体
と
な
っ
て
、
施
設
の
利
用
促

進
、
さ
ら
に
は
経
費
削
減
と
収
入
増
加

を
図
る
取
り
組
み
を
強
化
し
、
施
設
の

継
続
的
な
運
営
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。ま
た
、当
該
施
設
に
限
ら
ず
ス
ポ
ー

ツ
施
設
等
公
共
施
設
の
温
水
便
座
化
に

つ
い
て
は
、
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

《
下
呂
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

※

令
和
５
年
度
分
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
お
よ
び
税
額
を
改
め
る
た
め
、
改

正
す
る
も
の

　
　
今
回
の
税
率
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

は
。

　
　
被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
税
額
を

前
年
度
よ
り
年
平
均
１
５
０
０
円
程
度

減
額
と
す
る
改
正
を
行
い
ま
す
。
区
分

ご
と
の
内
訳
で
は
、
医
療
給
付
費
分
は

資
産
割
を
廃
止
し
、
均
等
割
お
よ
び
平

等
割
は
前
年
度
か
ら
の
減
額
状
態
を
維

持
し
ま
す
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
支
援

分
、
介
護
給
付
分
は
据
え
置
き
と
し
ま

す
。
た
だ
し
、
法
改
正
に
伴
い
賦
課
限

度
額
を
２
万
円
引
き
上
げ
ま
す
。

　
団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
、
後
期

高
齢
者
医
療
へ
加
入
し
始
め
た
こ
と

や
、
人
口
減
少
等
か
ら
、
国
保
加
入
者

が
減
少
し
て
い
る
一
方
で
、
一
人
当
た

り
の
医
療
費
は
増
加
傾
向
に
あ
る
た

め
、
国
保
財
政
は
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
来

で
あ
れ
ば
税
率
を
引
き
上
げ
て
財
源
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
経
済
的
支
援
の
縮
小
、
さ
ら
に
昨

今
の
急
激
な
物
価
高
騰
に
よ
る
家
計
へ

の
影
響
を
考
慮
し
、
被
保
険
者
の
負
担

軽
減
を
行
う
も
の
で
す
。

　
な
お
、
平
成
30
年
度
以
降
令
和
２
年

度
ま
で
は
、
一
人
当
た
り
の
税
額
を
毎

年
引
き
上
げ
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
度

は
１
万
３
千
円
減
額
、
令
和
４
年
度
は

１
６
０
０
円
引
き
下
げ
て
き
て
お
り
、

下
呂
市
の
一
人
当
た
り
の
税
額
は
県
内

21
市
で
低
い
方
か
ら
６
番
目
と
な
っ
て

い
ま
す
。

《
下
呂
市
文
化
財
保
護
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

※

下
呂
市
の
登
録
文
化
財
に
つ
い
て
新

た
に
規
定
す
る
た
め
、
改
正
す
る
も
の

　
　
登
録
文
化
財
の
登
録
方
法
は
。

　
　
現
在
の
登
録
文
化
財
は
、
国
の
指

定
で
あ
る
建
築
物
の
み
で
あ
る
が
、
建

築
物
以
外
の
登
録
を
可
能
と
す
る
た
め

の
条
件
整
備
を
行
う
た
め
、
条
例
の
改

正
を
行
い
対
応
す
る
も
の
で
す
。
条
例

改
正
後
に
内
容
を
協
議
し
な
が
ら
、
登

録
方
法
等
に
つ
い
て
細
か
く
決
め
て
い

き
ま
す
。

　
３
月
14
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ

れ
た
４
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結

果
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

《
下
呂
市
飛
騨
小
坂
ふ
れ
あ
い
の
森
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
》

※

下
呂
市
飛
騨
小
坂
ふ
れ
あ
い
の
森
の

指
定
管
理
者
と
し
て
、
合
同
会
社
灯
り

や
を
指
定
す
る
も
の

《
下
呂
市
ふ
れ
あ
い
広
場
条
例
に
つ
い
て
》

※

か
ね
て
よ
り
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た「（
仮
称
）
イ
ベ
ン
ト
広
場
」
が

完
成
し
、
名
称
を「
ふ
れ
あ
い
広
場
」

と
し
て
、
施
設
の
目
的
、
使
用
等
に
関

し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
条

例
を
制
定
す
る
も
の

【
設
置
目
的
】

　
市
民
と
観
光

客
と
の
憩
い
の

場
を
提
供
し
、

市
民
相
互
ま
た

は
市
民
と
観
光

客
と
の
交
流
を

促
進
す
る
と
と

も
に
、
地
域
産

業
の
振
興
に
資
す
る
た
め
。

総
務
教
育
民
生

常
任
委
員
会

産
業
経
済
常
任
委
員
会

★委員会付託案
件の審査内容
を動 画 共 有
サービスYou 
tubeにて視聴
できます。

★委員会付託案件の審
査内容を動画共有
サービスYoutubeに
て視聴できます。

Q

Q

A

A

QA

下呂市ふれあい広場

４　番
森　哲士議員

金山リバーサイドスポーツセンター

▲

午
前

▲

午
後
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GERO CITY assembly代表質問　会派  「政策研究会 皐」  が市政を問う
議員名下のQRコードから代表質問の映像を動画共有サービス「Youtube」にて視聴できます。

さつき

政
策
研
究
会「
皐
」
が
提
出
し
た
政
策

提
言
事
項
の
令
和
５
年
度
予
算
へ
の
反

映
と
取
組
状
況
に
つ
い
て

①「
下
呂
市
若
年
者
地
元
就
職
支
援
金

交
付
事
業
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
制
度
の
活
用
実
績
は
、
昨
年
度
４
社

５
名
、
う
ち
25
歳
未
満
４
名
、
30
歳
未

満
１
名
。
今
年
度
は
５
社
６
名
で
全
員

25
歳
未
満
の
見
込
み
。
制
度
の
周
知
に

努
め
て
い
る
が
、
実
績
は
伸
び
悩
ん
で

い
る
。
求
人
事
業
者
か
ら
の
意
見
も
踏

ま
え
、
年
齢
要
件
を
見
直
し
、
令
和
６

年
度
か
ら
適
用
す
る
予
定
で
あ
る
。
支

援
金
額
の
見
直
し
や
周
知
な
ど
、
求
人

事
業
者
と
協
議
を
行
い
、
効
果
が
上
が

る
制
度
と
な
る
よ
う
今
後
も
前
向
き
に

検
討
し
て
い
く
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
新
規
事
業
化
に
つ
い
て
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
財
政
負
担
の
軽
減
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
魅
力
発
信
と
い
う
観
点
か
ら
も
有

効
な
手
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
共
感
を

得
や
す
い
事
業
の
実
施
に
お
い
て
は
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
積
極
的

に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
度
末
か
ら
取
り
組
み
の

強
化
を
進
め
て
お
り
、
令
和
５
年
２
月

に
下
呂
市
の
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
に

登
録
さ
れ
た
事
業
者
の
う
ち
市
外
に
本

店
を
有
す
る
事
業
者
３
２
８
社
に
、
寄

附
の
募
集
に
関
す
る
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
を
送
付
し
た
。さ
ら
に
、民
間
の
サ
ー

ビ
ス
を
活
用
し
た
寄
附
の
募
集
に
も
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
在
２
社

と
の
間
で
契
約
の
準
備
を
進
め
て
い

る
。

③
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
の
公
園
の

再
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
令
和
４
年
度
に
設
置
し
た
公
園
緑
地

整
備
検
討
協
議
会
で
は
、
子
育
て
世
代

を
中
心
に
こ
れ
ま
で
３
回
の
会
議
を
開

催
し
、
整
備
方
針
や
保
護
者
か
ら
の
ア

ン
ケ
ー
ト
、
遊
具
の
整
備
を
行
う
公
園

の
選
定
、
整
備
の
期
間
な
ど
に
つ
い
て

協
議
を
進
め
て
き
た
。
整
備
方
針
と
し

て
は
、「
持
続
可
能
」
な
公
園
整
備
、

子
育
て
世
代
の
た
め
の
遊
び
場
の
充

実
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
の
確
保
、
地
域
の

小
規
模
な
公
園
の
整
備
の
方
向
性
を
明

確
に
し
、
遊
具
整
備
の
計
画
期
間
は
、

令
和
５
年
度
か
ら
７
年
度
を
予
定
し
て

い
る
。
令
和
５
年
度
に
飛
騨
川
公
園
の

遊
具
整
備
を
実
施
し
、
令
和
６
年
度
以

降
か
ら
の
順
次
各
地
で
の
整
備
を
検
討

し
て
い
る
。

市
長
が
目
指
す
下
呂
市
の
将
来
像
と
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
令
和
５
年
度
以
降

の
重
点
施
策
に
つ
い
て

①
令
和
５
年
度
の
施
策
方
針
に
お
け
る

市
長
が
目
指
す
下
呂
市
の
将
来
像
に
つ

い
て
。

②
市
長
の
公
約
で
あ
る 

「
下
呂
市
が

持
っ
て
い
る
多
く
の
可
能
性
に
挑
戦

し
、
活
力
と
魅
力
あ
る
、
わ
く
わ
く
す

る
ま
ち
づ
く
り
」を
実
現
す
る
た
め
の
、

将
来
を
見
据
え
た 

「
人
口
減
少
対
策
」

と 

「
地
域
間
バ
ラ
ン
ス
」
に
係
る
今
後

の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

◆
市
長

　
人
口
減
少
対
策
と
ま
ち
づ
く
り
は
、

今
後
取
り
組
む
べ
き
重
要
課
題
だ
と

思
っ
て
い
る
。

　
住
ん
で
い
る
住
民
が
本
当
に
幸
福
で

豊
か
だ
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
。

自
然
豊
か
で
安
全
安
心
で
魅
力
を
感
じ

る
ま
ち
。
こ
れ
を
磨
き
上
げ
て
い
き
た

い
。

　
１
点
目
の
幸
福
度
が
高
い
ま
ち
づ
く

り
。
特
に
取
り
組
み
た
い
の
は
子
育
て

支
援
と
高
齢
者
も
含
め
た
健
康
福
祉
。

具
体
的
に
は
公
園
、
遊
具
の
整
備
、
18

歳
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
の
拡
充
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
学
校
教

育
環
境
の
充
実
を
し
っ
か
り
と
進
め
て

い
き
た
い
。
あ
と
は
学
校
給
食
の
地
産

地
消
、
高
齢
者
福
祉
施
設
建
設
の
準
備

と
し
て
、
施
設
の
今
後
の
あ
り
方
の
検

討
を
今
か
ら
始
め
て
い
き
た
い
。
そ
の

他
、地
域
医
療
の
充
実
を
ど
う
す
る
か
。

市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
２
点
目
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
。

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
CO2
の
削

減
を
進
め
、
地
球
温
暖
化
に
対
し
て
ど

れ
だ
け
市
が
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る

か
が
重
要
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
ご
み

の
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
資
源

の
リ
サ
イ
ク
ル
化
、
美
し
い
里
山
、
森

林
整
備
、
農
地
整
備
、
道
路
整
備
、
濃

飛
横
断
自
動
車
道
の
早
期
完
成
、
生
活

基
盤
整
備
。あ
と
は
温
泉
街
や
下
呂
駅
、

旧
下
呂
温
泉
病
院
の
跡
地
も
含
め
た
ま

ち
づ
く
り
を
し
っ
か
り
と
進
め
、
プ
ラ

ス
萩
原 

・
金
山 

・
小
坂 

・
馬
瀬
の
観

光
資
源
の
発
掘
と
整
備
を
温
泉
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
。
各
地

域
が
そ
れ
ぞ
れ
魅
力
を
発
信
で
き
る
よ

う
な
地
域
整
備
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い

き
た
い
。

　
将
来
的
に
５
年
、
10
年
、
20
年
か
け

て
行
っ
て
い
く
こ
と
を
こ
の
令
和
５
年

度
か
ら
一
歩
ず
つ
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

政策研究会
皐（さつき）

田中　喜登

鷲見　昌己

森　　哲士

中島ゆき子

　
３
月
13
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ

れ
た
25
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結

果
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

《
下
呂
市
金
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
等
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
》

※

下
呂
市
金
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー 

・
下
呂
市
リ
バ
ー
サ
イ
ド

ス
タ
ジ
ア
ム 

・
ぬ
く
森
の
里
運
動
公
園

の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

マ
ッ
ク
ス 

・
三
幸
共
同
事
業
体
を
指
定

す
る
も
の

　
　
施
設
利
用
者
の
現
状
、
お
よ
び
ト

イ
レ
の
温
水
便
座
化
の
計
画
は
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
人
口
が
減

少
し
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
施
設
利
用
状

況
に
戻
る
に
は
、
し
ば
ら
く
時
間
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、
下
呂
市
と
指
定
管
理

者
が
一
体
と
な
っ
て
、
施
設
の
利
用
促

進
、
さ
ら
に
は
経
費
削
減
と
収
入
増
加

を
図
る
取
り
組
み
を
強
化
し
、
施
設
の

継
続
的
な
運
営
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。ま
た
、当
該
施
設
に
限
ら
ず
ス
ポ
ー

ツ
施
設
等
公
共
施
設
の
温
水
便
座
化
に

つ
い
て
は
、
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

《
下
呂
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

※

令
和
５
年
度
分
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
お
よ
び
税
額
を
改
め
る
た
め
、
改

正
す
る
も
の

　
　
今
回
の
税
率
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

は
。

　
　
被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
税
額
を

前
年
度
よ
り
年
平
均
１
５
０
０
円
程
度

減
額
と
す
る
改
正
を
行
い
ま
す
。
区
分

ご
と
の
内
訳
で
は
、
医
療
給
付
費
分
は

資
産
割
を
廃
止
し
、
均
等
割
お
よ
び
平

等
割
は
前
年
度
か
ら
の
減
額
状
態
を
維

持
し
ま
す
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
支
援

分
、
介
護
給
付
分
は
据
え
置
き
と
し
ま

す
。
た
だ
し
、
法
改
正
に
伴
い
賦
課
限

度
額
を
２
万
円
引
き
上
げ
ま
す
。

　
団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
、
後
期

高
齢
者
医
療
へ
加
入
し
始
め
た
こ
と

や
、
人
口
減
少
等
か
ら
、
国
保
加
入
者

が
減
少
し
て
い
る
一
方
で
、
一
人
当
た

り
の
医
療
費
は
増
加
傾
向
に
あ
る
た

め
、
国
保
財
政
は
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
来

で
あ
れ
ば
税
率
を
引
き
上
げ
て
財
源
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
経
済
的
支
援
の
縮
小
、
さ
ら
に
昨

今
の
急
激
な
物
価
高
騰
に
よ
る
家
計
へ

の
影
響
を
考
慮
し
、
被
保
険
者
の
負
担

軽
減
を
行
う
も
の
で
す
。

　
な
お
、
平
成
30
年
度
以
降
令
和
２
年

度
ま
で
は
、
一
人
当
た
り
の
税
額
を
毎

年
引
き
上
げ
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
度

は
１
万
３
千
円
減
額
、
令
和
４
年
度
は

１
６
０
０
円
引
き
下
げ
て
き
て
お
り
、

下
呂
市
の
一
人
当
た
り
の
税
額
は
県
内

21
市
で
低
い
方
か
ら
６
番
目
と
な
っ
て

い
ま
す
。

《
下
呂
市
文
化
財
保
護
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

※

下
呂
市
の
登
録
文
化
財
に
つ
い
て
新

た
に
規
定
す
る
た
め
、
改
正
す
る
も
の

　
　
登
録
文
化
財
の
登
録
方
法
は
。

　
　
現
在
の
登
録
文
化
財
は
、
国
の
指

定
で
あ
る
建
築
物
の
み
で
あ
る
が
、
建

築
物
以
外
の
登
録
を
可
能
と
す
る
た
め

の
条
件
整
備
を
行
う
た
め
、
条
例
の
改

正
を
行
い
対
応
す
る
も
の
で
す
。
条
例

改
正
後
に
内
容
を
協
議
し
な
が
ら
、
登

録
方
法
等
に
つ
い
て
細
か
く
決
め
て
い

き
ま
す
。

　
３
月
14
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ

れ
た
４
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結

果
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

《
下
呂
市
飛
騨
小
坂
ふ
れ
あ
い
の
森
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
》

※

下
呂
市
飛
騨
小
坂
ふ
れ
あ
い
の
森
の

指
定
管
理
者
と
し
て
、
合
同
会
社
灯
り

や
を
指
定
す
る
も
の

《
下
呂
市
ふ
れ
あ
い
広
場
条
例
に
つ
い
て
》

※

か
ね
て
よ
り
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た「（
仮
称
）
イ
ベ
ン
ト
広
場
」
が

完
成
し
、
名
称
を「
ふ
れ
あ
い
広
場
」

と
し
て
、
施
設
の
目
的
、
使
用
等
に
関

し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
条

例
を
制
定
す
る
も
の

【
設
置
目
的
】

　
市
民
と
観
光

客
と
の
憩
い
の

場
を
提
供
し
、

市
民
相
互
ま
た

は
市
民
と
観
光

客
と
の
交
流
を

促
進
す
る
と
と

も
に
、
地
域
産

業
の
振
興
に
資
す
る
た
め
。

総
務
教
育
民
生

常
任
委
員
会

産
業
経
済
常
任
委
員
会

★委員会付託案
件の審査内容
を動 画 共 有
サービスYou 
tubeにて視聴
できます。

★委員会付託案件の審
査内容を動画共有
サービスYoutubeに
て視聴できます。

Q

Q

A

A

QA

下呂市ふれあい広場

４　番
森　哲士議員

金山リバーサイドスポーツセンター

▲

午
前

▲

午
後

8下呂市議会だより9 下呂市議会だより

GERO CITY assembly代表質問　会派  「政策研究会 皐」  が市政を問う
議員名下のQRコードから代表質問の映像を動画共有サービス「Youtube」にて視聴できます。

さつき

政
策
研
究
会「
皐
」
が
提
出
し
た
政
策

提
言
事
項
の
令
和
５
年
度
予
算
へ
の
反

映
と
取
組
状
況
に
つ
い
て

①「
下
呂
市
若
年
者
地
元
就
職
支
援
金

交
付
事
業
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
制
度
の
活
用
実
績
は
、
昨
年
度
４
社

５
名
、
う
ち
25
歳
未
満
４
名
、
30
歳
未

満
１
名
。
今
年
度
は
５
社
６
名
で
全
員

25
歳
未
満
の
見
込
み
。
制
度
の
周
知
に

努
め
て
い
る
が
、
実
績
は
伸
び
悩
ん
で

い
る
。
求
人
事
業
者
か
ら
の
意
見
も
踏

ま
え
、
年
齢
要
件
を
見
直
し
、
令
和
６

年
度
か
ら
適
用
す
る
予
定
で
あ
る
。
支

援
金
額
の
見
直
し
や
周
知
な
ど
、
求
人

事
業
者
と
協
議
を
行
い
、
効
果
が
上
が

る
制
度
と
な
る
よ
う
今
後
も
前
向
き
に

検
討
し
て
い
く
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
新
規
事
業
化
に
つ
い
て
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
財
政
負
担
の
軽
減
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
魅
力
発
信
と
い
う
観
点
か
ら
も
有

効
な
手
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
共
感
を

得
や
す
い
事
業
の
実
施
に
お
い
て
は
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
積
極
的

に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
度
末
か
ら
取
り
組
み
の

強
化
を
進
め
て
お
り
、
令
和
５
年
２
月

に
下
呂
市
の
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
に

登
録
さ
れ
た
事
業
者
の
う
ち
市
外
に
本

店
を
有
す
る
事
業
者
３
２
８
社
に
、
寄

附
の
募
集
に
関
す
る
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
を
送
付
し
た
。さ
ら
に
、民
間
の
サ
ー

ビ
ス
を
活
用
し
た
寄
附
の
募
集
に
も
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
在
２
社

と
の
間
で
契
約
の
準
備
を
進
め
て
い

る
。

③
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
の
公
園
の

再
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
令
和
４
年
度
に
設
置
し
た
公
園
緑
地

整
備
検
討
協
議
会
で
は
、
子
育
て
世
代

を
中
心
に
こ
れ
ま
で
３
回
の
会
議
を
開

催
し
、
整
備
方
針
や
保
護
者
か
ら
の
ア

ン
ケ
ー
ト
、
遊
具
の
整
備
を
行
う
公
園

の
選
定
、
整
備
の
期
間
な
ど
に
つ
い
て

協
議
を
進
め
て
き
た
。
整
備
方
針
と
し

て
は
、「
持
続
可
能
」
な
公
園
整
備
、

子
育
て
世
代
の
た
め
の
遊
び
場
の
充

実
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
の
確
保
、
地
域
の

小
規
模
な
公
園
の
整
備
の
方
向
性
を
明

確
に
し
、
遊
具
整
備
の
計
画
期
間
は
、

令
和
５
年
度
か
ら
７
年
度
を
予
定
し
て

い
る
。
令
和
５
年
度
に
飛
騨
川
公
園
の

遊
具
整
備
を
実
施
し
、
令
和
６
年
度
以

降
か
ら
の
順
次
各
地
で
の
整
備
を
検
討

し
て
い
る
。

市
長
が
目
指
す
下
呂
市
の
将
来
像
と
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
令
和
５
年
度
以
降

の
重
点
施
策
に
つ
い
て

①
令
和
５
年
度
の
施
策
方
針
に
お
け
る

市
長
が
目
指
す
下
呂
市
の
将
来
像
に
つ

い
て
。

②
市
長
の
公
約
で
あ
る 

「
下
呂
市
が

持
っ
て
い
る
多
く
の
可
能
性
に
挑
戦

し
、
活
力
と
魅
力
あ
る
、
わ
く
わ
く
す

る
ま
ち
づ
く
り
」を
実
現
す
る
た
め
の
、

将
来
を
見
据
え
た 

「
人
口
減
少
対
策
」

と 

「
地
域
間
バ
ラ
ン
ス
」
に
係
る
今
後

の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

◆
市
長

　
人
口
減
少
対
策
と
ま
ち
づ
く
り
は
、

今
後
取
り
組
む
べ
き
重
要
課
題
だ
と

思
っ
て
い
る
。

　
住
ん
で
い
る
住
民
が
本
当
に
幸
福
で

豊
か
だ
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
。

自
然
豊
か
で
安
全
安
心
で
魅
力
を
感
じ

る
ま
ち
。
こ
れ
を
磨
き
上
げ
て
い
き
た

い
。

　
１
点
目
の
幸
福
度
が
高
い
ま
ち
づ
く

り
。
特
に
取
り
組
み
た
い
の
は
子
育
て

支
援
と
高
齢
者
も
含
め
た
健
康
福
祉
。

具
体
的
に
は
公
園
、
遊
具
の
整
備
、
18

歳
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
の
拡
充
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
学
校
教

育
環
境
の
充
実
を
し
っ
か
り
と
進
め
て

い
き
た
い
。
あ
と
は
学
校
給
食
の
地
産

地
消
、
高
齢
者
福
祉
施
設
建
設
の
準
備

と
し
て
、
施
設
の
今
後
の
あ
り
方
の
検

討
を
今
か
ら
始
め
て
い
き
た
い
。
そ
の

他
、地
域
医
療
の
充
実
を
ど
う
す
る
か
。

市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
２
点
目
の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
。

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
CO2
の
削

減
を
進
め
、
地
球
温
暖
化
に
対
し
て
ど

れ
だ
け
市
が
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る

か
が
重
要
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
ご
み

の
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
資
源

の
リ
サ
イ
ク
ル
化
、
美
し
い
里
山
、
森

林
整
備
、
農
地
整
備
、
道
路
整
備
、
濃

飛
横
断
自
動
車
道
の
早
期
完
成
、
生
活

基
盤
整
備
。あ
と
は
温
泉
街
や
下
呂
駅
、

旧
下
呂
温
泉
病
院
の
跡
地
も
含
め
た
ま

ち
づ
く
り
を
し
っ
か
り
と
進
め
、
プ
ラ

ス
萩
原 

・
金
山 

・
小
坂 

・
馬
瀬
の
観

光
資
源
の
発
掘
と
整
備
を
温
泉
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
。
各
地

域
が
そ
れ
ぞ
れ
魅
力
を
発
信
で
き
る
よ

う
な
地
域
整
備
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い

き
た
い
。

　
将
来
的
に
５
年
、
10
年
、
20
年
か
け

て
行
っ
て
い
く
こ
と
を
こ
の
令
和
５
年

度
か
ら
一
歩
ず
つ
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

政策研究会
皐（さつき）

田中　喜登

鷲見　昌己

森　　哲士

中島ゆき子

　
３
月
13
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ

れ
た
25
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結

果
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

《
下
呂
市
金
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
等
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
》

※

下
呂
市
金
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー 

・
下
呂
市
リ
バ
ー
サ
イ
ド

ス
タ
ジ
ア
ム 

・
ぬ
く
森
の
里
運
動
公
園

の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

マ
ッ
ク
ス 

・
三
幸
共
同
事
業
体
を
指
定

す
る
も
の

　
　
施
設
利
用
者
の
現
状
、
お
よ
び
ト

イ
レ
の
温
水
便
座
化
の
計
画
は
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
人
口
が
減

少
し
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
施
設
利
用
状

況
に
戻
る
に
は
、
し
ば
ら
く
時
間
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、
下
呂
市
と
指
定
管
理

者
が
一
体
と
な
っ
て
、
施
設
の
利
用
促

進
、
さ
ら
に
は
経
費
削
減
と
収
入
増
加

を
図
る
取
り
組
み
を
強
化
し
、
施
設
の

継
続
的
な
運
営
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。ま
た
、当
該
施
設
に
限
ら
ず
ス
ポ
ー

ツ
施
設
等
公
共
施
設
の
温
水
便
座
化
に

つ
い
て
は
、
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

《
下
呂
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

※

令
和
５
年
度
分
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
お
よ
び
税
額
を
改
め
る
た
め
、
改

正
す
る
も
の

　
　
今
回
の
税
率
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

は
。

　
　
被
保
険
者
一
人
当
た
り
の
税
額
を

前
年
度
よ
り
年
平
均
１
５
０
０
円
程
度

減
額
と
す
る
改
正
を
行
い
ま
す
。
区
分

ご
と
の
内
訳
で
は
、
医
療
給
付
費
分
は

資
産
割
を
廃
止
し
、
均
等
割
お
よ
び
平

等
割
は
前
年
度
か
ら
の
減
額
状
態
を
維

持
し
ま
す
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
支
援

分
、
介
護
給
付
分
は
据
え
置
き
と
し
ま

す
。
た
だ
し
、
法
改
正
に
伴
い
賦
課
限

度
額
を
２
万
円
引
き
上
げ
ま
す
。

　
団
塊
の
世
代
が
75
歳
を
迎
え
、
後
期

高
齢
者
医
療
へ
加
入
し
始
め
た
こ
と

や
、
人
口
減
少
等
か
ら
、
国
保
加
入
者

が
減
少
し
て
い
る
一
方
で
、
一
人
当
た

り
の
医
療
費
は
増
加
傾
向
に
あ
る
た

め
、
国
保
財
政
は
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
来

で
あ
れ
ば
税
率
を
引
き
上
げ
て
財
源
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
経
済
的
支
援
の
縮
小
、
さ
ら
に
昨

今
の
急
激
な
物
価
高
騰
に
よ
る
家
計
へ

の
影
響
を
考
慮
し
、
被
保
険
者
の
負
担

軽
減
を
行
う
も
の
で
す
。

　
な
お
、
平
成
30
年
度
以
降
令
和
２
年

度
ま
で
は
、
一
人
当
た
り
の
税
額
を
毎

年
引
き
上
げ
ま
し
た
が
、
令
和
３
年
度

は
１
万
３
千
円
減
額
、
令
和
４
年
度
は

１
６
０
０
円
引
き
下
げ
て
き
て
お
り
、

下
呂
市
の
一
人
当
た
り
の
税
額
は
県
内

21
市
で
低
い
方
か
ら
６
番
目
と
な
っ
て

い
ま
す
。

《
下
呂
市
文
化
財
保
護
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
》

※

下
呂
市
の
登
録
文
化
財
に
つ
い
て
新

た
に
規
定
す
る
た
め
、
改
正
す
る
も
の

　
　
登
録
文
化
財
の
登
録
方
法
は
。

　
　
現
在
の
登
録
文
化
財
は
、
国
の
指

定
で
あ
る
建
築
物
の
み
で
あ
る
が
、
建

築
物
以
外
の
登
録
を
可
能
と
す
る
た
め

の
条
件
整
備
を
行
う
た
め
、
条
例
の
改

正
を
行
い
対
応
す
る
も
の
で
す
。
条
例

改
正
後
に
内
容
を
協
議
し
な
が
ら
、
登

録
方
法
等
に
つ
い
て
細
か
く
決
め
て
い

き
ま
す
。

　
３
月
14
日
、
定
例
会
初
日
に
付
託
さ

れ
た
４
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結

果
、
全
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

《
下
呂
市
飛
騨
小
坂
ふ
れ
あ
い
の
森
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
》

※

下
呂
市
飛
騨
小
坂
ふ
れ
あ
い
の
森
の

指
定
管
理
者
と
し
て
、
合
同
会
社
灯
り

や
を
指
定
す
る
も
の

《
下
呂
市
ふ
れ
あ
い
広
場
条
例
に
つ
い
て
》

※

か
ね
て
よ
り
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た「（
仮
称
）
イ
ベ
ン
ト
広
場
」
が

完
成
し
、
名
称
を「
ふ
れ
あ
い
広
場
」

と
し
て
、
施
設
の
目
的
、
使
用
等
に
関

し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
条

例
を
制
定
す
る
も
の

【
設
置
目
的
】

　
市
民
と
観
光

客
と
の
憩
い
の

場
を
提
供
し
、

市
民
相
互
ま
た

は
市
民
と
観
光

客
と
の
交
流
を

促
進
す
る
と
と

も
に
、
地
域
産

業
の
振
興
に
資
す
る
た
め
。

総
務
教
育
民
生

常
任
委
員
会

産
業
経
済
常
任
委
員
会

★委員会付託案
件の審査内容
を動 画 共 有
サービスYou 
tubeにて視聴
できます。

★委員会付託案件の審
査内容を動画共有
サービスYoutubeに
て視聴できます。

Q

Q

A

A

QA

下呂市ふれあい広場

４　番
森　哲士議員

金山リバーサイドスポーツセンター

▲

午
前

▲

午
後



各議員名下のQRコードから一般質問の映像を動画共有サービス「Youtube」にて視聴できます。
一　般　質　問　11人が市政を問う

支
え
助
け
合
う
地
域
社
会
の
構
築
へ

①
認
知
症
の
方
や
家
族
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

市
の
対
策
を
伺
う
。

◆
福
祉
部
長

　
令
和
４
年
３
月
に
策
定
し
た 
「
第
４

期
下
呂
市
地
域
福
祉
計
画 

・
地
域
福
祉

活
動
計
画
」
に
、
地
域
の
支
え
合
い
の

考
え
方
を
取
り
入
れ
、
そ
の
実
践
を
通

じ
て
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
い
る
。

②
気
候
変
動
に
よ
る
災
害
の
激
甚
化
や

頻
発
化
に
対
し
て
、
個
別
避
難
計
画
や

防
災
行
動
計
画 

（
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
）
の

策
定
が
重
要
と
考
え
る
が
、
市
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

◆
総
務
部
長

　
個
別
避
難
計
画
は
、
今
年
度
、
福
祉

部
を
中
心
に
危
機
管
理
課
と
協
働
し
て

居
宅
介
護
支
援
事
業
協
議
会
の
皆
さ
ま

を
交
え
な
が
ら
作
成
に
向
か
っ
て
い

る
。
防
災
行
動
計
画
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
個
々
に
作
成
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

啓
発
し
て
い
る
。

◆
福
祉
部
長

　
令
和
２
年
、
３
年
の
豪
雨
災
害
で
の

経
験
を
踏
ま
え
、
今
後
は
、
市
と
福
祉

施
設
運
営
者
と
の
協
議
も
進
め
、
ま
ず

は
福
祉
避
難
所
を
確
保
し
、
個
別
避
難

計
画
に
つ
な
げ
て
い
く
。

子
育
て
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

　
日
本
学
生
支
援
機
構
は
、
企
業
が
社

員
の
奨
学
金
返
還
額
を
機
構
へ
直
接
送

金 

（
代
理
返
還
）
で
き
る
支
援
制
度
へ

と
改
善
し
た
。
制
度
導
入
企
業
に
対
し

て
行
政
が
支
援
を
行
い
、
地
域
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
が
有
意
義
で
あ
る
が
、

そ
の
考
え
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
こ
の
制
度
は
、Ｕ
タ
ー
ン
就
職
の

き
っ
か
け
と
な
る
と
考
え
る
。
今
後
は

関
係
機
関
と
連
携
し
て
制
度
登
録
へ
の

周
知
や
、
市
の
支
援
事
業
等
も
合
わ
せ

て
制
度
利
用
を
促
す
な
ど
、
事
業
者
の

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら

検
討
を
し
て
い
く
。

救
急
車
の
適
正
な
利
用
に
つ
い
て

　
救
急
車
の
出
動
件
数
は
、
全
国
で
前

年
比
約
26
万
件
増
加
し
、
今
後
も
増
加

す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
岐
阜
県
で
は
、
10
月
を
目
途
に
電
話

相
談
窓
口 

「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー 

（
＃
７
１
１
９
）」
を
設
置
す
る
と
し
て

い
る
。
市
の
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

◆
消
防
長

　
救
急
車
の
適
正
利
用
に
関
し
、「
＃
７

１
１
９
」
の
導
入
は
有
効
で
あ
り
、
限

ら
れ
た
医
療
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る

一
翼
を
担
え
る
と
考
え
て
い
る
。
令
和

５
年
秋
頃
よ
り
岐
阜
県
全
域
で
運
用
予

定
で
あ
り
、
当
市
も
足
並
み
を
そ
ろ
え

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

８　番　（公明党）
田中副武議員

岐
阜
県
南
飛
騨
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
周
辺
エ
リ
ア
の
今
後
の
活
用
に
つ

い
て

①
市
と
し
て
の
今
後
の
活
用
方
策
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
下
呂
市
が
県
施
設
の
指
定
管
理
者
と

な
り
地
元
や
関
係
事
業
者
の
方
々
と
協

働
し
、
農
業
や
森
林
空
間
を
生
か
し
た

健
康
体
験
の
拠
点
づ
く
り
が
で
き
な
い

か
、
そ
の
実
現
の
可
能
性
も
含
め
て
検

討
し
て
い
る
。

◆
農
林
部
理
事

　
周
辺
の
市
有
林
に
つ
い
て
は
、
地
域

で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
、
岐
阜
県

立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
協
力
を
い

た
だ
き
、
森
林 

・
環
境
教
育
の
場
と
し

て
も
利
用
で
き
る
よ
う
整
備
を
進
め
て

い
き
た
い
。

②
飛
騨
川
温
泉
し
み
ず
の
湯
と
の
連
携

強
化
の
考
え
方
は
。

◆
市
民
保
健
部
長

　
市
が
指
定
管
理
を
受
託
で
き
れ
ば
、

し
み
ず
の
湯
が
持
つ
健
康
づ
く
り
の
人

材
と
周
辺
環
境 

・
施
設
等
を
活
用
し
、

こ
れ
ま
で
の
知
識 

・
経
験
を
生
か
し
た

魅
力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
が
可
能
で

あ
る
と
考
え
る
。

令
和
４
年
度
に
お
け
る
市
の
組
織
再
編

の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て

　
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
市
役
所
づ
く

り
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
成
果

は
。

◆
総
務
部
長

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
、
こ
ど
も
家
庭

課
、
デ
ジ
タ
ル
課
の
創
設
に
よ
り
、
そ

の
名
が
示
す
と
お
り
業
務
分
担
が
わ
か

り
や
す
く
な
り
、
市
民
保
健
部
の
創
設

に
よ
る
健
診
業
務
の
連
携
強
化
、
デ
ジ

タ
ル
課
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
会
議
や
業
務

の
効
率
化
が
図
ら
れ
、
併
せ
て
市
民
サ

ー
ビ
ス
課
の
窓
口
拡
充
に
よ
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
た
と
考
え

る
。

下
呂
市
に
お
け
る
今
後
の
学
校
運
営
に

つ
い
て

　
市
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
数
が
今

後
減
少
す
る
見
込
み
の
中
で
、
学
校
統

合
に
向
け
た
考
え
は
。

◆
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
下
呂
市
小
中
学
校
適
正
規
模
検
討
委

員
会
の
報
告
書
に
あ
る
望
ま
し
い
適
正

規
模
、
教
育
環
境
、
保
護
者
や
地
域
住

民
に
と
っ
て
の
学
校
の
在
り
方
を
十
分

考
慮
し
た
上
で
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

よ
り
良
い
教
育
環
境
に
つ
い
て
は
、
10

年
先
を
見
据
え
た
考
え
方
が
必
要
で
あ

る
。

受
動
喫
煙
対
策
に
つ
い
て

　
観
光
立
市
の
取
り
組
み
と
し
て
、
喫

煙
所
設
置
の
考
え
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
昨
年
度
、
温
泉
街
で
の
喫
煙
所
設
置

の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
設

置
に
適
当
な
場
所
が
な
い
こ
と
や
、
管

理
上
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
設
置
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
引
き
続
き
検
討
を

行
っ
て
い
く
。

若
者
が
あ
ふ
れ
る
日
帰
り
温
泉
施
設
に

つ
い
て

　
市
内
の
温
泉
利
用
人
口
拡
大
に
向
け

若
者
を
取
り
込
む
施
策
と
し
て
、
幼
少

期
か
ら
温
泉
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
能

力
を
身
に
付
け
る
目
的
で
、
市
内
小
学

生
の
利
用
料
金
を
全
額
、
同
伴
家
族
の

利
用
料
金
の
半
額
を
市
の
負
担
と
し
、

温
泉
の
素
晴
ら
し
さ
を
次
の
若
い
世
代

に
引
き
継
ぐ 

「
こ
ど
も
温
泉
大
使
制

度
」
を
提
案
す
る
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
市
内
小 

・
中 

・
高
等
学
校
、
特
別

支
援
学
校
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
に

下
呂
市
の
観
光
や
温
泉
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
観
光
講
座
を

実
施
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
今
後
も

下
呂
市
の
大
切
な
資
源
で
あ
る
温
泉
に

つ
い
て
親
し
み
、
理
解
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
普
及 

・
啓
発
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

◆
市
長

　
温
泉
利
用
人
口
を
拡
大
し
て
い
く
こ

と
は
、
市
の
役
割
と
し
て
重
々
認
識
を

し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
方
法
も
含
め

て
多
く
の
方
々
が
入
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
な
研
究
を
し
っ
か
り
と
し
て
い
き
た

い
。

市
民・
観
光
客
を
対
象
と
し
た
弾
道
ミ

サ
イ
ル
に
対
す
る
避
難
訓
練
の
実
施
に

つ
い
て

　
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
よ

り
、
昨
年
10
月 

・
11
月
と
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

通
報
が
相
次
ぎ
、
県
内
で
も
有
事
へ
の

備
え
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
市
内
で
は
平
成
29
年
に
市
民
が
参
加

す
る
訓
練
が
行
わ
れ
た
実
績
は
あ
る

が
、
公
共 

・
民
間
を
問
わ
ず
、
地
下
道

な
ど 

「
緊
急
一
時
避
難
施
設
」
の
再
認

識
を
し
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
飛
来
を
想

定
し
た
市
民 

・
観
光
客
を
対
象
と
し
た

市
独
自
の
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
考
え

は
な
い
か
。

◆
総
務
部
長

　
一
般
的
に
そ
う
い
っ
た
場
合
の
避
難

場
所
に
つ
い
て
は
、
地
下
や
強
固
な
建

物
内
が
有
効
と
さ
れ
て
い
る
が
、
市
内

に
有
効
な
場
所
が
少
な
く
、
す
べ
て
の

方
が
逃
げ
込
め
る
施
設
な
ど
が
な
い
。

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射

の
警
告
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
は
、
物
陰

に
隠
れ
る
、
少
し
で
も
頑
丈
な
建
物
の

中
に
入
る
、
周
囲
に
何
も
な
け
れ
ば
身

を
低
く
す
る
な
ど
の
瞬
時
の
行
動
が
で

き
、
し
っ
か
り
と
命
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
啓
発
し
て
い
く
こ
と
が
市
の

責
務
と
考
え
る
。

６　番
尾里集務議員

３　番
飯塚英夫議員
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コ
ロ
ナ
収
束
後
の
教
育
の
在
り
方
に
つ

い
て

①
い
ま
だ
だ
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
戸
惑
い
の
教
育

現
場
の
中
で
、
教
職
員
、
児
童
生
徒
、

保
護
者
が
学
ん
だ
も
の
と
は
。

◆
教
育
長

　
新
し
い
も
の 

・
方
法
を
創
造
し
て
い

く
力
。
感
謝
の
心
。
や
っ
て
み
る
、
経

験
す
る
こ
と
の
大
切
さ
。
健
康
の
あ
り

が
た
さ
を
学
ん
だ
。

　
学
校
や
地
域
、
家
庭
な
ど
も
含
め
、

多
く
の
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
、
新
た
な

知
恵
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
あ
き
ら
め

ず
、
学
び
を
止
め
ず
に
試
行
錯
誤
し
た

こ
と
は
、
未
来
に
向
け
て
役
立
つ
も
の

と
思
う
。

②
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
つ
つ
あ
る

今
、
こ
れ
か
ら
の
下
呂
市
の
教
育
に
は

何
が
必
要
な
の
か
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
に

希
望
を
見
出
し
、
ど
の
よ
う
な
将
来
像

を
描
い
て
い
る
の
か
。

◆
教
育
長

　
下
呂
市
の
教
育
環
境
、
教
育
資
源
に

感
謝
す
る
。
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
の

展
開
は
、
下
呂
市
の
教
育
の
強
み
で
も

あ
り
誇
り
で
も
あ
る
。
心
の
通
っ
た
教

育
を
こ
れ
か
ら
も
展
開
し
て
い
き
た

い
。
そ
の
他
、
教
育
Ｄ
Ｘ
の
有
効
な
活

用
や
一
人
一
人
の
困
り
感
、
多
様
化
す

る
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
び
の
環
境
・
体

制
を
整
え
た
い
。

地
域
振
興
部
新
設
に
係
る
評
価
検
証
に

つ
い
て

①
新
設
さ
れ
て
１
年
を
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
振
興

に
対
す
る
貢
献
等
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
成
果
が
生
み
出
さ
れ
た
の
か
。

◆
地
域
振
興
部
長

　
今
年
度
は
、
各
振
興
事
務
所
に
お
け

る
情
報
共
有 

・
認
識
の
整
合
を
図
り
な

が
ら
、
地
域
振
興
部
が
ま
と
め
役
と
な

り
、
各
部
と
振
興
事
務
所
間
の
調
整
等

を
行
い
、
統
一
的
な
業
務
の
執
行
に
努

め
て
き
た
。

　
市
民
会
館
や
公
民
館
の
運
用
、
原
材

料
支
給
等
の
取
り
扱
い
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
や
集
落
支
援
員
の
設
置
、
ご
み

の
出
し
方
の
変
更
等
に
係
る
調
整
を

行
っ
て
い
る
。

②
令
和
５
年
度
に
お
け
る
地
域
振
興
部

と
し
て
の
業
務
目
標
は
。

◆
地
域
振
興
部
長

　
令
和
５
年
度
は
、
移
住
定
住
推
進
専

門
員
を
配
置
し
、
移
住
定
住
に
係
る
相

談
支
援
体
制
の
強
化
を
図
る
。そ
の
後
、

関
連
窓
口
の
一
本
化
な
ど
、
そ
の
仕
組

み
・
体
制
の
構
築
に
向
け
て
各
部
と
の

連
携
強
化
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。
ま

た
、
人
口
減
少
を
見
据
え
た
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
自
治
会

や
地
域
、
各
振
興
事
務
所
と
共
に
進
め

て
い
き
た
い
。

５　番
田中喜登議員

各議員名下のQRコードから一般質問の映像を動画共有サービス「Youtube」にて視聴できます。
一　般　質　問　11人が市政を問う

支
え
助
け
合
う
地
域
社
会
の
構
築
へ

①
認
知
症
の
方
や
家
族
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

市
の
対
策
を
伺
う
。

◆
福
祉
部
長

　
令
和
４
年
３
月
に
策
定
し
た 

「
第
４

期
下
呂
市
地
域
福
祉
計
画 

・
地
域
福
祉

活
動
計
画
」
に
、
地
域
の
支
え
合
い
の

考
え
方
を
取
り
入
れ
、
そ
の
実
践
を
通

じ
て
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
い
る
。

②
気
候
変
動
に
よ
る
災
害
の
激
甚
化
や

頻
発
化
に
対
し
て
、
個
別
避
難
計
画
や

防
災
行
動
計
画 

（
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
）
の

策
定
が
重
要
と
考
え
る
が
、
市
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

◆
総
務
部
長

　
個
別
避
難
計
画
は
、
今
年
度
、
福
祉

部
を
中
心
に
危
機
管
理
課
と
協
働
し
て

居
宅
介
護
支
援
事
業
協
議
会
の
皆
さ
ま

を
交
え
な
が
ら
作
成
に
向
か
っ
て
い

る
。
防
災
行
動
計
画
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
個
々
に
作
成
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

啓
発
し
て
い
る
。

◆
福
祉
部
長

　
令
和
２
年
、
３
年
の
豪
雨
災
害
で
の

経
験
を
踏
ま
え
、
今
後
は
、
市
と
福
祉

施
設
運
営
者
と
の
協
議
も
進
め
、
ま
ず

は
福
祉
避
難
所
を
確
保
し
、
個
別
避
難

計
画
に
つ
な
げ
て
い
く
。

子
育
て
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

　
日
本
学
生
支
援
機
構
は
、
企
業
が
社

員
の
奨
学
金
返
還
額
を
機
構
へ
直
接
送

金 

（
代
理
返
還
）
で
き
る
支
援
制
度
へ

と
改
善
し
た
。
制
度
導
入
企
業
に
対
し

て
行
政
が
支
援
を
行
い
、
地
域
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
が
有
意
義
で
あ
る
が
、

そ
の
考
え
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
こ
の
制
度
は
、Ｕ
タ
ー
ン
就
職
の

き
っ
か
け
と
な
る
と
考
え
る
。
今
後
は

関
係
機
関
と
連
携
し
て
制
度
登
録
へ
の

周
知
や
、
市
の
支
援
事
業
等
も
合
わ
せ

て
制
度
利
用
を
促
す
な
ど
、
事
業
者
の

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら

検
討
を
し
て
い
く
。

救
急
車
の
適
正
な
利
用
に
つ
い
て

　
救
急
車
の
出
動
件
数
は
、
全
国
で
前

年
比
約
26
万
件
増
加
し
、
今
後
も
増
加

す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
岐
阜
県
で
は
、
10
月
を
目
途
に
電
話

相
談
窓
口 

「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー 

（
＃
７
１
１
９
）」
を
設
置
す
る
と
し
て

い
る
。
市
の
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

◆
消
防
長

　
救
急
車
の
適
正
利
用
に
関
し
、「
＃
７

１
１
９
」
の
導
入
は
有
効
で
あ
り
、
限

ら
れ
た
医
療
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る

一
翼
を
担
え
る
と
考
え
て
い
る
。
令
和

５
年
秋
頃
よ
り
岐
阜
県
全
域
で
運
用
予

定
で
あ
り
、
当
市
も
足
並
み
を
そ
ろ
え

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

８　番　（公明党）
田中副武議員

岐
阜
県
南
飛
騨
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
周
辺
エ
リ
ア
の
今
後
の
活
用
に
つ

い
て

①
市
と
し
て
の
今
後
の
活
用
方
策
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
下
呂
市
が
県
施
設
の
指
定
管
理
者
と

な
り
地
元
や
関
係
事
業
者
の
方
々
と
協

働
し
、
農
業
や
森
林
空
間
を
生
か
し
た

健
康
体
験
の
拠
点
づ
く
り
が
で
き
な
い

か
、
そ
の
実
現
の
可
能
性
も
含
め
て
検

討
し
て
い
る
。

◆
農
林
部
理
事

　
周
辺
の
市
有
林
に
つ
い
て
は
、
地
域

で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
、
岐
阜
県

立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
協
力
を
い

た
だ
き
、
森
林 

・
環
境
教
育
の
場
と
し

て
も
利
用
で
き
る
よ
う
整
備
を
進
め
て

い
き
た
い
。

②
飛
騨
川
温
泉
し
み
ず
の
湯
と
の
連
携

強
化
の
考
え
方
は
。

◆
市
民
保
健
部
長

　
市
が
指
定
管
理
を
受
託
で
き
れ
ば
、

し
み
ず
の
湯
が
持
つ
健
康
づ
く
り
の
人

材
と
周
辺
環
境 

・
施
設
等
を
活
用
し
、

こ
れ
ま
で
の
知
識 

・
経
験
を
生
か
し
た

魅
力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
が
可
能
で

あ
る
と
考
え
る
。

令
和
４
年
度
に
お
け
る
市
の
組
織
再
編

の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て

　
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
市
役
所
づ
く

り
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
成
果

は
。

◆
総
務
部
長

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
、
こ
ど
も
家
庭

課
、
デ
ジ
タ
ル
課
の
創
設
に
よ
り
、
そ

の
名
が
示
す
と
お
り
業
務
分
担
が
わ
か

り
や
す
く
な
り
、
市
民
保
健
部
の
創
設

に
よ
る
健
診
業
務
の
連
携
強
化
、
デ
ジ

タ
ル
課
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
会
議
や
業
務

の
効
率
化
が
図
ら
れ
、
併
せ
て
市
民
サ

ー
ビ
ス
課
の
窓
口
拡
充
に
よ
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
た
と
考
え

る
。

下
呂
市
に
お
け
る
今
後
の
学
校
運
営
に

つ
い
て

　
市
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
数
が
今

後
減
少
す
る
見
込
み
の
中
で
、
学
校
統

合
に
向
け
た
考
え
は
。

◆
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
下
呂
市
小
中
学
校
適
正
規
模
検
討
委

員
会
の
報
告
書
に
あ
る
望
ま
し
い
適
正

規
模
、
教
育
環
境
、
保
護
者
や
地
域
住

民
に
と
っ
て
の
学
校
の
在
り
方
を
十
分

考
慮
し
た
上
で
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

よ
り
良
い
教
育
環
境
に
つ
い
て
は
、
10

年
先
を
見
据
え
た
考
え
方
が
必
要
で
あ

る
。

受
動
喫
煙
対
策
に
つ
い
て

　
観
光
立
市
の
取
り
組
み
と
し
て
、
喫

煙
所
設
置
の
考
え
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
昨
年
度
、
温
泉
街
で
の
喫
煙
所
設
置

の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
設

置
に
適
当
な
場
所
が
な
い
こ
と
や
、
管

理
上
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
設
置
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
引
き
続
き
検
討
を

行
っ
て
い
く
。

若
者
が
あ
ふ
れ
る
日
帰
り
温
泉
施
設
に

つ
い
て

　
市
内
の
温
泉
利
用
人
口
拡
大
に
向
け

若
者
を
取
り
込
む
施
策
と
し
て
、
幼
少

期
か
ら
温
泉
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
能

力
を
身
に
付
け
る
目
的
で
、
市
内
小
学

生
の
利
用
料
金
を
全
額
、
同
伴
家
族
の

利
用
料
金
の
半
額
を
市
の
負
担
と
し
、

温
泉
の
素
晴
ら
し
さ
を
次
の
若
い
世
代

に
引
き
継
ぐ 

「
こ
ど
も
温
泉
大
使
制

度
」
を
提
案
す
る
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
市
内
小 

・
中 

・
高
等
学
校
、
特
別

支
援
学
校
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
に

下
呂
市
の
観
光
や
温
泉
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
観
光
講
座
を

実
施
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
今
後
も

下
呂
市
の
大
切
な
資
源
で
あ
る
温
泉
に

つ
い
て
親
し
み
、
理
解
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
普
及 

・
啓
発
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

◆
市
長

　
温
泉
利
用
人
口
を
拡
大
し
て
い
く
こ

と
は
、
市
の
役
割
と
し
て
重
々
認
識
を

し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
方
法
も
含
め

て
多
く
の
方
々
が
入
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
な
研
究
を
し
っ
か
り
と
し
て
い
き
た

い
。

市
民・
観
光
客
を
対
象
と
し
た
弾
道
ミ

サ
イ
ル
に
対
す
る
避
難
訓
練
の
実
施
に

つ
い
て

　
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
よ

り
、
昨
年
10
月 

・
11
月
と
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

通
報
が
相
次
ぎ
、
県
内
で
も
有
事
へ
の

備
え
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
市
内
で
は
平
成
29
年
に
市
民
が
参
加

す
る
訓
練
が
行
わ
れ
た
実
績
は
あ
る

が
、
公
共 

・
民
間
を
問
わ
ず
、
地
下
道

な
ど 

「
緊
急
一
時
避
難
施
設
」
の
再
認

識
を
し
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
飛
来
を
想

定
し
た
市
民 

・
観
光
客
を
対
象
と
し
た

市
独
自
の
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
考
え

は
な
い
か
。

◆
総
務
部
長

　
一
般
的
に
そ
う
い
っ
た
場
合
の
避
難

場
所
に
つ
い
て
は
、
地
下
や
強
固
な
建

物
内
が
有
効
と
さ
れ
て
い
る
が
、
市
内

に
有
効
な
場
所
が
少
な
く
、
す
べ
て
の

方
が
逃
げ
込
め
る
施
設
な
ど
が
な
い
。

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射

の
警
告
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
は
、
物
陰

に
隠
れ
る
、
少
し
で
も
頑
丈
な
建
物
の

中
に
入
る
、
周
囲
に
何
も
な
け
れ
ば
身

を
低
く
す
る
な
ど
の
瞬
時
の
行
動
が
で

き
、
し
っ
か
り
と
命
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
啓
発
し
て
い
く
こ
と
が
市
の

責
務
と
考
え
る
。

６　番
尾里集務議員

３　番
飯塚英夫議員
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コ
ロ
ナ
収
束
後
の
教
育
の
在
り
方
に
つ

い
て

①
い
ま
だ
だ
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
戸
惑
い
の
教
育

現
場
の
中
で
、
教
職
員
、
児
童
生
徒
、

保
護
者
が
学
ん
だ
も
の
と
は
。

◆
教
育
長

　
新
し
い
も
の 

・
方
法
を
創
造
し
て
い

く
力
。
感
謝
の
心
。
や
っ
て
み
る
、
経

験
す
る
こ
と
の
大
切
さ
。
健
康
の
あ
り

が
た
さ
を
学
ん
だ
。

　
学
校
や
地
域
、
家
庭
な
ど
も
含
め
、

多
く
の
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
、
新
た
な

知
恵
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
あ
き
ら
め

ず
、
学
び
を
止
め
ず
に
試
行
錯
誤
し
た

こ
と
は
、
未
来
に
向
け
て
役
立
つ
も
の

と
思
う
。

②
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
つ
つ
あ
る

今
、
こ
れ
か
ら
の
下
呂
市
の
教
育
に
は

何
が
必
要
な
の
か
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
に

希
望
を
見
出
し
、
ど
の
よ
う
な
将
来
像

を
描
い
て
い
る
の
か
。

◆
教
育
長

　
下
呂
市
の
教
育
環
境
、
教
育
資
源
に

感
謝
す
る
。
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
の

展
開
は
、
下
呂
市
の
教
育
の
強
み
で
も

あ
り
誇
り
で
も
あ
る
。
心
の
通
っ
た
教

育
を
こ
れ
か
ら
も
展
開
し
て
い
き
た

い
。
そ
の
他
、
教
育
Ｄ
Ｘ
の
有
効
な
活

用
や
一
人
一
人
の
困
り
感
、
多
様
化
す

る
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
び
の
環
境
・
体

制
を
整
え
た
い
。

地
域
振
興
部
新
設
に
係
る
評
価
検
証
に

つ
い
て

①
新
設
さ
れ
て
１
年
を
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
振
興

に
対
す
る
貢
献
等
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
成
果
が
生
み
出
さ
れ
た
の
か
。

◆
地
域
振
興
部
長

　
今
年
度
は
、
各
振
興
事
務
所
に
お
け

る
情
報
共
有 

・
認
識
の
整
合
を
図
り
な

が
ら
、
地
域
振
興
部
が
ま
と
め
役
と
な

り
、
各
部
と
振
興
事
務
所
間
の
調
整
等

を
行
い
、
統
一
的
な
業
務
の
執
行
に
努

め
て
き
た
。

　
市
民
会
館
や
公
民
館
の
運
用
、
原
材

料
支
給
等
の
取
り
扱
い
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
や
集
落
支
援
員
の
設
置
、
ご
み

の
出
し
方
の
変
更
等
に
係
る
調
整
を

行
っ
て
い
る
。

②
令
和
５
年
度
に
お
け
る
地
域
振
興
部

と
し
て
の
業
務
目
標
は
。

◆
地
域
振
興
部
長

　
令
和
５
年
度
は
、
移
住
定
住
推
進
専

門
員
を
配
置
し
、
移
住
定
住
に
係
る
相

談
支
援
体
制
の
強
化
を
図
る
。そ
の
後
、

関
連
窓
口
の
一
本
化
な
ど
、
そ
の
仕
組

み
・
体
制
の
構
築
に
向
け
て
各
部
と
の

連
携
強
化
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。
ま

た
、
人
口
減
少
を
見
据
え
た
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
自
治
会

や
地
域
、
各
振
興
事
務
所
と
共
に
進
め

て
い
き
た
い
。

５　番
田中喜登議員
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支
え
助
け
合
う
地
域
社
会
の
構
築
へ

①
認
知
症
の
方
や
家
族
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

市
の
対
策
を
伺
う
。

◆
福
祉
部
長

　
令
和
４
年
３
月
に
策
定
し
た 

「
第
４

期
下
呂
市
地
域
福
祉
計
画 

・
地
域
福
祉

活
動
計
画
」
に
、
地
域
の
支
え
合
い
の

考
え
方
を
取
り
入
れ
、
そ
の
実
践
を
通

じ
て
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
い
る
。

②
気
候
変
動
に
よ
る
災
害
の
激
甚
化
や

頻
発
化
に
対
し
て
、
個
別
避
難
計
画
や

防
災
行
動
計
画 

（
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
）
の

策
定
が
重
要
と
考
え
る
が
、
市
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

◆
総
務
部
長

　
個
別
避
難
計
画
は
、
今
年
度
、
福
祉

部
を
中
心
に
危
機
管
理
課
と
協
働
し
て

居
宅
介
護
支
援
事
業
協
議
会
の
皆
さ
ま

を
交
え
な
が
ら
作
成
に
向
か
っ
て
い

る
。
防
災
行
動
計
画
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
個
々
に
作
成
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

啓
発
し
て
い
る
。

◆
福
祉
部
長

　
令
和
２
年
、
３
年
の
豪
雨
災
害
で
の

経
験
を
踏
ま
え
、
今
後
は
、
市
と
福
祉

施
設
運
営
者
と
の
協
議
も
進
め
、
ま
ず

は
福
祉
避
難
所
を
確
保
し
、
個
別
避
難

計
画
に
つ
な
げ
て
い
く
。

子
育
て
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

　
日
本
学
生
支
援
機
構
は
、
企
業
が
社

員
の
奨
学
金
返
還
額
を
機
構
へ
直
接
送

金 

（
代
理
返
還
）
で
き
る
支
援
制
度
へ

と
改
善
し
た
。
制
度
導
入
企
業
に
対
し

て
行
政
が
支
援
を
行
い
、
地
域
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
が
有
意
義
で
あ
る
が
、

そ
の
考
え
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
こ
の
制
度
は
、Ｕ
タ
ー
ン
就
職
の

き
っ
か
け
と
な
る
と
考
え
る
。
今
後
は

関
係
機
関
と
連
携
し
て
制
度
登
録
へ
の

周
知
や
、
市
の
支
援
事
業
等
も
合
わ
せ

て
制
度
利
用
を
促
す
な
ど
、
事
業
者
の

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら

検
討
を
し
て
い
く
。

救
急
車
の
適
正
な
利
用
に
つ
い
て

　
救
急
車
の
出
動
件
数
は
、
全
国
で
前

年
比
約
26
万
件
増
加
し
、
今
後
も
増
加

す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
岐
阜
県
で
は
、
10
月
を
目
途
に
電
話

相
談
窓
口 

「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー 

（
＃
７
１
１
９
）」
を
設
置
す
る
と
し
て

い
る
。
市
の
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

◆
消
防
長

　
救
急
車
の
適
正
利
用
に
関
し
、「
＃
７

１
１
９
」
の
導
入
は
有
効
で
あ
り
、
限

ら
れ
た
医
療
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る

一
翼
を
担
え
る
と
考
え
て
い
る
。
令
和

５
年
秋
頃
よ
り
岐
阜
県
全
域
で
運
用
予

定
で
あ
り
、
当
市
も
足
並
み
を
そ
ろ
え

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

８　番　（公明党）
田中副武議員

岐
阜
県
南
飛
騨
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
周
辺
エ
リ
ア
の
今
後
の
活
用
に
つ

い
て

①
市
と
し
て
の
今
後
の
活
用
方
策
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
下
呂
市
が
県
施
設
の
指
定
管
理
者
と

な
り
地
元
や
関
係
事
業
者
の
方
々
と
協

働
し
、
農
業
や
森
林
空
間
を
生
か
し
た

健
康
体
験
の
拠
点
づ
く
り
が
で
き
な
い

か
、
そ
の
実
現
の
可
能
性
も
含
め
て
検

討
し
て
い
る
。

◆
農
林
部
理
事

　
周
辺
の
市
有
林
に
つ
い
て
は
、
地
域

で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
、
岐
阜
県

立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
協
力
を
い

た
だ
き
、
森
林 

・
環
境
教
育
の
場
と
し

て
も
利
用
で
き
る
よ
う
整
備
を
進
め
て

い
き
た
い
。

②
飛
騨
川
温
泉
し
み
ず
の
湯
と
の
連
携

強
化
の
考
え
方
は
。

◆
市
民
保
健
部
長

　
市
が
指
定
管
理
を
受
託
で
き
れ
ば
、

し
み
ず
の
湯
が
持
つ
健
康
づ
く
り
の
人

材
と
周
辺
環
境 

・
施
設
等
を
活
用
し
、

こ
れ
ま
で
の
知
識 

・
経
験
を
生
か
し
た

魅
力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
が
可
能
で

あ
る
と
考
え
る
。

令
和
４
年
度
に
お
け
る
市
の
組
織
再
編

の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て

　
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
市
役
所
づ
く

り
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
成
果

は
。

◆
総
務
部
長

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
、
こ
ど
も
家
庭

課
、
デ
ジ
タ
ル
課
の
創
設
に
よ
り
、
そ

の
名
が
示
す
と
お
り
業
務
分
担
が
わ
か

り
や
す
く
な
り
、
市
民
保
健
部
の
創
設

に
よ
る
健
診
業
務
の
連
携
強
化
、
デ
ジ

タ
ル
課
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
会
議
や
業
務

の
効
率
化
が
図
ら
れ
、
併
せ
て
市
民
サ

ー
ビ
ス
課
の
窓
口
拡
充
に
よ
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
た
と
考
え

る
。

下
呂
市
に
お
け
る
今
後
の
学
校
運
営
に

つ
い
て

　
市
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
数
が
今

後
減
少
す
る
見
込
み
の
中
で
、
学
校
統

合
に
向
け
た
考
え
は
。

◆
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
下
呂
市
小
中
学
校
適
正
規
模
検
討
委

員
会
の
報
告
書
に
あ
る
望
ま
し
い
適
正

規
模
、
教
育
環
境
、
保
護
者
や
地
域
住

民
に
と
っ
て
の
学
校
の
在
り
方
を
十
分

考
慮
し
た
上
で
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

よ
り
良
い
教
育
環
境
に
つ
い
て
は
、
10

年
先
を
見
据
え
た
考
え
方
が
必
要
で
あ

る
。

受
動
喫
煙
対
策
に
つ
い
て

　
観
光
立
市
の
取
り
組
み
と
し
て
、
喫

煙
所
設
置
の
考
え
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
昨
年
度
、
温
泉
街
で
の
喫
煙
所
設
置

の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
設

置
に
適
当
な
場
所
が
な
い
こ
と
や
、
管

理
上
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
設
置
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
引
き
続
き
検
討
を

行
っ
て
い
く
。

若
者
が
あ
ふ
れ
る
日
帰
り
温
泉
施
設
に

つ
い
て

　
市
内
の
温
泉
利
用
人
口
拡
大
に
向
け

若
者
を
取
り
込
む
施
策
と
し
て
、
幼
少

期
か
ら
温
泉
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
能

力
を
身
に
付
け
る
目
的
で
、
市
内
小
学

生
の
利
用
料
金
を
全
額
、
同
伴
家
族
の

利
用
料
金
の
半
額
を
市
の
負
担
と
し
、

温
泉
の
素
晴
ら
し
さ
を
次
の
若
い
世
代

に
引
き
継
ぐ 

「
こ
ど
も
温
泉
大
使
制

度
」
を
提
案
す
る
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
市
内
小 

・
中 

・
高
等
学
校
、
特
別

支
援
学
校
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
に

下
呂
市
の
観
光
や
温
泉
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
観
光
講
座
を

実
施
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
今
後
も

下
呂
市
の
大
切
な
資
源
で
あ
る
温
泉
に

つ
い
て
親
し
み
、
理
解
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
普
及 

・
啓
発
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

◆
市
長

　
温
泉
利
用
人
口
を
拡
大
し
て
い
く
こ

と
は
、
市
の
役
割
と
し
て
重
々
認
識
を

し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
方
法
も
含
め

て
多
く
の
方
々
が
入
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
な
研
究
を
し
っ
か
り
と
し
て
い
き
た

い
。

市
民・
観
光
客
を
対
象
と
し
た
弾
道
ミ

サ
イ
ル
に
対
す
る
避
難
訓
練
の
実
施
に

つ
い
て

　
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
よ

り
、
昨
年
10
月 

・
11
月
と
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

通
報
が
相
次
ぎ
、
県
内
で
も
有
事
へ
の

備
え
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
市
内
で
は
平
成
29
年
に
市
民
が
参
加

す
る
訓
練
が
行
わ
れ
た
実
績
は
あ
る

が
、
公
共 

・
民
間
を
問
わ
ず
、
地
下
道

な
ど 

「
緊
急
一
時
避
難
施
設
」
の
再
認

識
を
し
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
飛
来
を
想

定
し
た
市
民 

・
観
光
客
を
対
象
と
し
た

市
独
自
の
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
考
え

は
な
い
か
。

◆
総
務
部
長

　
一
般
的
に
そ
う
い
っ
た
場
合
の
避
難

場
所
に
つ
い
て
は
、
地
下
や
強
固
な
建

物
内
が
有
効
と
さ
れ
て
い
る
が
、
市
内

に
有
効
な
場
所
が
少
な
く
、
す
べ
て
の

方
が
逃
げ
込
め
る
施
設
な
ど
が
な
い
。

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射

の
警
告
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
は
、
物
陰

に
隠
れ
る
、
少
し
で
も
頑
丈
な
建
物
の

中
に
入
る
、
周
囲
に
何
も
な
け
れ
ば
身

を
低
く
す
る
な
ど
の
瞬
時
の
行
動
が
で

き
、
し
っ
か
り
と
命
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
啓
発
し
て
い
く
こ
と
が
市
の

責
務
と
考
え
る
。

６　番
尾里集務議員

３　番
飯塚英夫議員
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コ
ロ
ナ
収
束
後
の
教
育
の
在
り
方
に
つ

い
て

①
い
ま
だ
だ
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
戸
惑
い
の
教
育

現
場
の
中
で
、
教
職
員
、
児
童
生
徒
、

保
護
者
が
学
ん
だ
も
の
と
は
。

◆
教
育
長

　
新
し
い
も
の 

・
方
法
を
創
造
し
て
い

く
力
。
感
謝
の
心
。
や
っ
て
み
る
、
経

験
す
る
こ
と
の
大
切
さ
。
健
康
の
あ
り

が
た
さ
を
学
ん
だ
。

　
学
校
や
地
域
、
家
庭
な
ど
も
含
め
、

多
く
の
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
、
新
た
な

知
恵
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
あ
き
ら
め

ず
、
学
び
を
止
め
ず
に
試
行
錯
誤
し
た

こ
と
は
、
未
来
に
向
け
て
役
立
つ
も
の

と
思
う
。

②
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
つ
つ
あ
る

今
、
こ
れ
か
ら
の
下
呂
市
の
教
育
に
は

何
が
必
要
な
の
か
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
に

希
望
を
見
出
し
、
ど
の
よ
う
な
将
来
像

を
描
い
て
い
る
の
か
。

◆
教
育
長

　
下
呂
市
の
教
育
環
境
、
教
育
資
源
に

感
謝
す
る
。
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
の

展
開
は
、
下
呂
市
の
教
育
の
強
み
で
も

あ
り
誇
り
で
も
あ
る
。
心
の
通
っ
た
教

育
を
こ
れ
か
ら
も
展
開
し
て
い
き
た

い
。
そ
の
他
、
教
育
Ｄ
Ｘ
の
有
効
な
活

用
や
一
人
一
人
の
困
り
感
、
多
様
化
す

る
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
び
の
環
境
・
体

制
を
整
え
た
い
。

地
域
振
興
部
新
設
に
係
る
評
価
検
証
に

つ
い
て

①
新
設
さ
れ
て
１
年
を
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
振
興

に
対
す
る
貢
献
等
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
成
果
が
生
み
出
さ
れ
た
の
か
。

◆
地
域
振
興
部
長

　
今
年
度
は
、
各
振
興
事
務
所
に
お
け

る
情
報
共
有 

・
認
識
の
整
合
を
図
り
な

が
ら
、
地
域
振
興
部
が
ま
と
め
役
と
な

り
、
各
部
と
振
興
事
務
所
間
の
調
整
等

を
行
い
、
統
一
的
な
業
務
の
執
行
に
努

め
て
き
た
。

　
市
民
会
館
や
公
民
館
の
運
用
、
原
材

料
支
給
等
の
取
り
扱
い
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
や
集
落
支
援
員
の
設
置
、
ご
み

の
出
し
方
の
変
更
等
に
係
る
調
整
を

行
っ
て
い
る
。

②
令
和
５
年
度
に
お
け
る
地
域
振
興
部

と
し
て
の
業
務
目
標
は
。

◆
地
域
振
興
部
長

　
令
和
５
年
度
は
、
移
住
定
住
推
進
専

門
員
を
配
置
し
、
移
住
定
住
に
係
る
相

談
支
援
体
制
の
強
化
を
図
る
。そ
の
後
、

関
連
窓
口
の
一
本
化
な
ど
、
そ
の
仕
組

み
・
体
制
の
構
築
に
向
け
て
各
部
と
の

連
携
強
化
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。
ま

た
、
人
口
減
少
を
見
据
え
た
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
自
治
会

や
地
域
、
各
振
興
事
務
所
と
共
に
進
め

て
い
き
た
い
。

５　番
田中喜登議員

各議員名下のQRコードから一般質問の映像を動画共有サービス「Youtube」にて視聴できます。
一　般　質　問　11人が市政を問う

支
え
助
け
合
う
地
域
社
会
の
構
築
へ

①
認
知
症
の
方
や
家
族
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

市
の
対
策
を
伺
う
。

◆
福
祉
部
長

　
令
和
４
年
３
月
に
策
定
し
た 

「
第
４

期
下
呂
市
地
域
福
祉
計
画 

・
地
域
福
祉

活
動
計
画
」
に
、
地
域
の
支
え
合
い
の

考
え
方
を
取
り
入
れ
、
そ
の
実
践
を
通

じ
て
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
い
る
。

②
気
候
変
動
に
よ
る
災
害
の
激
甚
化
や

頻
発
化
に
対
し
て
、
個
別
避
難
計
画
や

防
災
行
動
計
画 

（
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
）
の

策
定
が
重
要
と
考
え
る
が
、
市
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

◆
総
務
部
長

　
個
別
避
難
計
画
は
、
今
年
度
、
福
祉

部
を
中
心
に
危
機
管
理
課
と
協
働
し
て

居
宅
介
護
支
援
事
業
協
議
会
の
皆
さ
ま

を
交
え
な
が
ら
作
成
に
向
か
っ
て
い

る
。
防
災
行
動
計
画
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
個
々
に
作
成
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

啓
発
し
て
い
る
。

◆
福
祉
部
長

　
令
和
２
年
、
３
年
の
豪
雨
災
害
で
の

経
験
を
踏
ま
え
、
今
後
は
、
市
と
福
祉

施
設
運
営
者
と
の
協
議
も
進
め
、
ま
ず

は
福
祉
避
難
所
を
確
保
し
、
個
別
避
難

計
画
に
つ
な
げ
て
い
く
。

子
育
て
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

　
日
本
学
生
支
援
機
構
は
、
企
業
が
社

員
の
奨
学
金
返
還
額
を
機
構
へ
直
接
送

金 

（
代
理
返
還
）
で
き
る
支
援
制
度
へ

と
改
善
し
た
。
制
度
導
入
企
業
に
対
し

て
行
政
が
支
援
を
行
い
、
地
域
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
が
有
意
義
で
あ
る
が
、

そ
の
考
え
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
こ
の
制
度
は
、Ｕ
タ
ー
ン
就
職
の

き
っ
か
け
と
な
る
と
考
え
る
。
今
後
は

関
係
機
関
と
連
携
し
て
制
度
登
録
へ
の

周
知
や
、
市
の
支
援
事
業
等
も
合
わ
せ

て
制
度
利
用
を
促
す
な
ど
、
事
業
者
の

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら

検
討
を
し
て
い
く
。

救
急
車
の
適
正
な
利
用
に
つ
い
て

　
救
急
車
の
出
動
件
数
は
、
全
国
で
前

年
比
約
26
万
件
増
加
し
、
今
後
も
増
加

す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
岐
阜
県
で
は
、
10
月
を
目
途
に
電
話

相
談
窓
口 

「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー 

（
＃
７
１
１
９
）」
を
設
置
す
る
と
し
て

い
る
。
市
の
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

◆
消
防
長

　
救
急
車
の
適
正
利
用
に
関
し
、「
＃
７

１
１
９
」
の
導
入
は
有
効
で
あ
り
、
限

ら
れ
た
医
療
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る

一
翼
を
担
え
る
と
考
え
て
い
る
。
令
和

５
年
秋
頃
よ
り
岐
阜
県
全
域
で
運
用
予

定
で
あ
り
、
当
市
も
足
並
み
を
そ
ろ
え

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

８　番　（公明党）
田中副武議員

岐
阜
県
南
飛
騨
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
周
辺
エ
リ
ア
の
今
後
の
活
用
に
つ

い
て

①
市
と
し
て
の
今
後
の
活
用
方
策
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
下
呂
市
が
県
施
設
の
指
定
管
理
者
と

な
り
地
元
や
関
係
事
業
者
の
方
々
と
協

働
し
、
農
業
や
森
林
空
間
を
生
か
し
た

健
康
体
験
の
拠
点
づ
く
り
が
で
き
な
い

か
、
そ
の
実
現
の
可
能
性
も
含
め
て
検

討
し
て
い
る
。

◆
農
林
部
理
事

　
周
辺
の
市
有
林
に
つ
い
て
は
、
地
域

で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
、
岐
阜
県

立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
協
力
を
い

た
だ
き
、
森
林 

・
環
境
教
育
の
場
と
し

て
も
利
用
で
き
る
よ
う
整
備
を
進
め
て

い
き
た
い
。

②
飛
騨
川
温
泉
し
み
ず
の
湯
と
の
連
携

強
化
の
考
え
方
は
。

◆
市
民
保
健
部
長

　
市
が
指
定
管
理
を
受
託
で
き
れ
ば
、

し
み
ず
の
湯
が
持
つ
健
康
づ
く
り
の
人

材
と
周
辺
環
境 

・
施
設
等
を
活
用
し
、

こ
れ
ま
で
の
知
識 

・
経
験
を
生
か
し
た

魅
力
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
が
可
能
で

あ
る
と
考
え
る
。

令
和
４
年
度
に
お
け
る
市
の
組
織
再
編

の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て

　
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
市
役
所
づ
く

り
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
成
果

は
。

◆
総
務
部
長

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
、
こ
ど
も
家
庭

課
、
デ
ジ
タ
ル
課
の
創
設
に
よ
り
、
そ

の
名
が
示
す
と
お
り
業
務
分
担
が
わ
か

り
や
す
く
な
り
、
市
民
保
健
部
の
創
設

に
よ
る
健
診
業
務
の
連
携
強
化
、
デ
ジ

タ
ル
課
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
会
議
や
業
務

の
効
率
化
が
図
ら
れ
、
併
せ
て
市
民
サ

ー
ビ
ス
課
の
窓
口
拡
充
に
よ
る
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
た
と
考
え

る
。

下
呂
市
に
お
け
る
今
後
の
学
校
運
営
に

つ
い
て

　
市
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
数
が
今

後
減
少
す
る
見
込
み
の
中
で
、
学
校
統

合
に
向
け
た
考
え
は
。

◆
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
下
呂
市
小
中
学
校
適
正
規
模
検
討
委

員
会
の
報
告
書
に
あ
る
望
ま
し
い
適
正

規
模
、
教
育
環
境
、
保
護
者
や
地
域
住

民
に
と
っ
て
の
学
校
の
在
り
方
を
十
分

考
慮
し
た
上
で
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

よ
り
良
い
教
育
環
境
に
つ
い
て
は
、
10

年
先
を
見
据
え
た
考
え
方
が
必
要
で
あ

る
。

受
動
喫
煙
対
策
に
つ
い
て

　
観
光
立
市
の
取
り
組
み
と
し
て
、
喫

煙
所
設
置
の
考
え
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
昨
年
度
、
温
泉
街
で
の
喫
煙
所
設
置

の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
設

置
に
適
当
な
場
所
が
な
い
こ
と
や
、
管

理
上
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
設
置
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
引
き
続
き
検
討
を

行
っ
て
い
く
。

若
者
が
あ
ふ
れ
る
日
帰
り
温
泉
施
設
に

つ
い
て

　
市
内
の
温
泉
利
用
人
口
拡
大
に
向
け

若
者
を
取
り
込
む
施
策
と
し
て
、
幼
少

期
か
ら
温
泉
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
能

力
を
身
に
付
け
る
目
的
で
、
市
内
小
学

生
の
利
用
料
金
を
全
額
、
同
伴
家
族
の

利
用
料
金
の
半
額
を
市
の
負
担
と
し
、

温
泉
の
素
晴
ら
し
さ
を
次
の
若
い
世
代

に
引
き
継
ぐ 

「
こ
ど
も
温
泉
大
使
制

度
」
を
提
案
す
る
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
市
内
小 

・
中 

・
高
等
学
校
、
特
別

支
援
学
校
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
に

下
呂
市
の
観
光
や
温
泉
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
観
光
講
座
を

実
施
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
今
後
も

下
呂
市
の
大
切
な
資
源
で
あ
る
温
泉
に

つ
い
て
親
し
み
、
理
解
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
普
及 

・
啓
発
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

◆
市
長

　
温
泉
利
用
人
口
を
拡
大
し
て
い
く
こ

と
は
、
市
の
役
割
と
し
て
重
々
認
識
を

し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
方
法
も
含
め

て
多
く
の
方
々
が
入
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
な
研
究
を
し
っ
か
り
と
し
て
い
き
た

い
。

市
民・
観
光
客
を
対
象
と
し
た
弾
道
ミ

サ
イ
ル
に
対
す
る
避
難
訓
練
の
実
施
に

つ
い
て

　
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
よ

り
、
昨
年
10
月 

・
11
月
と
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

通
報
が
相
次
ぎ
、
県
内
で
も
有
事
へ
の

備
え
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
市
内
で
は
平
成
29
年
に
市
民
が
参
加

す
る
訓
練
が
行
わ
れ
た
実
績
は
あ
る

が
、
公
共 

・
民
間
を
問
わ
ず
、
地
下
道

な
ど 

「
緊
急
一
時
避
難
施
設
」
の
再
認

識
を
し
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
飛
来
を
想

定
し
た
市
民 

・
観
光
客
を
対
象
と
し
た

市
独
自
の
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
考
え

は
な
い
か
。

◆
総
務
部
長

　
一
般
的
に
そ
う
い
っ
た
場
合
の
避
難

場
所
に
つ
い
て
は
、
地
下
や
強
固
な
建

物
内
が
有
効
と
さ
れ
て
い
る
が
、
市
内

に
有
効
な
場
所
が
少
な
く
、
す
べ
て
の

方
が
逃
げ
込
め
る
施
設
な
ど
が
な
い
。

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射

の
警
告
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
は
、
物
陰

に
隠
れ
る
、
少
し
で
も
頑
丈
な
建
物
の

中
に
入
る
、
周
囲
に
何
も
な
け
れ
ば
身

を
低
く
す
る
な
ど
の
瞬
時
の
行
動
が
で

き
、
し
っ
か
り
と
命
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
啓
発
し
て
い
く
こ
と
が
市
の

責
務
と
考
え
る
。

６　番
尾里集務議員

３　番
飯塚英夫議員

GERO CITY assembly

10下呂市議会だより11 下呂市議会だより

コ
ロ
ナ
収
束
後
の
教
育
の
在
り
方
に
つ

い
て

①
い
ま
だ
だ
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
戸
惑
い
の
教
育

現
場
の
中
で
、
教
職
員
、
児
童
生
徒
、

保
護
者
が
学
ん
だ
も
の
と
は
。

◆
教
育
長

　
新
し
い
も
の 

・
方
法
を
創
造
し
て
い

く
力
。
感
謝
の
心
。
や
っ
て
み
る
、
経

験
す
る
こ
と
の
大
切
さ
。
健
康
の
あ
り

が
た
さ
を
学
ん
だ
。

　
学
校
や
地
域
、
家
庭
な
ど
も
含
め
、

多
く
の
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
、
新
た
な

知
恵
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
あ
き
ら
め

ず
、
学
び
を
止
め
ず
に
試
行
錯
誤
し
た

こ
と
は
、
未
来
に
向
け
て
役
立
つ
も
の

と
思
う
。

②
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
つ
つ
あ
る

今
、
こ
れ
か
ら
の
下
呂
市
の
教
育
に
は

何
が
必
要
な
の
か
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
に

希
望
を
見
出
し
、
ど
の
よ
う
な
将
来
像

を
描
い
て
い
る
の
か
。

◆
教
育
長

　
下
呂
市
の
教
育
環
境
、
教
育
資
源
に

感
謝
す
る
。
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
の

展
開
は
、
下
呂
市
の
教
育
の
強
み
で
も

あ
り
誇
り
で
も
あ
る
。
心
の
通
っ
た
教

育
を
こ
れ
か
ら
も
展
開
し
て
い
き
た

い
。
そ
の
他
、
教
育
Ｄ
Ｘ
の
有
効
な
活

用
や
一
人
一
人
の
困
り
感
、
多
様
化
す

る
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
び
の
環
境
・
体

制
を
整
え
た
い
。

地
域
振
興
部
新
設
に
係
る
評
価
検
証
に

つ
い
て

①
新
設
さ
れ
て
１
年
を
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
振
興

に
対
す
る
貢
献
等
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
成
果
が
生
み
出
さ
れ
た
の
か
。

◆
地
域
振
興
部
長

　
今
年
度
は
、
各
振
興
事
務
所
に
お
け

る
情
報
共
有 

・
認
識
の
整
合
を
図
り
な

が
ら
、
地
域
振
興
部
が
ま
と
め
役
と
な

り
、
各
部
と
振
興
事
務
所
間
の
調
整
等

を
行
い
、
統
一
的
な
業
務
の
執
行
に
努

め
て
き
た
。

　
市
民
会
館
や
公
民
館
の
運
用
、
原
材

料
支
給
等
の
取
り
扱
い
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
や
集
落
支
援
員
の
設
置
、
ご
み

の
出
し
方
の
変
更
等
に
係
る
調
整
を

行
っ
て
い
る
。

②
令
和
５
年
度
に
お
け
る
地
域
振
興
部

と
し
て
の
業
務
目
標
は
。

◆
地
域
振
興
部
長

　
令
和
５
年
度
は
、
移
住
定
住
推
進
専

門
員
を
配
置
し
、
移
住
定
住
に
係
る
相

談
支
援
体
制
の
強
化
を
図
る
。そ
の
後
、

関
連
窓
口
の
一
本
化
な
ど
、
そ
の
仕
組

み
・
体
制
の
構
築
に
向
け
て
各
部
と
の

連
携
強
化
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。
ま

た
、
人
口
減
少
を
見
据
え
た
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
自
治
会

や
地
域
、
各
振
興
事
務
所
と
共
に
進
め

て
い
き
た
い
。

５　番
田中喜登議員



物
価
高
か
ら
市
民
の
く
ら
し
　
中
小
規

模
事
業
者
経
営
を
し
っ
か
り
支
援
を

①
地
域
経
済
を
担
う
中
小
規
模
事
業
者

の
支
援
策
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
経
営
環
境
の
変
化
に
対
し
て
経
営
改

善
や
事
業
承
継
等
に
よ
り
事
業
の
見
直

し
が
さ
れ
る
際
に
は
、 「
経
営
発
達
支

援
計
画
」
に
基
づ
き
市
と
商
工
会
に
よ

る
支
援
を
進
め
る
。

②
市
は
入
札
参
加
資
格
に
イ
ン
ボ
イ
ス

登
録
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
入
札
参
加
資
格
の
要
件
と
し
て
定
め

る
予
定
は
な
い
。

③
中
小
企
業 

・
小
規
模
企
業
振
興
基
本

条
例
制
定
へ
の
取
り
組
み
を
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
経
営
発
達
支
援
計
画
等
、
個
々
の
計

画
を
総
合
的
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、そ
の
根
拠
と
な
る
条
例
と
し
て
、

制
定
に
向
け
前
向
き
に
検
討
す
る
。

「
持
続
可
能
な
地
域
」
の
た
め
　
農
業

が
続
け
ら
れ
る
施
策
と
支
援
を

　
従
来
か
ら
の
施
策
だ
け
で
な
く
、
農

業
を
担
う
者
の
確
保
お
よ
び
育
成
が
大

事
。

①
家
族
農
業
を
励
ま
す
施
策
を｡

◆
農
林
部
長

　
ア
プ
リ
事
業
者
と
連
携
し
た
農
業
担

い
手
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
所
得
向
上
や
生

活
安
定
に
向
け
、
兼
業
収
入
で
生
計
を

立
て
る 

「
半
農
半
Ｘ（
エ
ッ
ク
ス
）」
の

取
り
組
み
を
始
め
、
労
働
力
不
足
解
消

を
目
指
し
て
い
る
。

②
学
校
給
食
に
地
元
農
産
物
活
用
を
増

や
す
。

◆
農
林
部
長

　
学
校
給
食
地
産
地
消
推
進
事
業
に
よ

り
給
食
に
下
呂
市
産
米
を
使
用
し
、
郷

土
の
食
材
と
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
、

食
育
推
進
と
農
業
振
興
を
図
る
。

◆
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
食
育
の
一
環
と
し
て
地
元
食
材
の
理

解
を
深
め
る
取
り
組
み
を
行
い
、
地
元

食
材
の
使
用
を
推
進
し
て
い
く
。

脱
炭
素
社
会
へ
の
転
換
は
　
総
合
的
な

ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
て

　
特
に
、
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
を
。

◆
環
境
水
道
部
長

　
地
域
の
特
性
を
最
大
限
生
か
し
た
再

生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入

の
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

災
害
の
時
代
に
対
応
し
た
体
制
を

　
市
は
災
害
時
に
お
け
る
き
び
し
い
想

定
を
基
に
、
危
機
管
理
体
制
の
検
証
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

◆
総
務
部
長

　
危
機
管
理
体
制
の
見
直
し
、
広
域
的

な
人
員
応
援
体
制
の
構
築
、
自
助
共
助

の
推
進
な
ど
、
市
が
一
体
と
な
っ
て
進

め
て
い
き
た
い
。

13 番　（日本共産党）
中島新吾議員

も
っ
と
子
育
て
支
援
に
全
力
を

　
今
、
深
刻
な
少
子
化
に
直
面
し
て
お

り
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
緊
急
課
題
と
考
え
る
。
３
歳
未

満
児
保
育
料
の
無
料
化
に
向
け
た
取
り

組
み
推
進
と
、
保
育
士
不
足
の
解
決
に

向
け
て
安
定
し
た
保
育
環
境
の
確
保
の

た
め
に
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
正
規

職
員
化
を
。

◆
福
祉
部
長

　
３
歳
未
満
児
保
育
料
は
、
家
庭
で
保

育
を
行
う
世
帯
と
の
公
平
性
も
考
慮

し
、
近
隣
市
の
保
育
料
と
も
比
較
し
な

が
ら
負
担
軽
減
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

◆
市
長

　
女
性
が
働
け
る
環
境
整
備
は
し
っ
か

り
や
っ
て
い
き
た
い
。
将
来
的
に
も
、

今
し
っ
か
り
検
討
し
て
公
約
の
実
現
に

向
け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
社
会
に
向
き
合
っ
た
補
聴
器
助
成

で
聞
こ
え
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

　
認
知
症
予
防
、
高
齢
者
の
社
会
参
加

促
進
で
、
元
気
な
地
域
を
作
る
た
め
に

は
、
補
聴
器
購
入
助
成
で
聞
こ
え
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
が
必
要
で
は
。

◆
福
祉
部
長

　
介
護
予
防
事
業
を
進
め
る
に
当
っ
て

は
、
難
聴
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
体
の

衰
え
を
感
じ
る
人
す
べ
て
に
公
平
な
対

応
を
す
る
こ
と
が
重
要
と
捉
え
、
集
い

の
場
や
各
種
活
動
へ
の
参
加
な
ど
、
人

と
の
つ
な
が
り
の
機
会
を
増
や
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
体
の
状
態
に
配
慮
し
な
が

ら
、
元
気
な
地
域
づ
く
り
へ
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

軍
備
拡
張 

・
増
税
は
市
民
の
暮
ら
し
を

圧
迫

　
軍
拡
財
源
の
大
増
税
の
圧
力
は
、
社

会
保
障
や
教
育
予
算
を
削
り
、
物
価
高

騰
で
困
窮
す
る
市
民
を
さ
ら
に
追
い
詰

め
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
敵
基
地
攻
撃

能
力
の
保
持
は
、
近
隣
諸
国
と
の
緊
張

を
高
め
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
交
流
人

口
の
減
少
を
招
き
、
観
光
地
下
呂
市
に

と
っ
て
も
影
響
が
で
る
と
思
う
が
市
長

の
見
解
は
。

◆
市
長

　
当
然
、
観
光
に
影
響
が
出
る
こ
と
に

つ
い
て
非
常
に
心
配
し
て
い
る
。

　
物
価
高
や
近
隣
国
と
の
緊
張
も
含
め

て
最
近
の
世
界
情
勢
を
見
れ
ば
、
元
か

ら
言
え
ば
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
あ
る
と
思
う
。
こ
れ
が
長
引
け

ば
日
本
に
も
下
呂
市
に
と
っ
て
も
非
常

に
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

危
惧
し
て
い
る
。
１
日
も
早
い
戦
争
の

終
結
を
望
ん
で
い
る
。

下
呂
市
森
林
づ
く
り
基
本
計
画
に
つ
い
て

①
計
画
策
定
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
。

◆
農
林
部
理
事

　
森
林
経
営
管
理
制
度
や
森
林
環
境
譲

与
税
が
始
ま
る
な
ど
、
林
務
行
政
を
取

り
巻
く
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
、
市
森

林
管
理
委
員
会
か
ら 

「
市
で
も
中
長
期

的
な
方
針
を
示
す
必
要
が
あ
る
」
と
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
と
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
２
年
間
で
延
べ
24
回

会
議
を
開
催
し
、議
論
や
調
整
を
行
い
、

県
農
林
事
務
所
と
の
協
議
を
重
ね
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
に
よ
る
意
見

の
反
映
を
経
て
策
定
し
た
。

②
計
画
の
特
徴
に
つ
い
て
。

◆
農
林
部
理
事

　
計
画
の
基
本
理
念
は
、 「
１
０
０
年

先
を
見
据
え
た
温
故
創
新
の
森
林
づ
く

り
」。
施
策
の
柱
で
あ
る
①
森
林
を
守

り
育
て
る
、②
木
を
活
か
す
、③
森
を
知

り 
・
森
を
活
か
す
、
と
い
う
基
本
方
針

に
基
づ
き
、
現
状
と
課
題
、
施
策
の
方

向
性
、
具
体
的
な
施
策
を
取
り
ま
と
め

る
と
共
に
、
10
項
目
の
目
標
数
値
を
定

め
て
い
る
。

巌
立
峡
ひ
め
し
ゃ
が
の
湯
の
営
業
休
止

を
踏
ま
え
て

①
そ
の
他
市
内
関
連
施
設
へ
の
対
応
に

つ
い
て
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
こ
れ
ま
で
の
公
の
施
設
見
直
し
事
業

の
取
り
組
み
を
踏
襲
し
つ
つ
も
一
律
的

な
判
断
を
行
う
の
で
な
く
、
安
心 

・
安

全
な
施
設
管
理
を
第
一
に
各
施
設
の
効

果
や
必
要
性
、
取
り
巻
く
環
境
、
利
用

状
況
や
施
設
維
持
に
要
す
る
費
用
等
を

把
握
・
整
理
し
、
各
施
設
の
在
り
方
を

見
定
め
て
い
き
た
い
。

②
税
収
減
の
現
状
の
中
で
ふ
る
さ
と
納

税
増
額
に
よ
る
対
策
に
つ
い
て
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
返
礼
品
数
の
さ
ら
な
る
増
加
に
取
り

組
む
た
め
、
事
業
者
を
訪
問
し
た
り
、

市
場
の
動
向
を
見
な
が
ら
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
情
報
発
信

力
の
強
化
と
し
て
有
効
で
あ
る
も
の
を

見
極
め
な
が
ら
活
用
し
て
い
き
た
い
。

県
道
改
良
の
見
通
し
に
つ
い
て

　
市
内
の
主
要
な
県
道
の
改
良
事
業
に

係
る
要
望
状
況
お
よ
び
そ
の
進
捗
に
つ

い
て
。

◆
建
設
部
長

　
各
自
治
会
等
か
ら
の
要
望
事
項
は
、

市
建
設
部
を
経
由
し
て
県
下
呂
土
木
事

務
所
の
担
当
部
署
へ
伝
達
し
、
地
域
そ

れ
ぞ
れ
の
課
題
に
応
じ
て
事
業
計
画
を

進
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い

る
。
要
望
内
容
に
対
し
丁
寧
に
回
答
を

い
た
だ
き
、
順
次
事
業
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

市
内
商
工
会
と
の
連
携
に
つ
い
て

　「
下
呂
市
地
元
応
援
商
品
券
２
０
２

２
」
に
つ
い
て
。

①
利
用
状
況
と
換
金
状
況
は
。
ま
た
、

経
済
効
果
と
市
民 

・
市
内
商
工
事
業
者

の
評
価
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
換
金
率
97 

・
71
％
で
あ
り
、
商
品
券

の
利
用
額
以
上
の
経
済
効
果
や
、
商
品

券
に
絡
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
な
ど
に

よ
り
換
金
額
に
現
れ
な
い
相
乗
効
果
も

あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
事
業
者
の
良

い
評
価
が
あ
る
一
方
、
課
題
や
ご
意
見

も
い
た
だ
い
た
。
今
後
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

事
業
の
検
証
を
行
い
た
い
。

②
今
回
で
３
度
目
の
配
付
と
な
っ
た

が
、
問
題
点
と
今
後
の
課
題
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
紙
の
商
品
券
で
あ
る
た
め
、
印
刷
や

郵
送
経
費
、
換
金
処
理
の
手
間
が
課
題

で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
関
係

課
や
商
工
会
、
事
業
者
と
も
連
携
し
て

進
め
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

③
市
、
商
工
事
業
者
、
商
工
会
の
現
在

の
連
携
状
況
と
今
後
の
協
力
体
制
の
考

え
方
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
商
工
会
と
共
同
で
策
定
し
た
各
種
計

画
に
基
づ
き
、
小
規
模
事
業
者
の
経
営

改
善
や
、
創
業
予
定
者
や
新
規
創
業
事

業
者
の
支
援
を
連
携
し
て
行
っ
て
い

る
。

　
来
年
度
以
降
も
各
種
計
画
の
推
進

や
、
国
の
事
業
の
導
入
に
つ
い
て
も
連

携
し
て
実
施
し
て
い
く
。

市
監
査
委
員
の
選
任
の
あ
り
方
に
つ
い

て①
選
任
に
当
た
っ
て
の
考
え
方
と
任
期

は
。
現
在
の
監
査
委
員
が
持
つ
資
格
と

就
任
年
数
は
。

◆
監
査
委
員
事
務
局
長

　
地
方
自
治
法
の
規
定
や
全
国
的
な
選

任
状
況
を
鑑
み
、
委
員
候
補
者
を
選
考

し
て
い
る
。

　
現
委
員
は
税
理
士
資
格
を
持
ち
、
経

営
状
況
な
ど
の
把
握
に
専
門
的
知
見
を

有
す
る
委
員
と
、
元
市
職
員
で
自
治
体

運
営
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る

委
員
の
２
名
。
任
期
は
４
年
で
現
在
１

期
目
の
３
年
目
で
あ
る
。

②
今
後
の
監
査
委
員
選
任
の
あ
り
方

は
。

◆
副
市
長

　
地
方
自
治
法
に
規
定
さ
れ
た
選
任
の

考
え
方
を
基
本
と
す
る
。
関
係
法
令
の

ほ
か
、
非
常
に
多
く
の
知
識
が
必
要
で

あ
り
、
監
査
現
場
の
経
験
値
も
重
要
と

考
え
る
。

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　「
下
呂
市
多
文
化
共
生
推
進
基
本
方

針
」に
お
け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
各
課

題
の
進
捗
状
況
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
翻
訳
ア
プ
リ
の
導
入
に
よ
る
外
国
人

へ
の
行
政
情
報
の
発
信
や
、
雇
用
事
業

所
と
の
意
見
交
換
会
に
よ
り
情
報
共
有

や
課
題
の
把
握
な
ど
に
努
め
た
。

12 番　（日本共産党）
吾郷孝枝議員

２　番
田口琢弥議員

10　番
伊藤嚴悟議員

GERO CITY assemblyGERO CITY assembly

12下呂市議会だより13 下呂市議会だより

物
価
高
か
ら
市
民
の
く
ら
し
　
中
小
規

模
事
業
者
経
営
を
し
っ
か
り
支
援
を

①
地
域
経
済
を
担
う
中
小
規
模
事
業
者

の
支
援
策
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
経
営
環
境
の
変
化
に
対
し
て
経
営
改

善
や
事
業
承
継
等
に
よ
り
事
業
の
見
直

し
が
さ
れ
る
際
に
は
、 「
経
営
発
達
支

援
計
画
」
に
基
づ
き
市
と
商
工
会
に
よ

る
支
援
を
進
め
る
。

②
市
は
入
札
参
加
資
格
に
イ
ン
ボ
イ
ス

登
録
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
入
札
参
加
資
格
の
要
件
と
し
て
定
め

る
予
定
は
な
い
。

③
中
小
企
業 

・
小
規
模
企
業
振
興
基
本

条
例
制
定
へ
の
取
り
組
み
を
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
経
営
発
達
支
援
計
画
等
、
個
々
の
計

画
を
総
合
的
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、そ
の
根
拠
と
な
る
条
例
と
し
て
、

制
定
に
向
け
前
向
き
に
検
討
す
る
。

「
持
続
可
能
な
地
域
」
の
た
め
　
農
業

が
続
け
ら
れ
る
施
策
と
支
援
を

　
従
来
か
ら
の
施
策
だ
け
で
な
く
、
農

業
を
担
う
者
の
確
保
お
よ
び
育
成
が
大

事
。

①
家
族
農
業
を
励
ま
す
施
策
を｡

◆
農
林
部
長

　
ア
プ
リ
事
業
者
と
連
携
し
た
農
業
担

い
手
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
所
得
向
上
や
生

活
安
定
に
向
け
、
兼
業
収
入
で
生
計
を

立
て
る 

「
半
農
半
Ｘ（
エ
ッ
ク
ス
）」
の

取
り
組
み
を
始
め
、
労
働
力
不
足
解
消

を
目
指
し
て
い
る
。

②
学
校
給
食
に
地
元
農
産
物
活
用
を
増

や
す
。

◆
農
林
部
長

　
学
校
給
食
地
産
地
消
推
進
事
業
に
よ

り
給
食
に
下
呂
市
産
米
を
使
用
し
、
郷

土
の
食
材
と
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
、

食
育
推
進
と
農
業
振
興
を
図
る
。

◆
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
食
育
の
一
環
と
し
て
地
元
食
材
の
理

解
を
深
め
る
取
り
組
み
を
行
い
、
地
元

食
材
の
使
用
を
推
進
し
て
い
く
。

脱
炭
素
社
会
へ
の
転
換
は
　
総
合
的
な

ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
て

　
特
に
、
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
を
。

◆
環
境
水
道
部
長

　
地
域
の
特
性
を
最
大
限
生
か
し
た
再

生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入

の
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

災
害
の
時
代
に
対
応
し
た
体
制
を

　
市
は
災
害
時
に
お
け
る
き
び
し
い
想

定
を
基
に
、
危
機
管
理
体
制
の
検
証
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

◆
総
務
部
長

　
危
機
管
理
体
制
の
見
直
し
、
広
域
的

な
人
員
応
援
体
制
の
構
築
、
自
助
共
助

の
推
進
な
ど
、
市
が
一
体
と
な
っ
て
進

め
て
い
き
た
い
。

13 番　（日本共産党）
中島新吾議員

も
っ
と
子
育
て
支
援
に
全
力
を

　
今
、
深
刻
な
少
子
化
に
直
面
し
て
お

り
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
緊
急
課
題
と
考
え
る
。
３
歳
未

満
児
保
育
料
の
無
料
化
に
向
け
た
取
り

組
み
推
進
と
、
保
育
士
不
足
の
解
決
に

向
け
て
安
定
し
た
保
育
環
境
の
確
保
の

た
め
に
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
正
規

職
員
化
を
。

◆
福
祉
部
長

　
３
歳
未
満
児
保
育
料
は
、
家
庭
で
保

育
を
行
う
世
帯
と
の
公
平
性
も
考
慮

し
、
近
隣
市
の
保
育
料
と
も
比
較
し
な

が
ら
負
担
軽
減
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

◆
市
長

　
女
性
が
働
け
る
環
境
整
備
は
し
っ
か

り
や
っ
て
い
き
た
い
。
将
来
的
に
も
、

今
し
っ
か
り
検
討
し
て
公
約
の
実
現
に

向
け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
社
会
に
向
き
合
っ
た
補
聴
器
助
成

で
聞
こ
え
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

　
認
知
症
予
防
、
高
齢
者
の
社
会
参
加

促
進
で
、
元
気
な
地
域
を
作
る
た
め
に

は
、
補
聴
器
購
入
助
成
で
聞
こ
え
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
が
必
要
で
は
。

◆
福
祉
部
長

　
介
護
予
防
事
業
を
進
め
る
に
当
っ
て

は
、
難
聴
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
体
の

衰
え
を
感
じ
る
人
す
べ
て
に
公
平
な
対

応
を
す
る
こ
と
が
重
要
と
捉
え
、
集
い

の
場
や
各
種
活
動
へ
の
参
加
な
ど
、
人

と
の
つ
な
が
り
の
機
会
を
増
や
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
体
の
状
態
に
配
慮
し
な
が

ら
、
元
気
な
地
域
づ
く
り
へ
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

軍
備
拡
張 

・
増
税
は
市
民
の
暮
ら
し
を

圧
迫

　
軍
拡
財
源
の
大
増
税
の
圧
力
は
、
社

会
保
障
や
教
育
予
算
を
削
り
、
物
価
高

騰
で
困
窮
す
る
市
民
を
さ
ら
に
追
い
詰

め
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
敵
基
地
攻
撃

能
力
の
保
持
は
、
近
隣
諸
国
と
の
緊
張

を
高
め
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
交
流
人

口
の
減
少
を
招
き
、
観
光
地
下
呂
市
に

と
っ
て
も
影
響
が
で
る
と
思
う
が
市
長

の
見
解
は
。

◆
市
長

　
当
然
、
観
光
に
影
響
が
出
る
こ
と
に

つ
い
て
非
常
に
心
配
し
て
い
る
。

　
物
価
高
や
近
隣
国
と
の
緊
張
も
含
め

て
最
近
の
世
界
情
勢
を
見
れ
ば
、
元
か

ら
言
え
ば
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
あ
る
と
思
う
。
こ
れ
が
長
引
け

ば
日
本
に
も
下
呂
市
に
と
っ
て
も
非
常

に
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

危
惧
し
て
い
る
。
１
日
も
早
い
戦
争
の

終
結
を
望
ん
で
い
る
。

下
呂
市
森
林
づ
く
り
基
本
計
画
に
つ
い
て

①
計
画
策
定
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
。

◆
農
林
部
理
事

　
森
林
経
営
管
理
制
度
や
森
林
環
境
譲

与
税
が
始
ま
る
な
ど
、
林
務
行
政
を
取

り
巻
く
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
、
市
森

林
管
理
委
員
会
か
ら 
「
市
で
も
中
長
期

的
な
方
針
を
示
す
必
要
が
あ
る
」
と
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
と
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
２
年
間
で
延
べ
24
回

会
議
を
開
催
し
、議
論
や
調
整
を
行
い
、

県
農
林
事
務
所
と
の
協
議
を
重
ね
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
に
よ
る
意
見

の
反
映
を
経
て
策
定
し
た
。

②
計
画
の
特
徴
に
つ
い
て
。

◆
農
林
部
理
事

　
計
画
の
基
本
理
念
は
、 「
１
０
０
年

先
を
見
据
え
た
温
故
創
新
の
森
林
づ
く

り
」。
施
策
の
柱
で
あ
る
①
森
林
を
守

り
育
て
る
、②
木
を
活
か
す
、③
森
を
知

り 

・
森
を
活
か
す
、
と
い
う
基
本
方
針

に
基
づ
き
、
現
状
と
課
題
、
施
策
の
方

向
性
、
具
体
的
な
施
策
を
取
り
ま
と
め

る
と
共
に
、
10
項
目
の
目
標
数
値
を
定

め
て
い
る
。

巌
立
峡
ひ
め
し
ゃ
が
の
湯
の
営
業
休
止

を
踏
ま
え
て

①
そ
の
他
市
内
関
連
施
設
へ
の
対
応
に

つ
い
て
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
こ
れ
ま
で
の
公
の
施
設
見
直
し
事
業

の
取
り
組
み
を
踏
襲
し
つ
つ
も
一
律
的

な
判
断
を
行
う
の
で
な
く
、
安
心 

・
安

全
な
施
設
管
理
を
第
一
に
各
施
設
の
効

果
や
必
要
性
、
取
り
巻
く
環
境
、
利
用

状
況
や
施
設
維
持
に
要
す
る
費
用
等
を

把
握
・
整
理
し
、
各
施
設
の
在
り
方
を

見
定
め
て
い
き
た
い
。

②
税
収
減
の
現
状
の
中
で
ふ
る
さ
と
納

税
増
額
に
よ
る
対
策
に
つ
い
て
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
返
礼
品
数
の
さ
ら
な
る
増
加
に
取
り

組
む
た
め
、
事
業
者
を
訪
問
し
た
り
、

市
場
の
動
向
を
見
な
が
ら
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
情
報
発
信

力
の
強
化
と
し
て
有
効
で
あ
る
も
の
を

見
極
め
な
が
ら
活
用
し
て
い
き
た
い
。

県
道
改
良
の
見
通
し
に
つ
い
て

　
市
内
の
主
要
な
県
道
の
改
良
事
業
に

係
る
要
望
状
況
お
よ
び
そ
の
進
捗
に
つ

い
て
。

◆
建
設
部
長

　
各
自
治
会
等
か
ら
の
要
望
事
項
は
、

市
建
設
部
を
経
由
し
て
県
下
呂
土
木
事

務
所
の
担
当
部
署
へ
伝
達
し
、
地
域
そ

れ
ぞ
れ
の
課
題
に
応
じ
て
事
業
計
画
を

進
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い

る
。
要
望
内
容
に
対
し
丁
寧
に
回
答
を

い
た
だ
き
、
順
次
事
業
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

市
内
商
工
会
と
の
連
携
に
つ
い
て

　「
下
呂
市
地
元
応
援
商
品
券
２
０
２

２
」
に
つ
い
て
。

①
利
用
状
況
と
換
金
状
況
は
。
ま
た
、

経
済
効
果
と
市
民 

・
市
内
商
工
事
業
者

の
評
価
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
換
金
率
97 

・
71
％
で
あ
り
、
商
品
券

の
利
用
額
以
上
の
経
済
効
果
や
、
商
品

券
に
絡
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
な
ど
に

よ
り
換
金
額
に
現
れ
な
い
相
乗
効
果
も

あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
事
業
者
の
良

い
評
価
が
あ
る
一
方
、
課
題
や
ご
意
見

も
い
た
だ
い
た
。
今
後
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

事
業
の
検
証
を
行
い
た
い
。

②
今
回
で
３
度
目
の
配
付
と
な
っ
た

が
、
問
題
点
と
今
後
の
課
題
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
紙
の
商
品
券
で
あ
る
た
め
、
印
刷
や

郵
送
経
費
、
換
金
処
理
の
手
間
が
課
題

で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
関
係

課
や
商
工
会
、
事
業
者
と
も
連
携
し
て

進
め
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

③
市
、
商
工
事
業
者
、
商
工
会
の
現
在

の
連
携
状
況
と
今
後
の
協
力
体
制
の
考

え
方
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
商
工
会
と
共
同
で
策
定
し
た
各
種
計

画
に
基
づ
き
、
小
規
模
事
業
者
の
経
営

改
善
や
、
創
業
予
定
者
や
新
規
創
業
事

業
者
の
支
援
を
連
携
し
て
行
っ
て
い

る
。

　
来
年
度
以
降
も
各
種
計
画
の
推
進

や
、
国
の
事
業
の
導
入
に
つ
い
て
も
連

携
し
て
実
施
し
て
い
く
。

市
監
査
委
員
の
選
任
の
あ
り
方
に
つ
い

て①
選
任
に
当
た
っ
て
の
考
え
方
と
任
期

は
。
現
在
の
監
査
委
員
が
持
つ
資
格
と

就
任
年
数
は
。

◆
監
査
委
員
事
務
局
長

　
地
方
自
治
法
の
規
定
や
全
国
的
な
選

任
状
況
を
鑑
み
、
委
員
候
補
者
を
選
考

し
て
い
る
。

　
現
委
員
は
税
理
士
資
格
を
持
ち
、
経

営
状
況
な
ど
の
把
握
に
専
門
的
知
見
を

有
す
る
委
員
と
、
元
市
職
員
で
自
治
体

運
営
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る

委
員
の
２
名
。
任
期
は
４
年
で
現
在
１

期
目
の
３
年
目
で
あ
る
。

②
今
後
の
監
査
委
員
選
任
の
あ
り
方

は
。

◆
副
市
長

　
地
方
自
治
法
に
規
定
さ
れ
た
選
任
の

考
え
方
を
基
本
と
す
る
。
関
係
法
令
の

ほ
か
、
非
常
に
多
く
の
知
識
が
必
要
で

あ
り
、
監
査
現
場
の
経
験
値
も
重
要
と

考
え
る
。

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　「
下
呂
市
多
文
化
共
生
推
進
基
本
方

針
」に
お
け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
各
課

題
の
進
捗
状
況
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
翻
訳
ア
プ
リ
の
導
入
に
よ
る
外
国
人

へ
の
行
政
情
報
の
発
信
や
、
雇
用
事
業

所
と
の
意
見
交
換
会
に
よ
り
情
報
共
有

や
課
題
の
把
握
な
ど
に
努
め
た
。

12 番　（日本共産党）
吾郷孝枝議員

２　番
田口琢弥議員

10　番
伊藤嚴悟議員

GERO CITY assemblyGERO CITY assembly

12下呂市議会だより13 下呂市議会だより



物
価
高
か
ら
市
民
の
く
ら
し
　
中
小
規

模
事
業
者
経
営
を
し
っ
か
り
支
援
を

①
地
域
経
済
を
担
う
中
小
規
模
事
業
者

の
支
援
策
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
経
営
環
境
の
変
化
に
対
し
て
経
営
改

善
や
事
業
承
継
等
に
よ
り
事
業
の
見
直

し
が
さ
れ
る
際
に
は
、 「
経
営
発
達
支

援
計
画
」
に
基
づ
き
市
と
商
工
会
に
よ

る
支
援
を
進
め
る
。

②
市
は
入
札
参
加
資
格
に
イ
ン
ボ
イ
ス

登
録
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
入
札
参
加
資
格
の
要
件
と
し
て
定
め

る
予
定
は
な
い
。

③
中
小
企
業 

・
小
規
模
企
業
振
興
基
本

条
例
制
定
へ
の
取
り
組
み
を
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
経
営
発
達
支
援
計
画
等
、
個
々
の
計

画
を
総
合
的
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、そ
の
根
拠
と
な
る
条
例
と
し
て
、

制
定
に
向
け
前
向
き
に
検
討
す
る
。

「
持
続
可
能
な
地
域
」
の
た
め
　
農
業

が
続
け
ら
れ
る
施
策
と
支
援
を

　
従
来
か
ら
の
施
策
だ
け
で
な
く
、
農

業
を
担
う
者
の
確
保
お
よ
び
育
成
が
大

事
。

①
家
族
農
業
を
励
ま
す
施
策
を｡

◆
農
林
部
長

　
ア
プ
リ
事
業
者
と
連
携
し
た
農
業
担

い
手
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
所
得
向
上
や
生

活
安
定
に
向
け
、
兼
業
収
入
で
生
計
を

立
て
る 

「
半
農
半
Ｘ（
エ
ッ
ク
ス
）」
の

取
り
組
み
を
始
め
、
労
働
力
不
足
解
消

を
目
指
し
て
い
る
。

②
学
校
給
食
に
地
元
農
産
物
活
用
を
増

や
す
。

◆
農
林
部
長

　
学
校
給
食
地
産
地
消
推
進
事
業
に
よ

り
給
食
に
下
呂
市
産
米
を
使
用
し
、
郷

土
の
食
材
と
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
、

食
育
推
進
と
農
業
振
興
を
図
る
。

◆
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
食
育
の
一
環
と
し
て
地
元
食
材
の
理

解
を
深
め
る
取
り
組
み
を
行
い
、
地
元

食
材
の
使
用
を
推
進
し
て
い
く
。

脱
炭
素
社
会
へ
の
転
換
は
　
総
合
的
な

ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
て

　
特
に
、
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
を
。

◆
環
境
水
道
部
長

　
地
域
の
特
性
を
最
大
限
生
か
し
た
再

生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入

の
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

災
害
の
時
代
に
対
応
し
た
体
制
を

　
市
は
災
害
時
に
お
け
る
き
び
し
い
想

定
を
基
に
、
危
機
管
理
体
制
の
検
証
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

◆
総
務
部
長

　
危
機
管
理
体
制
の
見
直
し
、
広
域
的

な
人
員
応
援
体
制
の
構
築
、
自
助
共
助

の
推
進
な
ど
、
市
が
一
体
と
な
っ
て
進

め
て
い
き
た
い
。

13 番　（日本共産党）
中島新吾議員

も
っ
と
子
育
て
支
援
に
全
力
を

　
今
、
深
刻
な
少
子
化
に
直
面
し
て
お

り
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
緊
急
課
題
と
考
え
る
。
３
歳
未

満
児
保
育
料
の
無
料
化
に
向
け
た
取
り

組
み
推
進
と
、
保
育
士
不
足
の
解
決
に

向
け
て
安
定
し
た
保
育
環
境
の
確
保
の

た
め
に
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
正
規

職
員
化
を
。

◆
福
祉
部
長

　
３
歳
未
満
児
保
育
料
は
、
家
庭
で
保

育
を
行
う
世
帯
と
の
公
平
性
も
考
慮

し
、
近
隣
市
の
保
育
料
と
も
比
較
し
な

が
ら
負
担
軽
減
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

◆
市
長

　
女
性
が
働
け
る
環
境
整
備
は
し
っ
か

り
や
っ
て
い
き
た
い
。
将
来
的
に
も
、

今
し
っ
か
り
検
討
し
て
公
約
の
実
現
に

向
け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
社
会
に
向
き
合
っ
た
補
聴
器
助
成

で
聞
こ
え
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

　
認
知
症
予
防
、
高
齢
者
の
社
会
参
加

促
進
で
、
元
気
な
地
域
を
作
る
た
め
に

は
、
補
聴
器
購
入
助
成
で
聞
こ
え
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
が
必
要
で
は
。

◆
福
祉
部
長

　
介
護
予
防
事
業
を
進
め
る
に
当
っ
て

は
、
難
聴
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
体
の

衰
え
を
感
じ
る
人
す
べ
て
に
公
平
な
対

応
を
す
る
こ
と
が
重
要
と
捉
え
、
集
い

の
場
や
各
種
活
動
へ
の
参
加
な
ど
、
人

と
の
つ
な
が
り
の
機
会
を
増
や
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
体
の
状
態
に
配
慮
し
な
が

ら
、
元
気
な
地
域
づ
く
り
へ
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

軍
備
拡
張 

・
増
税
は
市
民
の
暮
ら
し
を

圧
迫

　
軍
拡
財
源
の
大
増
税
の
圧
力
は
、
社

会
保
障
や
教
育
予
算
を
削
り
、
物
価
高

騰
で
困
窮
す
る
市
民
を
さ
ら
に
追
い
詰

め
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
敵
基
地
攻
撃

能
力
の
保
持
は
、
近
隣
諸
国
と
の
緊
張

を
高
め
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
交
流
人

口
の
減
少
を
招
き
、
観
光
地
下
呂
市
に

と
っ
て
も
影
響
が
で
る
と
思
う
が
市
長

の
見
解
は
。

◆
市
長

　
当
然
、
観
光
に
影
響
が
出
る
こ
と
に

つ
い
て
非
常
に
心
配
し
て
い
る
。

　
物
価
高
や
近
隣
国
と
の
緊
張
も
含
め

て
最
近
の
世
界
情
勢
を
見
れ
ば
、
元
か

ら
言
え
ば
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
あ
る
と
思
う
。
こ
れ
が
長
引
け

ば
日
本
に
も
下
呂
市
に
と
っ
て
も
非
常

に
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

危
惧
し
て
い
る
。
１
日
も
早
い
戦
争
の

終
結
を
望
ん
で
い
る
。

下
呂
市
森
林
づ
く
り
基
本
計
画
に
つ
い
て

①
計
画
策
定
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
。

◆
農
林
部
理
事

　
森
林
経
営
管
理
制
度
や
森
林
環
境
譲

与
税
が
始
ま
る
な
ど
、
林
務
行
政
を
取

り
巻
く
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
、
市
森

林
管
理
委
員
会
か
ら 

「
市
で
も
中
長
期

的
な
方
針
を
示
す
必
要
が
あ
る
」
と
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
と
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
２
年
間
で
延
べ
24
回

会
議
を
開
催
し
、議
論
や
調
整
を
行
い
、

県
農
林
事
務
所
と
の
協
議
を
重
ね
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
に
よ
る
意
見

の
反
映
を
経
て
策
定
し
た
。

②
計
画
の
特
徴
に
つ
い
て
。

◆
農
林
部
理
事

　
計
画
の
基
本
理
念
は
、 「
１
０
０
年

先
を
見
据
え
た
温
故
創
新
の
森
林
づ
く

り
」。
施
策
の
柱
で
あ
る
①
森
林
を
守

り
育
て
る
、②
木
を
活
か
す
、③
森
を
知

り 

・
森
を
活
か
す
、
と
い
う
基
本
方
針

に
基
づ
き
、
現
状
と
課
題
、
施
策
の
方

向
性
、
具
体
的
な
施
策
を
取
り
ま
と
め

る
と
共
に
、
10
項
目
の
目
標
数
値
を
定

め
て
い
る
。

巌
立
峡
ひ
め
し
ゃ
が
の
湯
の
営
業
休
止

を
踏
ま
え
て

①
そ
の
他
市
内
関
連
施
設
へ
の
対
応
に

つ
い
て
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
こ
れ
ま
で
の
公
の
施
設
見
直
し
事
業

の
取
り
組
み
を
踏
襲
し
つ
つ
も
一
律
的

な
判
断
を
行
う
の
で
な
く
、
安
心 

・
安

全
な
施
設
管
理
を
第
一
に
各
施
設
の
効

果
や
必
要
性
、
取
り
巻
く
環
境
、
利
用

状
況
や
施
設
維
持
に
要
す
る
費
用
等
を

把
握
・
整
理
し
、
各
施
設
の
在
り
方
を

見
定
め
て
い
き
た
い
。

②
税
収
減
の
現
状
の
中
で
ふ
る
さ
と
納

税
増
額
に
よ
る
対
策
に
つ
い
て
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
返
礼
品
数
の
さ
ら
な
る
増
加
に
取
り

組
む
た
め
、
事
業
者
を
訪
問
し
た
り
、

市
場
の
動
向
を
見
な
が
ら
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
情
報
発
信

力
の
強
化
と
し
て
有
効
で
あ
る
も
の
を

見
極
め
な
が
ら
活
用
し
て
い
き
た
い
。

県
道
改
良
の
見
通
し
に
つ
い
て

　
市
内
の
主
要
な
県
道
の
改
良
事
業
に

係
る
要
望
状
況
お
よ
び
そ
の
進
捗
に
つ

い
て
。

◆
建
設
部
長

　
各
自
治
会
等
か
ら
の
要
望
事
項
は
、

市
建
設
部
を
経
由
し
て
県
下
呂
土
木
事

務
所
の
担
当
部
署
へ
伝
達
し
、
地
域
そ

れ
ぞ
れ
の
課
題
に
応
じ
て
事
業
計
画
を

進
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い

る
。
要
望
内
容
に
対
し
丁
寧
に
回
答
を

い
た
だ
き
、
順
次
事
業
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

市
内
商
工
会
と
の
連
携
に
つ
い
て

　「
下
呂
市
地
元
応
援
商
品
券
２
０
２

２
」
に
つ
い
て
。

①
利
用
状
況
と
換
金
状
況
は
。
ま
た
、

経
済
効
果
と
市
民 

・
市
内
商
工
事
業
者

の
評
価
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
換
金
率
97 

・
71
％
で
あ
り
、
商
品
券

の
利
用
額
以
上
の
経
済
効
果
や
、
商
品

券
に
絡
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
な
ど
に

よ
り
換
金
額
に
現
れ
な
い
相
乗
効
果
も

あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
事
業
者
の
良

い
評
価
が
あ
る
一
方
、
課
題
や
ご
意
見

も
い
た
だ
い
た
。
今
後
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

事
業
の
検
証
を
行
い
た
い
。

②
今
回
で
３
度
目
の
配
付
と
な
っ
た

が
、
問
題
点
と
今
後
の
課
題
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
紙
の
商
品
券
で
あ
る
た
め
、
印
刷
や

郵
送
経
費
、
換
金
処
理
の
手
間
が
課
題

で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
関
係

課
や
商
工
会
、
事
業
者
と
も
連
携
し
て

進
め
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

③
市
、
商
工
事
業
者
、
商
工
会
の
現
在

の
連
携
状
況
と
今
後
の
協
力
体
制
の
考

え
方
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
商
工
会
と
共
同
で
策
定
し
た
各
種
計

画
に
基
づ
き
、
小
規
模
事
業
者
の
経
営

改
善
や
、
創
業
予
定
者
や
新
規
創
業
事

業
者
の
支
援
を
連
携
し
て
行
っ
て
い

る
。

　
来
年
度
以
降
も
各
種
計
画
の
推
進

や
、
国
の
事
業
の
導
入
に
つ
い
て
も
連

携
し
て
実
施
し
て
い
く
。

市
監
査
委
員
の
選
任
の
あ
り
方
に
つ
い

て①
選
任
に
当
た
っ
て
の
考
え
方
と
任
期

は
。
現
在
の
監
査
委
員
が
持
つ
資
格
と

就
任
年
数
は
。

◆
監
査
委
員
事
務
局
長

　
地
方
自
治
法
の
規
定
や
全
国
的
な
選

任
状
況
を
鑑
み
、
委
員
候
補
者
を
選
考

し
て
い
る
。

　
現
委
員
は
税
理
士
資
格
を
持
ち
、
経

営
状
況
な
ど
の
把
握
に
専
門
的
知
見
を

有
す
る
委
員
と
、
元
市
職
員
で
自
治
体

運
営
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る

委
員
の
２
名
。
任
期
は
４
年
で
現
在
１

期
目
の
３
年
目
で
あ
る
。

②
今
後
の
監
査
委
員
選
任
の
あ
り
方

は
。

◆
副
市
長

　
地
方
自
治
法
に
規
定
さ
れ
た
選
任
の

考
え
方
を
基
本
と
す
る
。
関
係
法
令
の

ほ
か
、
非
常
に
多
く
の
知
識
が
必
要
で

あ
り
、
監
査
現
場
の
経
験
値
も
重
要
と

考
え
る
。

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　「
下
呂
市
多
文
化
共
生
推
進
基
本
方

針
」に
お
け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
各
課

題
の
進
捗
状
況
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
翻
訳
ア
プ
リ
の
導
入
に
よ
る
外
国
人

へ
の
行
政
情
報
の
発
信
や
、
雇
用
事
業

所
と
の
意
見
交
換
会
に
よ
り
情
報
共
有

や
課
題
の
把
握
な
ど
に
努
め
た
。

12 番　（日本共産党）
吾郷孝枝議員

２　番
田口琢弥議員

10　番
伊藤嚴悟議員

GERO CITY assemblyGERO CITY assembly

12下呂市議会だより13 下呂市議会だより

物
価
高
か
ら
市
民
の
く
ら
し
　
中
小
規

模
事
業
者
経
営
を
し
っ
か
り
支
援
を

①
地
域
経
済
を
担
う
中
小
規
模
事
業
者

の
支
援
策
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
経
営
環
境
の
変
化
に
対
し
て
経
営
改

善
や
事
業
承
継
等
に
よ
り
事
業
の
見
直

し
が
さ
れ
る
際
に
は
、 「
経
営
発
達
支

援
計
画
」
に
基
づ
き
市
と
商
工
会
に
よ

る
支
援
を
進
め
る
。

②
市
は
入
札
参
加
資
格
に
イ
ン
ボ
イ
ス

登
録
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
入
札
参
加
資
格
の
要
件
と
し
て
定
め

る
予
定
は
な
い
。

③
中
小
企
業 

・
小
規
模
企
業
振
興
基
本

条
例
制
定
へ
の
取
り
組
み
を
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
経
営
発
達
支
援
計
画
等
、
個
々
の
計

画
を
総
合
的
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、そ
の
根
拠
と
な
る
条
例
と
し
て
、

制
定
に
向
け
前
向
き
に
検
討
す
る
。

「
持
続
可
能
な
地
域
」
の
た
め
　
農
業

が
続
け
ら
れ
る
施
策
と
支
援
を

　
従
来
か
ら
の
施
策
だ
け
で
な
く
、
農

業
を
担
う
者
の
確
保
お
よ
び
育
成
が
大

事
。

①
家
族
農
業
を
励
ま
す
施
策
を｡

◆
農
林
部
長

　
ア
プ
リ
事
業
者
と
連
携
し
た
農
業
担

い
手
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
所
得
向
上
や
生

活
安
定
に
向
け
、
兼
業
収
入
で
生
計
を

立
て
る 

「
半
農
半
Ｘ（
エ
ッ
ク
ス
）」
の

取
り
組
み
を
始
め
、
労
働
力
不
足
解
消

を
目
指
し
て
い
る
。

②
学
校
給
食
に
地
元
農
産
物
活
用
を
増

や
す
。

◆
農
林
部
長

　
学
校
給
食
地
産
地
消
推
進
事
業
に
よ

り
給
食
に
下
呂
市
産
米
を
使
用
し
、
郷

土
の
食
材
と
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
、

食
育
推
進
と
農
業
振
興
を
図
る
。

◆
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　
食
育
の
一
環
と
し
て
地
元
食
材
の
理

解
を
深
め
る
取
り
組
み
を
行
い
、
地
元

食
材
の
使
用
を
推
進
し
て
い
く
。

脱
炭
素
社
会
へ
の
転
換
は
　
総
合
的
な

ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
て

　
特
に
、
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
を
。

◆
環
境
水
道
部
長

　
地
域
の
特
性
を
最
大
限
生
か
し
た
再

生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入

の
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

災
害
の
時
代
に
対
応
し
た
体
制
を

　
市
は
災
害
時
に
お
け
る
き
び
し
い
想

定
を
基
に
、
危
機
管
理
体
制
の
検
証
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

◆
総
務
部
長

　
危
機
管
理
体
制
の
見
直
し
、
広
域
的

な
人
員
応
援
体
制
の
構
築
、
自
助
共
助

の
推
進
な
ど
、
市
が
一
体
と
な
っ
て
進

め
て
い
き
た
い
。

13 番　（日本共産党）
中島新吾議員

も
っ
と
子
育
て
支
援
に
全
力
を

　
今
、
深
刻
な
少
子
化
に
直
面
し
て
お

り
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
緊
急
課
題
と
考
え
る
。
３
歳
未

満
児
保
育
料
の
無
料
化
に
向
け
た
取
り

組
み
推
進
と
、
保
育
士
不
足
の
解
決
に

向
け
て
安
定
し
た
保
育
環
境
の
確
保
の

た
め
に
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
正
規

職
員
化
を
。

◆
福
祉
部
長

　
３
歳
未
満
児
保
育
料
は
、
家
庭
で
保

育
を
行
う
世
帯
と
の
公
平
性
も
考
慮

し
、
近
隣
市
の
保
育
料
と
も
比
較
し
な

が
ら
負
担
軽
減
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

◆
市
長

　
女
性
が
働
け
る
環
境
整
備
は
し
っ
か

り
や
っ
て
い
き
た
い
。
将
来
的
に
も
、

今
し
っ
か
り
検
討
し
て
公
約
の
実
現
に

向
け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
社
会
に
向
き
合
っ
た
補
聴
器
助
成

で
聞
こ
え
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

　
認
知
症
予
防
、
高
齢
者
の
社
会
参
加

促
進
で
、
元
気
な
地
域
を
作
る
た
め
に

は
、
補
聴
器
購
入
助
成
で
聞
こ
え
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
が
必
要
で
は
。

◆
福
祉
部
長

　
介
護
予
防
事
業
を
進
め
る
に
当
っ
て

は
、
難
聴
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
体
の

衰
え
を
感
じ
る
人
す
べ
て
に
公
平
な
対

応
を
す
る
こ
と
が
重
要
と
捉
え
、
集
い

の
場
や
各
種
活
動
へ
の
参
加
な
ど
、
人

と
の
つ
な
が
り
の
機
会
を
増
や
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
体
の
状
態
に
配
慮
し
な
が

ら
、
元
気
な
地
域
づ
く
り
へ
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

軍
備
拡
張 

・
増
税
は
市
民
の
暮
ら
し
を

圧
迫

　
軍
拡
財
源
の
大
増
税
の
圧
力
は
、
社

会
保
障
や
教
育
予
算
を
削
り
、
物
価
高

騰
で
困
窮
す
る
市
民
を
さ
ら
に
追
い
詰

め
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
敵
基
地
攻
撃

能
力
の
保
持
は
、
近
隣
諸
国
と
の
緊
張

を
高
め
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
交
流
人

口
の
減
少
を
招
き
、
観
光
地
下
呂
市
に

と
っ
て
も
影
響
が
で
る
と
思
う
が
市
長

の
見
解
は
。

◆
市
長

　
当
然
、
観
光
に
影
響
が
出
る
こ
と
に

つ
い
て
非
常
に
心
配
し
て
い
る
。

　
物
価
高
や
近
隣
国
と
の
緊
張
も
含
め

て
最
近
の
世
界
情
勢
を
見
れ
ば
、
元
か

ら
言
え
ば
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
あ
る
と
思
う
。
こ
れ
が
長
引
け

ば
日
本
に
も
下
呂
市
に
と
っ
て
も
非
常

に
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

危
惧
し
て
い
る
。
１
日
も
早
い
戦
争
の

終
結
を
望
ん
で
い
る
。

下
呂
市
森
林
づ
く
り
基
本
計
画
に
つ
い
て

①
計
画
策
定
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
。

◆
農
林
部
理
事

　
森
林
経
営
管
理
制
度
や
森
林
環
境
譲

与
税
が
始
ま
る
な
ど
、
林
務
行
政
を
取

り
巻
く
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
、
市
森

林
管
理
委
員
会
か
ら 

「
市
で
も
中
長
期

的
な
方
針
を
示
す
必
要
が
あ
る
」
と
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
と
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
２
年
間
で
延
べ
24
回

会
議
を
開
催
し
、議
論
や
調
整
を
行
い
、

県
農
林
事
務
所
と
の
協
議
を
重
ね
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
に
よ
る
意
見

の
反
映
を
経
て
策
定
し
た
。

②
計
画
の
特
徴
に
つ
い
て
。

◆
農
林
部
理
事

　
計
画
の
基
本
理
念
は
、 「
１
０
０
年

先
を
見
据
え
た
温
故
創
新
の
森
林
づ
く

り
」。
施
策
の
柱
で
あ
る
①
森
林
を
守

り
育
て
る
、②
木
を
活
か
す
、③
森
を
知

り 

・
森
を
活
か
す
、
と
い
う
基
本
方
針

に
基
づ
き
、
現
状
と
課
題
、
施
策
の
方

向
性
、
具
体
的
な
施
策
を
取
り
ま
と
め

る
と
共
に
、
10
項
目
の
目
標
数
値
を
定

め
て
い
る
。

巌
立
峡
ひ
め
し
ゃ
が
の
湯
の
営
業
休
止

を
踏
ま
え
て

①
そ
の
他
市
内
関
連
施
設
へ
の
対
応
に

つ
い
て
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
こ
れ
ま
で
の
公
の
施
設
見
直
し
事
業

の
取
り
組
み
を
踏
襲
し
つ
つ
も
一
律
的

な
判
断
を
行
う
の
で
な
く
、
安
心 

・
安

全
な
施
設
管
理
を
第
一
に
各
施
設
の
効

果
や
必
要
性
、
取
り
巻
く
環
境
、
利
用

状
況
や
施
設
維
持
に
要
す
る
費
用
等
を

把
握
・
整
理
し
、
各
施
設
の
在
り
方
を

見
定
め
て
い
き
た
い
。

②
税
収
減
の
現
状
の
中
で
ふ
る
さ
と
納

税
増
額
に
よ
る
対
策
に
つ
い
て
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
返
礼
品
数
の
さ
ら
な
る
増
加
に
取
り

組
む
た
め
、
事
業
者
を
訪
問
し
た
り
、

市
場
の
動
向
を
見
な
が
ら
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
情
報
発
信

力
の
強
化
と
し
て
有
効
で
あ
る
も
の
を

見
極
め
な
が
ら
活
用
し
て
い
き
た
い
。

県
道
改
良
の
見
通
し
に
つ
い
て

　
市
内
の
主
要
な
県
道
の
改
良
事
業
に

係
る
要
望
状
況
お
よ
び
そ
の
進
捗
に
つ

い
て
。

◆
建
設
部
長

　
各
自
治
会
等
か
ら
の
要
望
事
項
は
、

市
建
設
部
を
経
由
し
て
県
下
呂
土
木
事

務
所
の
担
当
部
署
へ
伝
達
し
、
地
域
そ

れ
ぞ
れ
の
課
題
に
応
じ
て
事
業
計
画
を

進
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い

る
。
要
望
内
容
に
対
し
丁
寧
に
回
答
を

い
た
だ
き
、
順
次
事
業
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

市
内
商
工
会
と
の
連
携
に
つ
い
て

　「
下
呂
市
地
元
応
援
商
品
券
２
０
２

２
」
に
つ
い
て
。

①
利
用
状
況
と
換
金
状
況
は
。
ま
た
、

経
済
効
果
と
市
民 

・
市
内
商
工
事
業
者

の
評
価
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
換
金
率
97 

・
71
％
で
あ
り
、
商
品
券

の
利
用
額
以
上
の
経
済
効
果
や
、
商
品

券
に
絡
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
な
ど
に

よ
り
換
金
額
に
現
れ
な
い
相
乗
効
果
も

あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
事
業
者
の
良

い
評
価
が
あ
る
一
方
、
課
題
や
ご
意
見

も
い
た
だ
い
た
。
今
後
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

事
業
の
検
証
を
行
い
た
い
。

②
今
回
で
３
度
目
の
配
付
と
な
っ
た

が
、
問
題
点
と
今
後
の
課
題
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
紙
の
商
品
券
で
あ
る
た
め
、
印
刷
や

郵
送
経
費
、
換
金
処
理
の
手
間
が
課
題

で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
関
係

課
や
商
工
会
、
事
業
者
と
も
連
携
し
て

進
め
て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

③
市
、
商
工
事
業
者
、
商
工
会
の
現
在

の
連
携
状
況
と
今
後
の
協
力
体
制
の
考

え
方
は
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
商
工
会
と
共
同
で
策
定
し
た
各
種
計

画
に
基
づ
き
、
小
規
模
事
業
者
の
経
営

改
善
や
、
創
業
予
定
者
や
新
規
創
業
事

業
者
の
支
援
を
連
携
し
て
行
っ
て
い

る
。

　
来
年
度
以
降
も
各
種
計
画
の
推
進

や
、
国
の
事
業
の
導
入
に
つ
い
て
も
連

携
し
て
実
施
し
て
い
く
。

市
監
査
委
員
の
選
任
の
あ
り
方
に
つ
い

て①
選
任
に
当
た
っ
て
の
考
え
方
と
任
期

は
。
現
在
の
監
査
委
員
が
持
つ
資
格
と

就
任
年
数
は
。

◆
監
査
委
員
事
務
局
長

　
地
方
自
治
法
の
規
定
や
全
国
的
な
選

任
状
況
を
鑑
み
、
委
員
候
補
者
を
選
考

し
て
い
る
。

　
現
委
員
は
税
理
士
資
格
を
持
ち
、
経

営
状
況
な
ど
の
把
握
に
専
門
的
知
見
を

有
す
る
委
員
と
、
元
市
職
員
で
自
治
体

運
営
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る

委
員
の
２
名
。
任
期
は
４
年
で
現
在
１

期
目
の
３
年
目
で
あ
る
。

②
今
後
の
監
査
委
員
選
任
の
あ
り
方

は
。

◆
副
市
長

　
地
方
自
治
法
に
規
定
さ
れ
た
選
任
の

考
え
方
を
基
本
と
す
る
。
関
係
法
令
の

ほ
か
、
非
常
に
多
く
の
知
識
が
必
要
で

あ
り
、
監
査
現
場
の
経
験
値
も
重
要
と

考
え
る
。

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　「
下
呂
市
多
文
化
共
生
推
進
基
本
方

針
」に
お
け
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
各
課

題
の
進
捗
状
況
は
。

◆
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

　
翻
訳
ア
プ
リ
の
導
入
に
よ
る
外
国
人

へ
の
行
政
情
報
の
発
信
や
、
雇
用
事
業

所
と
の
意
見
交
換
会
に
よ
り
情
報
共
有

や
課
題
の
把
握
な
ど
に
努
め
た
。

12 番　（日本共産党）
吾郷孝枝議員

２　番
田口琢弥議員

10　番
伊藤嚴悟議員
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黒
戸
谷
流
域
整
備
に
つ
い
て

　
予
備
調
査
後
に
判
明
し
た
新
た
な
問

題
点
と
今
後
の
施
工
計
画
に
つ
い
て
。

◆
建
設
部
長

　
下
水
道
管
の
移
設
が
非
常
に
困
難
で

あ
る
こ
と
、
昨
今
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
対

応
で
き
な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
た

め
、
計
画
の
河
床
高
を
で
き
る
だ
け
高

く
す
る
こ
と
な
ど
、
再
度
検
討
す
る
必

要
が
生
じ
た
。
今
後
、
地
域
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
同
意
が
必
要
に
な
る
た

め
、
設
計
案
が
固
ま
り
次
第
、
地
元
説

明
会
等
を
開
催
し
な
が
ら
、
河
川
改
修

事
業
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
き

た
い
。

小
坂
町
大
島
１
号
線（
踏
切
〜
橋
〜
斎

場
）
区
間
の
道
路
拡
幅
整
備
に
つ
い
て

　
具
体
的
な
施
工
方
法
と
計
画
に
つ
い

て
。

◆
建
設
部
長

　
地
域
住
民
の
重
要
な
生
活
道
路
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
特
に
狭
い
区
間
で
一
部

幅
員
改
良
を
す
る
予
定
で
あ
る
。
市
道

山
側
の
開
渠
構
造
排
水
路
の
約
16
ｍ
区

間
を
ふ
た
付
き
側
溝
に
改
修
す
る
こ
と

に
よ
り
最
大
で
幅
約
１
ｍ
の
平
場
が
で

き
る
た
め
、
そ
の
部
分
を
待
避
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。
車
両
２
台
が
縦
列
で
待
避
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
車
列
と
の
す
れ
違
い

も
容
易
に
な
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
同

箇
所
谷
側
の
路
側
に
天
端
工
を
約
20
ｍ

施
工
し
有
効
幅
員
の
確
保
に
努
め
る
。

　
そ
の
約
30
ｍ
先
の
薬
師
堂
付
近
は
、

現
在
関
係
機
関
と
協
議
中
で
あ
る
が
、

協
議
が
整
え
ば
施
工
延
長
約
10
ｍ
の
山

留
石
積
工
を
計
画
し
て
お
り
、
車
両
１

台
分
の
待
避
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き

る
。

戦
没
者
の
慰
霊
行
事
に
つ
い
て

①
県
、
他
自
治
体
に
お
け
る
慰
霊
行
事

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
。

◆
福
祉
部
長

　
県
内
21
市
の
う
ち
15
市
が
追
悼
式
と

い
う
名
称
で
全
市
的
に
実
施
し
て
い

る
。
各
地
域
の
慰
霊
祭
が
高
齢
化
に
よ

り
継
続
が
難
し
く
な
っ
た
た
め
、
統
一

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

主
催
は
遺
族
会
や
市
と
の
共
催
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
戦
後
80
年
を
迎
え
る
令
和
７

年
度
に
、
市
と
し
て
の
慰
霊
行
事
を
開

催
で
き
な
い
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
諸
課
題

が
あ
る
が
検
討
し
て
い
る
。

②
下
呂
市
に
お
け
る
慰
霊
行
事
に
つ
い

て
、
令
和
６
年
度
で
の
実
施
の
可
能
性

は
。

◆
市
長

　
遅
く
て
も
令
和
７
年
ま
で
に
は
実
施

す
る
が
、
令
和
６
年
に
前
倒
し
で
き
る

か
ど
う
か
は
、
し
っ
か
り
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

11　番
一木良一議員

家
庭
ご
み
の
出
し
方
変
更
に
係
る
市
民

周
知
に
つ
い
て

　
広
報
げ
ろ
等
で
ご
み
の
出
し
方
変
更

の
市
民
周
知
が
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く

の
市
民
は
い
ま
だ
十
分
理
解
が
さ
れ
て

お
ら
ず
、
戸
惑
い
と
不
安
を
抱
え
て
い

る
。

　
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
を
願
い
、
今
一
度

見
解
を
伺
う
。

◆
環
境
水
道
部
長

　
広
報
げ
ろ
１
月
号
、
下
呂
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス 

「
ま
め
な
か
な
」
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
て
い
る
が
、
引
き
続
き
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
市
民
メ
ー
ル
、
同
報
無
線

を
活
用
し
て
周
知
す
る
。

　
４
月
１
日
か
ら
も
え
る
ご
み
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方
を
変
更
し
、ま
た
、

不
燃
ご
み
の
出
し
方
の
変
更
に
つ
い
て

は
、
令
和
５
年
１
月
か
ら
モ
デ
ル
地
区

で
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
大
き
な
混
乱
も

な
く
進
め
ら
れ
て
い
る
。
モ
デ
ル
地
区

で
意
見
を
伺
い
検
証
し
、
令
和
５
年
11

月
を
目
途
に
市
全
体
で
の
取
り
組
み
と

し
て
い
き
た
い
。
お
問
い
合
わ
せ
や
ご

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
必
要
な
改

善
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

下
呂
温
泉
合
掌
村
の
今
後
の
運
営
に
つ

い
て

　
合
掌
村
は
、
下
呂
温
泉
の
重
要
な
観

光
施
設
で
あ
る
。
現
在
10
棟
の
茅
葺
き

家
屋
が
あ
り
、
多
く
の
観
光
客
に
日
本

の
原
風
景
を
堪
能
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
今
後
、
こ
の
合
掌
村
を
健
全
に
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
計
画
か
つ
効

率
的
な
茅
葺
き
屋
根
の
葺
き
替
え
を
行

う
と
共
に
、
さ
ら
な
る
魅
力
を
取
り
込

み
、
観
光
客
だ
け
で
は
な
く
市
民
に
も

愛
さ
れ
る
施
設
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
茅
の
調
達
や
茅
葺
き
職
人
不
足
は
深

刻
で
、
自
前
調
達 

・
自
前
対
応
を
視
野

に
入
れ
、今
後
の
運
営
に
つ
い
て
伺
う
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
こ
こ
５
年
間
は
、
屋
根
の
葺
き
替
え

工
事
を
行
っ
て
い
な
い
が
、
雨
漏
り
が

す
る
な
ど
老
朽
化
が
顕
著
な
屋
根
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
新
年
度
予
算
に
葺
き
替

え
費
用
を
計
上
し
て
い
る
。

　
屋
根
の
葺
き
替
え
は
、
16
年
か
け
て

行
う
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

　
茅
を
市
内
で
栽
培
が
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
輸
送
コ
ス
ト
の
削
減
や
、
葺

き
替
え
を
生
業
と
す
る
方
の
育
成
や
市

内
の
方
に
葺
き
替
え
を
委
託
す
る
こ
と

も
想
定
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
耕
作
放

棄
地
の
有
効
活
用
に
も
つ
な
が
り
、
市

民
の
皆
さ
ま
が
関
係
す
る
こ
と
で
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
愛
さ
れ
る
施
設
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

14　番
中島達也議員

持
続
可
能
な
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
の

移
住
定
住
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

①
新
規
に
配
置
さ
れ
る 
「
移
住
定
住
推

進
専
門
員
」
の
設
置
目
的
お
よ
び
業
務

内
容
は
。

◆
地
域
振
興
部
長

　
移
住
定
住
施
策
の
強
化
を
進
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
移
住
定
住
の
相
談
、

空
き
家
の
調
査
お
よ
び
情
報
収
集
、
移

住
者
へ
の
支
援 

・
相
談
、（
仮
称
）
下

呂
市
移
住
定
住
推
進
セ
ン
タ
ー
設
置
に

関
す
る
こ
と
等
を
行
っ
て
い
た
だ
く
。

②
移
住
定
住
推
進
に
向
け
、
県
人
会
や

観
光
大
使
等
ゆ
か
り
の
あ
る
方
と
の
連

携
状
況
は
。

◆
地
域
振
興
部
長

　
現
状
、
移
住
定
住
と
し
て
県
人
会
や

観
光
大
使
の
皆
さ
ま
と
の
関
わ
り
が
な

い
た
め
、
今
後
ど
の
よ
う
に
連
携
で
き

る
か
担
当
部
署
と
協
議
し
て
い
き
た

い
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
県
人
会
の
総
会
や
交
流
会
に
市
長
も

参
加
し
て
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

観
光
大
使
の
方
に
は
毎
月
広
報
紙
を
送

付
す
る
他
、
市
内
の
観
光
情
報
を
随
時

お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て

①
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
に
向
け

た
取
り
組
み
の
現
状
は
。

◆
環
境
水
道
部
長

　
令
和
５
年
度
に
予
定
す
る
第
二
次
下

呂
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
見

直
し
に
合
わ
せ
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
下
呂
」
を
宣
言
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
官
民
一
体
と
な
っ
た
組

織
を
立
ち
上
げ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

②
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
が
引
き
起

こ
す
景
観
や
自
然
破
壊
な
ど
の
問
題
に

対
す
る
対
応
は
。

◆
建
設
部
長

　
開
発
協
議
を
行
う
中
で
、
事
業
者
に

施
設
の
配
置 

・
構
造 

・
工
程
な
ど
細

部
の
技
術
的
検
討
を
求
め
、関
係
法
令
、

条
例
等
の
遵
守
に
よ
る
災
害
防
止
や
良

好
な
生
活
環
境
の
確
保
を
図
り
、
ト
ラ

ブ
ル
等
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
対
応
を

行
っ
て
い
る
。

人
と
動
物
と
の
調
和
の
と
れ
た
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て　
不
妊
去
勢
手
術
に
対
す
る
市
に
よ
る

支
援
の
考
え
は
。

◆
市
民
保
健
部
長

　
近
隣
の
市
町
村
に
お
い
て
無
料
不
妊

手
術
の
自
己
負
担
に
対
す
る
支
援
は
行

わ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
の
手
術
頭
数

状
況
を
把
握
し
な
が
ら
支
援
に
つ
い
て

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

１　番
鷲見昌己議員

下
呂
駅
周
辺
エ
リ
ア
等

整
備
特
別
委
員
会

　
３
月
10
日
、特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

市
長
お
よ
び
担
当
部
局
か
ら
現
在
の
状

況
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

《
旧
下
呂
温
泉
病
院
跡
地
の
活
用
に
つ

い
て
》

　
令
和
５
年
１
月
31
日
に
幸
田
区
民
を

対
象
と
し
た
地
元
説
明
会
を
開
催
し
、

跡
地
活
用
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
検
討

の
経
過
、
跡
地
活
用
委
員
会
で
の
協
議

内
容
、
現
時
点
で
の
リ
ハ
ビ
リ
棟
跡
地

と
本
館
棟
跡
地
の
そ
れ
ぞ
れ
の
活
用
方

法
等
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
駐
車
場
の
管
理
運
営
方
法
や

今
後
の
進
め
方
、
本
館
棟
跡
地
に
整
備

す
る
臨
時
駐
車
場
に
つ
い
て
意
見
や
要

望
は
あ
り
ま
し
た
が
、
出
席
さ
れ
た
区

民
の
方
々
か
ら
は
、反
対
意
見
は
な
く
、

理
解
を
示
し
て
い
た
だ
い
た
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

《
下
呂
駅
周
辺
整
備
基
礎
計
画
検
討
事

業
に
つ
い
て
》

　
従
来
か
ら
課
題
と
な
っ
て
い
る
Ｊ
Ｒ

下
呂
駅
東
西
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や

バ
ス
停
留
所
の
機
能
不
足
の
解
消
等
に

対
応
す
る
た
め
の
整
備
方
針
の
素
案
作

成
に
向
け
て
調
査
の
実
施
に
必
要
な
予

算
２
千
万
円
を
計
上
。
事
業
内
容
は
、

①
下
呂
駅
周
辺
の
現
況
測
量
、②
駅
お

よ
び
周
辺
の
交
通
量
調
査
、③
駅
東
西

間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
法
の
検
討
な

ど
を
行
う
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

下
呂
市
議
会
だ
よ
り
が

ス
マ
ホ
で

読
め
ま
す
!!

インターネット上で
無料閲覧できる、
ギフイーブックスで
配信中です。

https://www.youtube.com/channel/UCALIKRpFipq7Mtpr--rJGKQ
配信済みの映像は、次回定例会までYoutubeにて検索・視聴できます。
過去の配信映像は、下呂市ホームページから視聴できます。

本会議および常任委員会 （付託案件審
査）は、 動画共有サービス（Youtube）
にてライブ配信を行います。

インターネットライブ配信
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黒
戸
谷
流
域
整
備
に
つ
い
て

　
予
備
調
査
後
に
判
明
し
た
新
た
な
問

題
点
と
今
後
の
施
工
計
画
に
つ
い
て
。

◆
建
設
部
長

　
下
水
道
管
の
移
設
が
非
常
に
困
難
で

あ
る
こ
と
、
昨
今
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
対

応
で
き
な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
た

め
、
計
画
の
河
床
高
を
で
き
る
だ
け
高

く
す
る
こ
と
な
ど
、
再
度
検
討
す
る
必

要
が
生
じ
た
。
今
後
、
地
域
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
同
意
が
必
要
に
な
る
た

め
、
設
計
案
が
固
ま
り
次
第
、
地
元
説

明
会
等
を
開
催
し
な
が
ら
、
河
川
改
修

事
業
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
き

た
い
。

小
坂
町
大
島
１
号
線（
踏
切
〜
橋
〜
斎

場
）
区
間
の
道
路
拡
幅
整
備
に
つ
い
て

　
具
体
的
な
施
工
方
法
と
計
画
に
つ
い

て
。

◆
建
設
部
長

　
地
域
住
民
の
重
要
な
生
活
道
路
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
特
に
狭
い
区
間
で
一
部

幅
員
改
良
を
す
る
予
定
で
あ
る
。
市
道

山
側
の
開
渠
構
造
排
水
路
の
約
16
ｍ
区

間
を
ふ
た
付
き
側
溝
に
改
修
す
る
こ
と

に
よ
り
最
大
で
幅
約
１
ｍ
の
平
場
が
で

き
る
た
め
、
そ
の
部
分
を
待
避
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。
車
両
２
台
が
縦
列
で
待
避
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
車
列
と
の
す
れ
違
い

も
容
易
に
な
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
同

箇
所
谷
側
の
路
側
に
天
端
工
を
約
20
ｍ

施
工
し
有
効
幅
員
の
確
保
に
努
め
る
。

　
そ
の
約
30
ｍ
先
の
薬
師
堂
付
近
は
、

現
在
関
係
機
関
と
協
議
中
で
あ
る
が
、

協
議
が
整
え
ば
施
工
延
長
約
10
ｍ
の
山

留
石
積
工
を
計
画
し
て
お
り
、
車
両
１

台
分
の
待
避
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き

る
。

戦
没
者
の
慰
霊
行
事
に
つ
い
て

①
県
、
他
自
治
体
に
お
け
る
慰
霊
行
事

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
。

◆
福
祉
部
長

　
県
内
21
市
の
う
ち
15
市
が
追
悼
式
と

い
う
名
称
で
全
市
的
に
実
施
し
て
い

る
。
各
地
域
の
慰
霊
祭
が
高
齢
化
に
よ

り
継
続
が
難
し
く
な
っ
た
た
め
、
統
一

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

主
催
は
遺
族
会
や
市
と
の
共
催
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
戦
後
80
年
を
迎
え
る
令
和
７

年
度
に
、
市
と
し
て
の
慰
霊
行
事
を
開

催
で
き
な
い
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
諸
課
題

が
あ
る
が
検
討
し
て
い
る
。

②
下
呂
市
に
お
け
る
慰
霊
行
事
に
つ
い

て
、
令
和
６
年
度
で
の
実
施
の
可
能
性

は
。

◆
市
長

　
遅
く
て
も
令
和
７
年
ま
で
に
は
実
施

す
る
が
、
令
和
６
年
に
前
倒
し
で
き
る

か
ど
う
か
は
、
し
っ
か
り
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

11　番
一木良一議員

家
庭
ご
み
の
出
し
方
変
更
に
係
る
市
民

周
知
に
つ
い
て

　
広
報
げ
ろ
等
で
ご
み
の
出
し
方
変
更

の
市
民
周
知
が
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く

の
市
民
は
い
ま
だ
十
分
理
解
が
さ
れ
て

お
ら
ず
、
戸
惑
い
と
不
安
を
抱
え
て
い

る
。

　
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
を
願
い
、
今
一
度

見
解
を
伺
う
。

◆
環
境
水
道
部
長

　
広
報
げ
ろ
１
月
号
、
下
呂
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス 

「
ま
め
な
か
な
」
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
て
い
る
が
、
引
き
続
き
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
市
民
メ
ー
ル
、
同
報
無
線

を
活
用
し
て
周
知
す
る
。

　
４
月
１
日
か
ら
も
え
る
ご
み
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方
を
変
更
し
、ま
た
、

不
燃
ご
み
の
出
し
方
の
変
更
に
つ
い
て

は
、
令
和
５
年
１
月
か
ら
モ
デ
ル
地
区

で
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
大
き
な
混
乱
も

な
く
進
め
ら
れ
て
い
る
。
モ
デ
ル
地
区

で
意
見
を
伺
い
検
証
し
、
令
和
５
年
11

月
を
目
途
に
市
全
体
で
の
取
り
組
み
と

し
て
い
き
た
い
。
お
問
い
合
わ
せ
や
ご

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
必
要
な
改

善
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

下
呂
温
泉
合
掌
村
の
今
後
の
運
営
に
つ

い
て

　
合
掌
村
は
、
下
呂
温
泉
の
重
要
な
観

光
施
設
で
あ
る
。
現
在
10
棟
の
茅
葺
き

家
屋
が
あ
り
、
多
く
の
観
光
客
に
日
本

の
原
風
景
を
堪
能
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
今
後
、
こ
の
合
掌
村
を
健
全
に
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
計
画
か
つ
効

率
的
な
茅
葺
き
屋
根
の
葺
き
替
え
を
行

う
と
共
に
、
さ
ら
な
る
魅
力
を
取
り
込

み
、
観
光
客
だ
け
で
は
な
く
市
民
に
も

愛
さ
れ
る
施
設
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
茅
の
調
達
や
茅
葺
き
職
人
不
足
は
深

刻
で
、
自
前
調
達 

・
自
前
対
応
を
視
野

に
入
れ
、今
後
の
運
営
に
つ
い
て
伺
う
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
こ
こ
５
年
間
は
、
屋
根
の
葺
き
替
え

工
事
を
行
っ
て
い
な
い
が
、
雨
漏
り
が

す
る
な
ど
老
朽
化
が
顕
著
な
屋
根
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
新
年
度
予
算
に
葺
き
替

え
費
用
を
計
上
し
て
い
る
。

　
屋
根
の
葺
き
替
え
は
、
16
年
か
け
て

行
う
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

　
茅
を
市
内
で
栽
培
が
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
輸
送
コ
ス
ト
の
削
減
や
、
葺

き
替
え
を
生
業
と
す
る
方
の
育
成
や
市

内
の
方
に
葺
き
替
え
を
委
託
す
る
こ
と

も
想
定
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
耕
作
放

棄
地
の
有
効
活
用
に
も
つ
な
が
り
、
市

民
の
皆
さ
ま
が
関
係
す
る
こ
と
で
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
愛
さ
れ
る
施
設
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

14　番
中島達也議員

持
続
可
能
な
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
の

移
住
定
住
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

①
新
規
に
配
置
さ
れ
る 

「
移
住
定
住
推

進
専
門
員
」
の
設
置
目
的
お
よ
び
業
務

内
容
は
。

◆
地
域
振
興
部
長

　
移
住
定
住
施
策
の
強
化
を
進
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
移
住
定
住
の
相
談
、

空
き
家
の
調
査
お
よ
び
情
報
収
集
、
移

住
者
へ
の
支
援 

・
相
談
、（
仮
称
）
下

呂
市
移
住
定
住
推
進
セ
ン
タ
ー
設
置
に

関
す
る
こ
と
等
を
行
っ
て
い
た
だ
く
。

②
移
住
定
住
推
進
に
向
け
、
県
人
会
や

観
光
大
使
等
ゆ
か
り
の
あ
る
方
と
の
連

携
状
況
は
。

◆
地
域
振
興
部
長

　
現
状
、
移
住
定
住
と
し
て
県
人
会
や

観
光
大
使
の
皆
さ
ま
と
の
関
わ
り
が
な

い
た
め
、
今
後
ど
の
よ
う
に
連
携
で
き

る
か
担
当
部
署
と
協
議
し
て
い
き
た

い
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
県
人
会
の
総
会
や
交
流
会
に
市
長
も

参
加
し
て
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

観
光
大
使
の
方
に
は
毎
月
広
報
紙
を
送

付
す
る
他
、
市
内
の
観
光
情
報
を
随
時

お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て

①
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
に
向
け

た
取
り
組
み
の
現
状
は
。

◆
環
境
水
道
部
長

　
令
和
５
年
度
に
予
定
す
る
第
二
次
下

呂
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
見

直
し
に
合
わ
せ
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
下
呂
」
を
宣
言
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
官
民
一
体
と
な
っ
た
組

織
を
立
ち
上
げ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

②
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
が
引
き
起

こ
す
景
観
や
自
然
破
壊
な
ど
の
問
題
に

対
す
る
対
応
は
。

◆
建
設
部
長

　
開
発
協
議
を
行
う
中
で
、
事
業
者
に

施
設
の
配
置 

・
構
造 

・
工
程
な
ど
細

部
の
技
術
的
検
討
を
求
め
、関
係
法
令
、

条
例
等
の
遵
守
に
よ
る
災
害
防
止
や
良

好
な
生
活
環
境
の
確
保
を
図
り
、
ト
ラ

ブ
ル
等
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
対
応
を

行
っ
て
い
る
。

人
と
動
物
と
の
調
和
の
と
れ
た
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て　
不
妊
去
勢
手
術
に
対
す
る
市
に
よ
る

支
援
の
考
え
は
。

◆
市
民
保
健
部
長

　
近
隣
の
市
町
村
に
お
い
て
無
料
不
妊

手
術
の
自
己
負
担
に
対
す
る
支
援
は
行

わ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
の
手
術
頭
数

状
況
を
把
握
し
な
が
ら
支
援
に
つ
い
て

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

１　番
鷲見昌己議員

下
呂
駅
周
辺
エ
リ
ア
等

整
備
特
別
委
員
会

　
３
月
10
日
、特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

市
長
お
よ
び
担
当
部
局
か
ら
現
在
の
状

況
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

《
旧
下
呂
温
泉
病
院
跡
地
の
活
用
に
つ

い
て
》

　
令
和
５
年
１
月
31
日
に
幸
田
区
民
を

対
象
と
し
た
地
元
説
明
会
を
開
催
し
、

跡
地
活
用
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
検
討

の
経
過
、
跡
地
活
用
委
員
会
で
の
協
議

内
容
、
現
時
点
で
の
リ
ハ
ビ
リ
棟
跡
地

と
本
館
棟
跡
地
の
そ
れ
ぞ
れ
の
活
用
方

法
等
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
駐
車
場
の
管
理
運
営
方
法
や

今
後
の
進
め
方
、
本
館
棟
跡
地
に
整
備

す
る
臨
時
駐
車
場
に
つ
い
て
意
見
や
要

望
は
あ
り
ま
し
た
が
、
出
席
さ
れ
た
区

民
の
方
々
か
ら
は
、反
対
意
見
は
な
く
、

理
解
を
示
し
て
い
た
だ
い
た
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

《
下
呂
駅
周
辺
整
備
基
礎
計
画
検
討
事

業
に
つ
い
て
》

　
従
来
か
ら
課
題
と
な
っ
て
い
る
Ｊ
Ｒ

下
呂
駅
東
西
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や

バ
ス
停
留
所
の
機
能
不
足
の
解
消
等
に

対
応
す
る
た
め
の
整
備
方
針
の
素
案
作

成
に
向
け
て
調
査
の
実
施
に
必
要
な
予

算
２
千
万
円
を
計
上
。
事
業
内
容
は
、

①
下
呂
駅
周
辺
の
現
況
測
量
、②
駅
お

よ
び
周
辺
の
交
通
量
調
査
、③
駅
東
西

間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
法
の
検
討
な

ど
を
行
う
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

下
呂
市
議
会
だ
よ
り
が

ス
マ
ホ
で

読
め
ま
す
!!

インターネット上で
無料閲覧できる、
ギフイーブックスで
配信中です。

https://www.youtube.com/channel/UCALIKRpFipq7Mtpr--rJGKQ
配信済みの映像は、次回定例会までYoutubeにて検索・視聴できます。
過去の配信映像は、下呂市ホームページから視聴できます。

本会議および常任委員会 （付託案件審
査）は、 動画共有サービス（Youtube）
にてライブ配信を行います。

インターネットライブ配信
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黒
戸
谷
流
域
整
備
に
つ
い
て

　
予
備
調
査
後
に
判
明
し
た
新
た
な
問

題
点
と
今
後
の
施
工
計
画
に
つ
い
て
。

◆
建
設
部
長

　
下
水
道
管
の
移
設
が
非
常
に
困
難
で

あ
る
こ
と
、
昨
今
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
対

応
で
き
な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
た

め
、
計
画
の
河
床
高
を
で
き
る
だ
け
高

く
す
る
こ
と
な
ど
、
再
度
検
討
す
る
必

要
が
生
じ
た
。
今
後
、
地
域
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
同
意
が
必
要
に
な
る
た

め
、
設
計
案
が
固
ま
り
次
第
、
地
元
説

明
会
等
を
開
催
し
な
が
ら
、
河
川
改
修

事
業
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
き

た
い
。

小
坂
町
大
島
１
号
線（
踏
切
〜
橋
〜
斎

場
）
区
間
の
道
路
拡
幅
整
備
に
つ
い
て

　
具
体
的
な
施
工
方
法
と
計
画
に
つ
い

て
。

◆
建
設
部
長

　
地
域
住
民
の
重
要
な
生
活
道
路
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
特
に
狭
い
区
間
で
一
部

幅
員
改
良
を
す
る
予
定
で
あ
る
。
市
道

山
側
の
開
渠
構
造
排
水
路
の
約
16
ｍ
区

間
を
ふ
た
付
き
側
溝
に
改
修
す
る
こ
と

に
よ
り
最
大
で
幅
約
１
ｍ
の
平
場
が
で

き
る
た
め
、
そ
の
部
分
を
待
避
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。
車
両
２
台
が
縦
列
で
待
避
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
車
列
と
の
す
れ
違
い

も
容
易
に
な
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
同

箇
所
谷
側
の
路
側
に
天
端
工
を
約
20
ｍ

施
工
し
有
効
幅
員
の
確
保
に
努
め
る
。

　
そ
の
約
30
ｍ
先
の
薬
師
堂
付
近
は
、

現
在
関
係
機
関
と
協
議
中
で
あ
る
が
、

協
議
が
整
え
ば
施
工
延
長
約
10
ｍ
の
山

留
石
積
工
を
計
画
し
て
お
り
、
車
両
１

台
分
の
待
避
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き

る
。

戦
没
者
の
慰
霊
行
事
に
つ
い
て

①
県
、
他
自
治
体
に
お
け
る
慰
霊
行
事

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
。

◆
福
祉
部
長

　
県
内
21
市
の
う
ち
15
市
が
追
悼
式
と

い
う
名
称
で
全
市
的
に
実
施
し
て
い

る
。
各
地
域
の
慰
霊
祭
が
高
齢
化
に
よ

り
継
続
が
難
し
く
な
っ
た
た
め
、
統
一

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

主
催
は
遺
族
会
や
市
と
の
共
催
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
戦
後
80
年
を
迎
え
る
令
和
７

年
度
に
、
市
と
し
て
の
慰
霊
行
事
を
開

催
で
き
な
い
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
諸
課
題

が
あ
る
が
検
討
し
て
い
る
。

②
下
呂
市
に
お
け
る
慰
霊
行
事
に
つ
い

て
、
令
和
６
年
度
で
の
実
施
の
可
能
性

は
。

◆
市
長

　
遅
く
て
も
令
和
７
年
ま
で
に
は
実
施

す
る
が
、
令
和
６
年
に
前
倒
し
で
き
る

か
ど
う
か
は
、
し
っ
か
り
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

11　番
一木良一議員

家
庭
ご
み
の
出
し
方
変
更
に
係
る
市
民

周
知
に
つ
い
て

　
広
報
げ
ろ
等
で
ご
み
の
出
し
方
変
更

の
市
民
周
知
が
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く

の
市
民
は
い
ま
だ
十
分
理
解
が
さ
れ
て

お
ら
ず
、
戸
惑
い
と
不
安
を
抱
え
て
い

る
。

　
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
を
願
い
、
今
一
度

見
解
を
伺
う
。

◆
環
境
水
道
部
長

　
広
報
げ
ろ
１
月
号
、
下
呂
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス 

「
ま
め
な
か
な
」
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
て
い
る
が
、
引
き
続
き
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
市
民
メ
ー
ル
、
同
報
無
線

を
活
用
し
て
周
知
す
る
。

　
４
月
１
日
か
ら
も
え
る
ご
み
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方
を
変
更
し
、ま
た
、

不
燃
ご
み
の
出
し
方
の
変
更
に
つ
い
て

は
、
令
和
５
年
１
月
か
ら
モ
デ
ル
地
区

で
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
大
き
な
混
乱
も

な
く
進
め
ら
れ
て
い
る
。
モ
デ
ル
地
区

で
意
見
を
伺
い
検
証
し
、
令
和
５
年
11

月
を
目
途
に
市
全
体
で
の
取
り
組
み
と

し
て
い
き
た
い
。
お
問
い
合
わ
せ
や
ご

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
必
要
な
改

善
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

下
呂
温
泉
合
掌
村
の
今
後
の
運
営
に
つ

い
て

　
合
掌
村
は
、
下
呂
温
泉
の
重
要
な
観

光
施
設
で
あ
る
。
現
在
10
棟
の
茅
葺
き

家
屋
が
あ
り
、
多
く
の
観
光
客
に
日
本

の
原
風
景
を
堪
能
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
今
後
、
こ
の
合
掌
村
を
健
全
に
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
計
画
か
つ
効

率
的
な
茅
葺
き
屋
根
の
葺
き
替
え
を
行

う
と
共
に
、
さ
ら
な
る
魅
力
を
取
り
込

み
、
観
光
客
だ
け
で
は
な
く
市
民
に
も

愛
さ
れ
る
施
設
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
茅
の
調
達
や
茅
葺
き
職
人
不
足
は
深

刻
で
、
自
前
調
達 

・
自
前
対
応
を
視
野

に
入
れ
、今
後
の
運
営
に
つ
い
て
伺
う
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
こ
こ
５
年
間
は
、
屋
根
の
葺
き
替
え

工
事
を
行
っ
て
い
な
い
が
、
雨
漏
り
が

す
る
な
ど
老
朽
化
が
顕
著
な
屋
根
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
新
年
度
予
算
に
葺
き
替

え
費
用
を
計
上
し
て
い
る
。

　
屋
根
の
葺
き
替
え
は
、
16
年
か
け
て

行
う
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

　
茅
を
市
内
で
栽
培
が
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
輸
送
コ
ス
ト
の
削
減
や
、
葺

き
替
え
を
生
業
と
す
る
方
の
育
成
や
市

内
の
方
に
葺
き
替
え
を
委
託
す
る
こ
と

も
想
定
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
耕
作
放

棄
地
の
有
効
活
用
に
も
つ
な
が
り
、
市

民
の
皆
さ
ま
が
関
係
す
る
こ
と
で
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
愛
さ
れ
る
施
設
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

14　番
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持
続
可
能
な
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
の

移
住
定
住
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

①
新
規
に
配
置
さ
れ
る 

「
移
住
定
住
推

進
専
門
員
」
の
設
置
目
的
お
よ
び
業
務

内
容
は
。

◆
地
域
振
興
部
長

　
移
住
定
住
施
策
の
強
化
を
進
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
移
住
定
住
の
相
談
、

空
き
家
の
調
査
お
よ
び
情
報
収
集
、
移

住
者
へ
の
支
援 

・
相
談
、（
仮
称
）
下

呂
市
移
住
定
住
推
進
セ
ン
タ
ー
設
置
に

関
す
る
こ
と
等
を
行
っ
て
い
た
だ
く
。

②
移
住
定
住
推
進
に
向
け
、
県
人
会
や

観
光
大
使
等
ゆ
か
り
の
あ
る
方
と
の
連

携
状
況
は
。

◆
地
域
振
興
部
長

　
現
状
、
移
住
定
住
と
し
て
県
人
会
や

観
光
大
使
の
皆
さ
ま
と
の
関
わ
り
が
な

い
た
め
、
今
後
ど
の
よ
う
に
連
携
で
き

る
か
担
当
部
署
と
協
議
し
て
い
き
た

い
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
県
人
会
の
総
会
や
交
流
会
に
市
長
も

参
加
し
て
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

観
光
大
使
の
方
に
は
毎
月
広
報
紙
を
送

付
す
る
他
、
市
内
の
観
光
情
報
を
随
時

お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て

①
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
に
向
け

た
取
り
組
み
の
現
状
は
。

◆
環
境
水
道
部
長

　
令
和
５
年
度
に
予
定
す
る
第
二
次
下

呂
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
見

直
し
に
合
わ
せ
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
下
呂
」
を
宣
言
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
官
民
一
体
と
な
っ
た
組

織
を
立
ち
上
げ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

②
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
が
引
き
起

こ
す
景
観
や
自
然
破
壊
な
ど
の
問
題
に

対
す
る
対
応
は
。

◆
建
設
部
長

　
開
発
協
議
を
行
う
中
で
、
事
業
者
に

施
設
の
配
置 

・
構
造 

・
工
程
な
ど
細

部
の
技
術
的
検
討
を
求
め
、関
係
法
令
、

条
例
等
の
遵
守
に
よ
る
災
害
防
止
や
良

好
な
生
活
環
境
の
確
保
を
図
り
、
ト
ラ

ブ
ル
等
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
対
応
を

行
っ
て
い
る
。

人
と
動
物
と
の
調
和
の
と
れ
た
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て　
不
妊
去
勢
手
術
に
対
す
る
市
に
よ
る

支
援
の
考
え
は
。

◆
市
民
保
健
部
長

　
近
隣
の
市
町
村
に
お
い
て
無
料
不
妊

手
術
の
自
己
負
担
に
対
す
る
支
援
は
行

わ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
の
手
術
頭
数

状
況
を
把
握
し
な
が
ら
支
援
に
つ
い
て

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

１　番
鷲見昌己議員

下
呂
駅
周
辺
エ
リ
ア
等

整
備
特
別
委
員
会

　
３
月
10
日
、特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

市
長
お
よ
び
担
当
部
局
か
ら
現
在
の
状

況
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

《
旧
下
呂
温
泉
病
院
跡
地
の
活
用
に
つ

い
て
》

　
令
和
５
年
１
月
31
日
に
幸
田
区
民
を

対
象
と
し
た
地
元
説
明
会
を
開
催
し
、

跡
地
活
用
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
検
討

の
経
過
、
跡
地
活
用
委
員
会
で
の
協
議

内
容
、
現
時
点
で
の
リ
ハ
ビ
リ
棟
跡
地

と
本
館
棟
跡
地
の
そ
れ
ぞ
れ
の
活
用
方

法
等
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
駐
車
場
の
管
理
運
営
方
法
や

今
後
の
進
め
方
、
本
館
棟
跡
地
に
整
備

す
る
臨
時
駐
車
場
に
つ
い
て
意
見
や
要

望
は
あ
り
ま
し
た
が
、
出
席
さ
れ
た
区

民
の
方
々
か
ら
は
、反
対
意
見
は
な
く
、

理
解
を
示
し
て
い
た
だ
い
た
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

《
下
呂
駅
周
辺
整
備
基
礎
計
画
検
討
事

業
に
つ
い
て
》

　
従
来
か
ら
課
題
と
な
っ
て
い
る
Ｊ
Ｒ

下
呂
駅
東
西
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や

バ
ス
停
留
所
の
機
能
不
足
の
解
消
等
に

対
応
す
る
た
め
の
整
備
方
針
の
素
案
作

成
に
向
け
て
調
査
の
実
施
に
必
要
な
予

算
２
千
万
円
を
計
上
。
事
業
内
容
は
、

①
下
呂
駅
周
辺
の
現
況
測
量
、②
駅
お

よ
び
周
辺
の
交
通
量
調
査
、③
駅
東
西

間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
法
の
検
討
な

ど
を
行
う
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

下
呂
市
議
会
だ
よ
り
が

ス
マ
ホ
で

読
め
ま
す
!!

インターネット上で
無料閲覧できる、
ギフイーブックスで
配信中です。

https://www.youtube.com/channel/UCALIKRpFipq7Mtpr--rJGKQ
配信済みの映像は、次回定例会までYoutubeにて検索・視聴できます。
過去の配信映像は、下呂市ホームページから視聴できます。

本会議および常任委員会 （付託案件審
査）は、 動画共有サービス（Youtube）
にてライブ配信を行います。

インターネットライブ配信
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14下呂市議会だより15 下呂市議会だより

黒
戸
谷
流
域
整
備
に
つ
い
て

　
予
備
調
査
後
に
判
明
し
た
新
た
な
問

題
点
と
今
後
の
施
工
計
画
に
つ
い
て
。

◆
建
設
部
長

　
下
水
道
管
の
移
設
が
非
常
に
困
難
で

あ
る
こ
と
、
昨
今
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
対

応
で
き
な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
た

め
、
計
画
の
河
床
高
を
で
き
る
だ
け
高

く
す
る
こ
と
な
ど
、
再
度
検
討
す
る
必

要
が
生
じ
た
。
今
後
、
地
域
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
同
意
が
必
要
に
な
る
た

め
、
設
計
案
が
固
ま
り
次
第
、
地
元
説

明
会
等
を
開
催
し
な
が
ら
、
河
川
改
修

事
業
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
き

た
い
。

小
坂
町
大
島
１
号
線（
踏
切
〜
橋
〜
斎

場
）
区
間
の
道
路
拡
幅
整
備
に
つ
い
て

　
具
体
的
な
施
工
方
法
と
計
画
に
つ
い

て
。

◆
建
設
部
長

　
地
域
住
民
の
重
要
な
生
活
道
路
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
特
に
狭
い
区
間
で
一
部

幅
員
改
良
を
す
る
予
定
で
あ
る
。
市
道

山
側
の
開
渠
構
造
排
水
路
の
約
16
ｍ
区

間
を
ふ
た
付
き
側
溝
に
改
修
す
る
こ
と

に
よ
り
最
大
で
幅
約
１
ｍ
の
平
場
が
で

き
る
た
め
、
そ
の
部
分
を
待
避
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。
車
両
２
台
が
縦
列
で
待
避
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
車
列
と
の
す
れ
違
い

も
容
易
に
な
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
同

箇
所
谷
側
の
路
側
に
天
端
工
を
約
20
ｍ

施
工
し
有
効
幅
員
の
確
保
に
努
め
る
。

　
そ
の
約
30
ｍ
先
の
薬
師
堂
付
近
は
、

現
在
関
係
機
関
と
協
議
中
で
あ
る
が
、

協
議
が
整
え
ば
施
工
延
長
約
10
ｍ
の
山

留
石
積
工
を
計
画
し
て
お
り
、
車
両
１

台
分
の
待
避
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き

る
。

戦
没
者
の
慰
霊
行
事
に
つ
い
て

①
県
、
他
自
治
体
に
お
け
る
慰
霊
行
事

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
。

◆
福
祉
部
長

　
県
内
21
市
の
う
ち
15
市
が
追
悼
式
と

い
う
名
称
で
全
市
的
に
実
施
し
て
い

る
。
各
地
域
の
慰
霊
祭
が
高
齢
化
に
よ

り
継
続
が
難
し
く
な
っ
た
た
め
、
統
一

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

主
催
は
遺
族
会
や
市
と
の
共
催
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
戦
後
80
年
を
迎
え
る
令
和
７

年
度
に
、
市
と
し
て
の
慰
霊
行
事
を
開

催
で
き
な
い
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
諸
課
題

が
あ
る
が
検
討
し
て
い
る
。

②
下
呂
市
に
お
け
る
慰
霊
行
事
に
つ
い

て
、
令
和
６
年
度
で
の
実
施
の
可
能
性

は
。

◆
市
長

　
遅
く
て
も
令
和
７
年
ま
で
に
は
実
施

す
る
が
、
令
和
６
年
に
前
倒
し
で
き
る

か
ど
う
か
は
、
し
っ
か
り
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。
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家
庭
ご
み
の
出
し
方
変
更
に
係
る
市
民

周
知
に
つ
い
て

　
広
報
げ
ろ
等
で
ご
み
の
出
し
方
変
更

の
市
民
周
知
が
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く

の
市
民
は
い
ま
だ
十
分
理
解
が
さ
れ
て

お
ら
ず
、
戸
惑
い
と
不
安
を
抱
え
て
い

る
。

　
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
を
願
い
、
今
一
度

見
解
を
伺
う
。

◆
環
境
水
道
部
長

　
広
報
げ
ろ
１
月
号
、
下
呂
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス 

「
ま
め
な
か
な
」
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
て
い
る
が
、
引
き
続
き
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
市
民
メ
ー
ル
、
同
報
無
線

を
活
用
し
て
周
知
す
る
。

　
４
月
１
日
か
ら
も
え
る
ご
み
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方
を
変
更
し
、ま
た
、

不
燃
ご
み
の
出
し
方
の
変
更
に
つ
い
て

は
、
令
和
５
年
１
月
か
ら
モ
デ
ル
地
区

で
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
大
き
な
混
乱
も

な
く
進
め
ら
れ
て
い
る
。
モ
デ
ル
地
区

で
意
見
を
伺
い
検
証
し
、
令
和
５
年
11

月
を
目
途
に
市
全
体
で
の
取
り
組
み
と

し
て
い
き
た
い
。
お
問
い
合
わ
せ
や
ご

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
必
要
な
改

善
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

下
呂
温
泉
合
掌
村
の
今
後
の
運
営
に
つ

い
て

　
合
掌
村
は
、
下
呂
温
泉
の
重
要
な
観

光
施
設
で
あ
る
。
現
在
10
棟
の
茅
葺
き

家
屋
が
あ
り
、
多
く
の
観
光
客
に
日
本

の
原
風
景
を
堪
能
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
今
後
、
こ
の
合
掌
村
を
健
全
に
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
計
画
か
つ
効

率
的
な
茅
葺
き
屋
根
の
葺
き
替
え
を
行

う
と
共
に
、
さ
ら
な
る
魅
力
を
取
り
込

み
、
観
光
客
だ
け
で
は
な
く
市
民
に
も

愛
さ
れ
る
施
設
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
茅
の
調
達
や
茅
葺
き
職
人
不
足
は
深

刻
で
、
自
前
調
達 

・
自
前
対
応
を
視
野

に
入
れ
、今
後
の
運
営
に
つ
い
て
伺
う
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
こ
こ
５
年
間
は
、
屋
根
の
葺
き
替
え

工
事
を
行
っ
て
い
な
い
が
、
雨
漏
り
が

す
る
な
ど
老
朽
化
が
顕
著
な
屋
根
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
新
年
度
予
算
に
葺
き
替

え
費
用
を
計
上
し
て
い
る
。

　
屋
根
の
葺
き
替
え
は
、
16
年
か
け
て

行
う
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

　
茅
を
市
内
で
栽
培
が
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
輸
送
コ
ス
ト
の
削
減
や
、
葺

き
替
え
を
生
業
と
す
る
方
の
育
成
や
市

内
の
方
に
葺
き
替
え
を
委
託
す
る
こ
と

も
想
定
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
耕
作
放

棄
地
の
有
効
活
用
に
も
つ
な
が
り
、
市

民
の
皆
さ
ま
が
関
係
す
る
こ
と
で
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
愛
さ
れ
る
施
設
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。

14　番
中島達也議員

持
続
可
能
な
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
の

移
住
定
住
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

①
新
規
に
配
置
さ
れ
る 

「
移
住
定
住
推

進
専
門
員
」
の
設
置
目
的
お
よ
び
業
務

内
容
は
。

◆
地
域
振
興
部
長

　
移
住
定
住
施
策
の
強
化
を
進
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
移
住
定
住
の
相
談
、

空
き
家
の
調
査
お
よ
び
情
報
収
集
、
移

住
者
へ
の
支
援 

・
相
談
、（
仮
称
）
下

呂
市
移
住
定
住
推
進
セ
ン
タ
ー
設
置
に

関
す
る
こ
と
等
を
行
っ
て
い
た
だ
く
。

②
移
住
定
住
推
進
に
向
け
、
県
人
会
や

観
光
大
使
等
ゆ
か
り
の
あ
る
方
と
の
連

携
状
況
は
。

◆
地
域
振
興
部
長

　
現
状
、
移
住
定
住
と
し
て
県
人
会
や

観
光
大
使
の
皆
さ
ま
と
の
関
わ
り
が
な

い
た
め
、
今
後
ど
の
よ
う
に
連
携
で
き

る
か
担
当
部
署
と
協
議
し
て
い
き
た

い
。

◆
観
光
商
工
部
長

　
県
人
会
の
総
会
や
交
流
会
に
市
長
も

参
加
し
て
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

観
光
大
使
の
方
に
は
毎
月
広
報
紙
を
送

付
す
る
他
、
市
内
の
観
光
情
報
を
随
時

お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て

①
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
に
向
け

た
取
り
組
み
の
現
状
は
。

◆
環
境
水
道
部
長

　
令
和
５
年
度
に
予
定
す
る
第
二
次
下

呂
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
見

直
し
に
合
わ
せ
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
下
呂
」
を
宣
言
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
官
民
一
体
と
な
っ
た
組

織
を
立
ち
上
げ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

②
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
が
引
き
起

こ
す
景
観
や
自
然
破
壊
な
ど
の
問
題
に

対
す
る
対
応
は
。

◆
建
設
部
長

　
開
発
協
議
を
行
う
中
で
、
事
業
者
に

施
設
の
配
置 

・
構
造 

・
工
程
な
ど
細

部
の
技
術
的
検
討
を
求
め
、関
係
法
令
、

条
例
等
の
遵
守
に
よ
る
災
害
防
止
や
良

好
な
生
活
環
境
の
確
保
を
図
り
、
ト
ラ

ブ
ル
等
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
対
応
を

行
っ
て
い
る
。

人
と
動
物
と
の
調
和
の
と
れ
た
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て　
不
妊
去
勢
手
術
に
対
す
る
市
に
よ
る

支
援
の
考
え
は
。

◆
市
民
保
健
部
長

　
近
隣
の
市
町
村
に
お
い
て
無
料
不
妊

手
術
の
自
己
負
担
に
対
す
る
支
援
は
行

わ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
の
手
術
頭
数

状
況
を
把
握
し
な
が
ら
支
援
に
つ
い
て

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

１　番
鷲見昌己議員

下
呂
駅
周
辺
エ
リ
ア
等

整
備
特
別
委
員
会

　
３
月
10
日
、特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

市
長
お
よ
び
担
当
部
局
か
ら
現
在
の
状

況
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

《
旧
下
呂
温
泉
病
院
跡
地
の
活
用
に
つ

い
て
》

　
令
和
５
年
１
月
31
日
に
幸
田
区
民
を

対
象
と
し
た
地
元
説
明
会
を
開
催
し
、

跡
地
活
用
に
向
け
た
こ
れ
ま
で
の
検
討

の
経
過
、
跡
地
活
用
委
員
会
で
の
協
議

内
容
、
現
時
点
で
の
リ
ハ
ビ
リ
棟
跡
地

と
本
館
棟
跡
地
の
そ
れ
ぞ
れ
の
活
用
方

法
等
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
駐
車
場
の
管
理
運
営
方
法
や

今
後
の
進
め
方
、
本
館
棟
跡
地
に
整
備

す
る
臨
時
駐
車
場
に
つ
い
て
意
見
や
要

望
は
あ
り
ま
し
た
が
、
出
席
さ
れ
た
区

民
の
方
々
か
ら
は
、反
対
意
見
は
な
く
、

理
解
を
示
し
て
い
た
だ
い
た
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

《
下
呂
駅
周
辺
整
備
基
礎
計
画
検
討
事

業
に
つ
い
て
》

　
従
来
か
ら
課
題
と
な
っ
て
い
る
Ｊ
Ｒ

下
呂
駅
東
西
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や

バ
ス
停
留
所
の
機
能
不
足
の
解
消
等
に

対
応
す
る
た
め
の
整
備
方
針
の
素
案
作

成
に
向
け
て
調
査
の
実
施
に
必
要
な
予

算
２
千
万
円
を
計
上
。
事
業
内
容
は
、

①
下
呂
駅
周
辺
の
現
況
測
量
、②
駅
お

よ
び
周
辺
の
交
通
量
調
査
、③
駅
東
西

間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
法
の
検
討
な

ど
を
行
う
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

下
呂
市
議
会
だ
よ
り
が

ス
マ
ホ
で

読
め
ま
す
!!

インターネット上で
無料閲覧できる、
ギフイーブックスで
配信中です。

https://www.youtube.com/channel/UCALIKRpFipq7Mtpr--rJGKQ
配信済みの映像は、次回定例会までYoutubeにて検索・視聴できます。
過去の配信映像は、下呂市ホームページから視聴できます。

本会議および常任委員会 （付託案件審
査）は、 動画共有サービス（Youtube）
にてライブ配信を行います。

インターネットライブ配信



GERO CITY assemblyGERO CITY assembly

16下呂市議会だより17 下呂市議会だより

中津川工区
約5.0km

ささゆりトンネル（保井戸）
堀越峠道路
5.9km

濃飛横断自動車道 開　通
事業中
計画中

　濃飛横断自動車道は、郡上市八幡町から下呂
市を経由し中津川市へ至る約80kmの高規格道
路で中央自動車道と東海北陸自動車道を結び、
高速道路の空白地帯 （下呂市）を補完すること
で地域間連携や県土強靭化に資する重要な道路
であります。また、リニア岐阜県駅 （中津川市）
へのアクセスの利便性を向上させ、リニア中央
新幹線の効果を県全域に波及させる役割を担う
重要な道路であります。現在、下呂市保井戸か
ら郡上市和良町間約8.1kmが供用されています。
　２月15日、当委員会は整備が続く中津川工区
と堀越峠工区、八幡工区、和良工区の想定され
るルートを視察し、現地で建設部職員から説明
を受けました。
　中津川工区は、中津川市茄子川 （中央道接続）
から中津川市駒場 （美恵橋）までの約5kmで、
現在橋脚設置工事が順調に進められています。
　また、郡上市の難所 「堀越峠」を回避する堀
越峠工区は地す
べり、破砕帯な
ど難工事が予想
されることから、
国による権限代
行による事業化
が３月31日に決
定されました。

　また、堀越峠工区からの残土を活かした和良
工区 （和良バイパス）、せせらぎ街道 （国道472
号線）を起点にする八幡工区の予想ルートの説
明を受けました。
　さて、下呂市が高速道路網のエアーポケット
になっていることから、平成元年、濃飛横断ハ
イウェイ （仮称）開設促進協議会が発足され、
平成６年に地域高規格道路 「濃飛横断自動車道」
として、郡上八幡から中津川間約80kmが候補
路線から計画路線に格上げされました。翌７年
には郡上八幡 ・下呂間が調査区間に指定され、
その後、平成24年に 「金山 ・ 保井戸」間が開通
し、翌年には 「和良 ・金山」間が供用されました。
　市民の念願である高速道路まで30分、県都岐
阜市までの１時間構想を目標に下呂市議会は平
成16年に道路整備特別委員会を設置し濃飛横断
自動車道および国道41号の整備促進のために調
査 ・研究を行ってきました。現在は、「濃飛横
断道 ・リニア特別委員会」として活動を行って
います。
　濃飛横断自動車道は、観光、地域経済にとっ
て重要な道路であり、多くの市民の願いであり
ます。
　現在、下呂市 ・中津川間は計画路線となって
おりますが、国道257号線の一部改良が示され
ているものの 「下呂工区」の整備状況が白色の
ままです。今後、当委員会は下呂工区事業促進
に向け活動をしていきます。

中津川工区

どうなる下呂工区？

濃飛横断道・リニア
特別委員会報告

議会基本条例の達成状況を検証しました。
　下呂市議会基本条例は、議会の果たすべき役割や責任を認識し、市民福祉の向上のため、議会一丸となって全力
で取り組んでいくことを決意し、令和３年３月定例会において制定 （令和３年４月１日施行）したものです。本条例の
第26条では、「議会は、この条例の施行の状況について議会改革特別委員会において検証し、その検証結果に基づき、
必要に応じて、この条例の見直しを行うものとする」と規定されています。
　このため、議会改革特別委員会を中心に、令和４年度における条例の各条項の達成状況について検証作業に取り
組み、この度、その検証結果と評価を取りまとめましたので、お知らせいたします。

＊議会基本条例は、制定して終わりではなく、その成果や課題を検証して、さらにレベルアップした条例に改正してい
くことが、議会活動の質の向上にとってとても重要です。そのためにも、この検証の取り組みを継続していきます。

＊すべての条項に係る検証結果・評価は、下呂市ホームページに掲載していますのでご覧ください。

　市民参加を促進する議会を実現す
るための具体的な取り組みとして、
公聴会および参考人制度、請願陳
情者の意見陳述制度の積極的運用
に向けた検討が必要である。

　議会活動の透明性を高めるため、
すべての委員会の審査状況が容易に
知ることができるよう検討が必要で
ある。

　市民と議会との意見交換会は、効
果的な実施方法等、今後の課題を
残している。

　執行機関と政策競争をするには、
充実した調査研究と議員間討議が求
められる。このため、さらなる議員
の意識改革と資質向上、継続的な議
論が可能な議会体制の構築が必要
である。

　議会は合議制の機関であることを
十分に認識し、議員相互間の自由討
議を中心とした運営に努める必要が
あり、自由討議を充実させるための
実施要領等の検討が必要である。

市民に開かれ市民
参加を促進する市
民と歩む議会を実
現します

執行機関と政策競
争をする議会を実
現します

議員の資質、政策
立案能力等の向上
による議会の機能
強化を図ります

市民参加及
び市民との
連携

市長等との
関係

議員間の
自由討議

〇本会議、委員会の原則
公開

〇本会議のケーブルテレビ
放送、インターネット配
信

〇常任委員会付託案件審
査のインターネット配信

〇市民と議会との意見交
換会の開催

〇委員会会議録の閲覧手
続きの簡素化

〇市民と議会との意見交
換会、および議会への
意見提案箱等における
意見を市政に反映する
ため、所管委員会にお
いて調査研究を行い、
必要に応じて政策提言
を実施

〇議員間自由討議に係る
実施要領の検討、議員
間討議を重視するため
の定例会会期日程のあ
り方に係る調査研究

【主な検証結果 ・評価】 《 評価の段階：Ａ「達成」、Ｂ「一部達成」、Ｃ「未達成」、－「対象外」》

評価

C

Ｂ

Ｂ

C

評価・今後の対策等取組状況・実績等
(～令和 4年度 )条　　　　　　文

第
　
５
　
条

第
　
８
　
条

第 

14 
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）

都
市
計
画
原
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確
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地
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設
計

（
設
計
協
議
）

事業化

GERO CITY assemblyGERO CITY assembly

16下呂市議会だより17 下呂市議会だより

中津川工区
約5.0km

ささゆりトンネル（保井戸）
堀越峠道路
5.9km

濃飛横断自動車道 開　通
事業中
計画中

　濃飛横断自動車道は、郡上市八幡町から下呂
市を経由し中津川市へ至る約80kmの高規格道
路で中央自動車道と東海北陸自動車道を結び、
高速道路の空白地帯 （下呂市）を補完すること
で地域間連携や県土強靭化に資する重要な道路
であります。また、リニア岐阜県駅 （中津川市）
へのアクセスの利便性を向上させ、リニア中央
新幹線の効果を県全域に波及させる役割を担う
重要な道路であります。現在、下呂市保井戸か
ら郡上市和良町間約8.1kmが供用されています。
　２月15日、当委員会は整備が続く中津川工区
と堀越峠工区、八幡工区、和良工区の想定され
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　中津川工区は、中津川市茄子川 （中央道接続）
から中津川市駒場 （美恵橋）までの約5kmで、
現在橋脚設置工事が順調に進められています。
　また、郡上市の難所 「堀越峠」を回避する堀
越峠工区は地す
べり、破砕帯な
ど難工事が予想
されることから、
国による権限代
行による事業化
が３月31日に決
定されました。

　また、堀越峠工区からの残土を活かした和良
工区 （和良バイパス）、せせらぎ街道 （国道472
号線）を起点にする八幡工区の予想ルートの説
明を受けました。
　さて、下呂市が高速道路網のエアーポケット
になっていることから、平成元年、濃飛横断ハ
イウェイ （仮称）開設促進協議会が発足され、
平成６年に地域高規格道路 「濃飛横断自動車道」
として、郡上八幡から中津川間約80kmが候補
路線から計画路線に格上げされました。翌７年
には郡上八幡 ・下呂間が調査区間に指定され、
その後、平成24年に 「金山 ・ 保井戸」間が開通
し、翌年には 「和良 ・金山」間が供用されました。
　市民の念願である高速道路まで30分、県都岐
阜市までの１時間構想を目標に下呂市議会は平
成16年に道路整備特別委員会を設置し濃飛横断
自動車道および国道41号の整備促進のために調
査 ・研究を行ってきました。現在は、「濃飛横
断道 ・リニア特別委員会」として活動を行って
います。
　濃飛横断自動車道は、観光、地域経済にとっ
て重要な道路であり、多くの市民の願いであり
ます。
　現在、下呂市 ・中津川間は計画路線となって
おりますが、国道257号線の一部改良が示され
ているものの 「下呂工区」の整備状況が白色の
ままです。今後、当委員会は下呂工区事業促進
に向け活動をしていきます。

中津川工区

どうなる下呂工区？

濃飛横断道・リニア
特別委員会報告

議会基本条例の達成状況を検証しました。
　下呂市議会基本条例は、議会の果たすべき役割や責任を認識し、市民福祉の向上のため、議会一丸となって全力
で取り組んでいくことを決意し、令和３年３月定例会において制定 （令和３年４月１日施行）したものです。本条例の
第26条では、「議会は、この条例の施行の状況について議会改革特別委員会において検証し、その検証結果に基づき、
必要に応じて、この条例の見直しを行うものとする」と規定されています。
　このため、議会改革特別委員会を中心に、令和４年度における条例の各条項の達成状況について検証作業に取り
組み、この度、その検証結果と評価を取りまとめましたので、お知らせいたします。

＊議会基本条例は、制定して終わりではなく、その成果や課題を検証して、さらにレベルアップした条例に改正してい
くことが、議会活動の質の向上にとってとても重要です。そのためにも、この検証の取り組みを継続していきます。

＊すべての条項に係る検証結果・評価は、下呂市ホームページに掲載していますのでご覧ください。

　市民参加を促進する議会を実現す
るための具体的な取り組みとして、
公聴会および参考人制度、請願陳
情者の意見陳述制度の積極的運用
に向けた検討が必要である。

　議会活動の透明性を高めるため、
すべての委員会の審査状況が容易に
知ることができるよう検討が必要で
ある。

　市民と議会との意見交換会は、効
果的な実施方法等、今後の課題を
残している。

　執行機関と政策競争をするには、
充実した調査研究と議員間討議が求
められる。このため、さらなる議員
の意識改革と資質向上、継続的な議
論が可能な議会体制の構築が必要
である。

　議会は合議制の機関であることを
十分に認識し、議員相互間の自由討
議を中心とした運営に努める必要が
あり、自由討議を充実させるための
実施要領等の検討が必要である。

市民に開かれ市民
参加を促進する市
民と歩む議会を実
現します

執行機関と政策競
争をする議会を実
現します

議員の資質、政策
立案能力等の向上
による議会の機能
強化を図ります

市民参加及
び市民との
連携

市長等との
関係

議員間の
自由討議

〇本会議、委員会の原則
公開

〇本会議のケーブルテレビ
放送、インターネット配
信

〇常任委員会付託案件審
査のインターネット配信

〇市民と議会との意見交
換会の開催

〇委員会会議録の閲覧手
続きの簡素化

〇市民と議会との意見交
換会、および議会への
意見提案箱等における
意見を市政に反映する
ため、所管委員会にお
いて調査研究を行い、
必要に応じて政策提言
を実施

〇議員間自由討議に係る
実施要領の検討、議員
間討議を重視するため
の定例会会期日程のあ
り方に係る調査研究

【主な検証結果 ・評価】 《 評価の段階：Ａ「達成」、Ｂ「一部達成」、Ｃ「未達成」、－「対象外」》
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新幹線の効果を県全域に波及させる役割を担う
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＊すべての条項に係る検証結果・評価は、下呂市ホームページに掲載していますのでご覧ください。

　市民参加を促進する議会を実現す
るための具体的な取り組みとして、
公聴会および参考人制度、請願陳
情者の意見陳述制度の積極的運用
に向けた検討が必要である。

　議会活動の透明性を高めるため、
すべての委員会の審査状況が容易に
知ることができるよう検討が必要で
ある。

　市民と議会との意見交換会は、効
果的な実施方法等、今後の課題を
残している。

　執行機関と政策競争をするには、
充実した調査研究と議員間討議が求
められる。このため、さらなる議員
の意識改革と資質向上、継続的な議
論が可能な議会体制の構築が必要
である。

　議会は合議制の機関であることを
十分に認識し、議員相互間の自由討
議を中心とした運営に努める必要が
あり、自由討議を充実させるための
実施要領等の検討が必要である。

市民に開かれ市民
参加を促進する市
民と歩む議会を実
現します

執行機関と政策競
争をする議会を実
現します

議員の資質、政策
立案能力等の向上
による議会の機能
強化を図ります

市民参加及
び市民との
連携

市長等との
関係

議員間の
自由討議

〇本会議、委員会の原則
公開

〇本会議のケーブルテレビ
放送、インターネット配
信

〇常任委員会付託案件審
査のインターネット配信

〇市民と議会との意見交
換会の開催

〇委員会会議録の閲覧手
続きの簡素化

〇市民と議会との意見交
換会、および議会への
意見提案箱等における
意見を市政に反映する
ため、所管委員会にお
いて調査研究を行い、
必要に応じて政策提言
を実施

〇議員間自由討議に係る
実施要領の検討、議員
間討議を重視するため
の定例会会期日程のあ
り方に係る調査研究

【主な検証結果 ・評価】 《 評価の段階：Ａ「達成」、Ｂ「一部達成」、Ｃ「未達成」、－「対象外」》

評価

C

Ｂ

Ｂ

C

評価・今後の対策等取組状況・実績等
(～令和 4年度 )条　　　　　　文

第
　
５
　
条

第
　
８
　
条

第 

14 

条

ル
ー
ト
案
・
都
市
計
画

原
案
作
成

地
元
説
明
会（
ル
ー
ト

案
・
都
市
計
画
原
案
）

都
市
計
画
原
案
の
確
定

都
市
計
画
原
案
の
作
成

都
市
計
画
審
議
会

地

元

説

明

会

（
工
事
説
明
）

工

事

着

工

工

事

竣

工

開

　

　
通

都
市
計
画
案
の
公
告
・

縦
覧

地

元

説

明

会

用

地

測

量

用

地

取

得

都
市
計
画
決
定

中
央
線
測
量
・
地
質

調
査
な
ど

道
路
詳
細
設
計

（
設
計
協
議
）

事業化
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令和５年５月１日

６月　２日
１６日
１９日
２０日
２１日
２２日
２６日

金
金
月
火
水
木
月

午前9時30分～

本会議（初日）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
常任委員会
常任委員会
予算特別委員会
本会議（最終日）

　６月定例会の会期日程（予定）をお知らせします。
なお、一般質問などの内容は新聞折込でお知らせします。

６月定例会会期日程（予定）

月　　日 会　議　内　容 時　　間曜日

※日程は変更になる
　場合もあります。

場所 ： 本会議（下呂庁舎３階議場）
　　　委員会（下呂庁舎３階第１会議室）

令和５年４月７日、下呂小学校において、入学式が執り行われました。
新一年生21名が保護者、来賓や教職員の皆さんに見守られる中、下呂小学校児童の仲間入りをしました。
また、今年度は、令和４年度末に閉校した中原小学校の児童を迎え、全校児童２４２名による新生下呂
小学校のスタートとなりました。

　３月になると思い出す言葉があります。
　『忙しくて、忘れた』。高校の卒業式当日、最
後のホームルームで恩師が言われた言葉です。
　「この言葉は社会生活の中で使ってはいけない。
この２つの漢字、両方とも心を亡くすと書きます。
心を亡くしてはいけない。忙しくて忘れる前に行
動を起こしなさい。すぐに行動ができなければメ
モを取るなどして対処しなさい。」と言われました。
果たして私はできているのか改めて考えてみると
なかなかできていません。忘れることはできるけ
ど、忘れる前の行動は…。また来年も桜を見な
がら、この言葉を思い出すのでしょうか。 （T.T）

編 集 後 記
【令和５年度下呂市立下呂小学校入学式】

　
２
月
７
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
、

岡
崎
市
、
豊
田
市
、
郡
上
市
に
お
け

る
観
光 

・
環
境 
・
農
林
業
に
関
わ
る

施
設
を
視
察
し
、
施
設
の
運
営
状
況

等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

《
岡
崎
市
》

　
岡
崎
公
園
内
に
あ
る
大
河
ド
ラ
マ

館
を
見
学
し
、
展
示
や
映
像
で
ど
の

よ
う
に
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
か
な

ど
説
明
を
受
け
た
後
、「
ど
う
す
る

家
康
」
活
用
推
進
課
よ
り
、
市
内
経

済
団
体
で
組
織
し
た 

「
岡
崎
市
徳
川

家
康
公
顕
彰
推
進
協
議
会
」
と
の
連

携
に
よ
る
大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
と
し

た
観
光
振
興
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
４
月
に 

「
ど
う
す
る
家

康
」
活
用
推
進
課
を
設
置
し
て
取
り

組
み
を
始
め
た
こ
と
、
大
河
ド
ラ
マ

が
終
わ
っ
た
後
の
取
り
組
み
を
考
え

る 

「
ア
フ
タ
ー
大
河
戦
略
推
進
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
す
で
に
設
置

し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
先
を
見
越
し

て
事
業
展
開

が
さ
れ
て
お

り
、
下
呂
市

内
の
魅
力
を

ど
う
発
信
し

て
い
く
か
、

今
後
、
議
会

と
し
て
協
議
・

提
案
し
て
い
く
う
え
で
大
変
参
考
に

な
り
ま
し
た
。

《
豊
田
市
》

　
市
街
地
近
郊
に
立
地
さ
れ
て
い
る

渡
刈
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
運
営
状

況
と
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

施
設
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
ご
み
を
処
理
し
た
後
に
発
生
す
る

ス
ラ
グ
を
ほ
ぼ
１
０
０
％
活
用
す
る

ほ
か
、
余
熱
利
用
に
よ
り
発
電
し
、

施
設
で
活
用
し
て
余
っ
た
電
気
は
売

却
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
余
熱

を
利
用
し
て
近
く
に
あ
る
高
齢
者
福

祉
施
設
へ
温
水
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
新
の
公
害
防
止
装
置
を

備
え
る
周
辺
環
境
に
配
慮
し
た
施
設

で
あ
り
、
処
理
方
法
な
ど
、
今
後
、

下
呂
市
が
計
画
す
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
建
設
の
参
考
に
な
り
、
ご
み
の

減
量
化
に
つ
い
て
も
豊
田
市
の
取
り

組
ん
で
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
品
目
を
参

考
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
豊
田
市
明
治
用
水
水
源
管
理
所
で

は
、
明
治
用
水
土
地
改
良
区
の
担
当

者
か
ら
、
昨
年
５
月
に
発
生
し
た
頭

首
工
の
大
規
模
な
漏
水
事
故
が
起
き

た
原
因
と
工
事
完
成
ま
で
３
年
ほ
ど

要
す
る
こ
と
な
ど
を
詳
し
く
説
明
を

受
け
た
後
、
現
場
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

《
郡
上
市 

・（
長
良
川
木
材
事
業
協
同

組
合
）》

　
運
営
す
る
工
場
で
は
、
原
木
を
製

材
す
る
ま
で
の
す
べ
て
の
工
程
を
行

っ
て
お
り
、
約
１
０
万
５
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
と
広
大
な
敷
地
内
の
各
施

設
を
視
察
し
、
担
当
者
か
ら
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
従
業
員
の
平
均
年
齢

は
30
歳
代
で
、
地
元
の
高
校
か
ら
毎

年
２
名
か
ら
３
名
を
常
に
採
用
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、
２
０
２
５
年
に
は
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
設
備
を
稼
働
す
る
予
定
で

あ
り
、
現
在
、
敷
地
造
成
が
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
製
材
の
残
り
や
、
木
の
皮
も
捨
て

る
こ
と
な
く
利
用
し
て
い
る
こ
と

は
、
一
本
の
木
を
無
駄
な
く
使
う
、

環
境
に
優
し
い
取
り
組
み
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
岐
阜
県
と
郡
上
市
が
合
同

で
誘
致
し
た
も
の
で
、
企
業
誘
致
に

取
り
組
む
う
え
で
、
参
考
に
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

産
業
経
済
常
任
委
員
会

委
員
会
管
外
視
察

岡崎市

渡刈クリーンセンター

明治用水頭首工

長良川木材事業協同組合

～
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｓ


